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長崎大学熱帯医学研究所

総合目標

　熱帯地域に存在する複雑多様な自然・社会環境が，熱帯病をはじめとする錯綜し
た健康問題を引き起こし続けている。国際交流の進展が著しい今日，これらの問題
は世界的視野に立って解決されなければならない。
　長崎大学熱帯医学研究所は，上述の認識に基づき，熱帯病の中でも最も重要な領
域を占める感染症を主とした疾病と，これに随伴する健康に関する諸問題を克服す
ることを目指し，関連機関と協力して以下の項目の達成を図るものである。

　₁．熱帯医学及び国際保健における先導的研究
　₂．研究成果の応用による熱帯病の防圧ならびに健康増進への国際貢献
　₃．上記に係る研究者と専門家の育成

研　　究　　所　　全　　景
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は じ め に

　長崎大学熱帯医学研究所は，昭和17年（1942）に長崎医科大学附属東亜風土病研究所とし

て開設され，昭和42年（1967）に長崎大学附置熱帯医学研究所となり，熱帯医学研究を目的

とする国内唯一の公的機関として活動しています。本研究所は平成元年（1989）に全国共同

利用研究所となり，平成 ₅年（1993）には世界保健機関（WHO）からWHO協力センター（熱

帯性ウイルス病に関する資料と研究）に指定され現在に至っております。また，平成21年度

（2009）には全国共同利用 「熱帯医学研究拠点」の認定を受け，新たな運営制度のもと全国の

研究者コミュニティーに開かれた研究所として活動を強化してすでに10年が経過しました。

また，平成15年（2003）の国立大学法人化以来，医歯薬学総合研究科や熱帯医学グローバル

ヘルス研究科と共同して，文部科学省「21世紀COEプログラム」「グローバルCOEプログラ

ム」「博士課程教育リーディングプログラム」を獲得し，研究教育の改革を進め，昨年平成

30年度は「卓越大学院プログラム」にも採択されました。平成29年度（2017）の研究所の組

織は ₄ 大部門（15研究分野， ₁ 客員分野， ₁ 外国人客員分野を含む）， ₂ 附属施設， ₁ 診療

科で構成されています。

　さて，熱帯地域を中心とする開発途上国はマラリアなどの古典的熱帯病の高度流行地を抱

えるだけでなく，グローバル化する新興再興感染症や薬剤耐性菌などの発生源としても重要

な地域となっています。当研究所は，下記に掲げる総合目標（Mission Statement，平成11年

₅ 月策定）を掲げてこの分野での研究，国際貢献，教育の各領域で関連機関と協力した活動

を展開しているところです。

　　（熱帯医学研究所　総合目標）

　　₁．熱帯医学及び国際保健における先導的研究

　　₂．研究成果の応用による熱帯病の防圧ならびに健康増進への国際貢献

　　₃．研究者と専門家の育成

　この年次要覧は総合目標の達成を目指して，平成29年（2017年）度に熱帯医学研究所が共

同利用研究所として実施した共同研究，研究所各分野と附属施設での主に科研費による学術

研究，AMED-JICAのSATREPS事業，GHIT Fund，BILL & MELINDA GATES foundation等

の外部資金による大型応用研究の実施状況，海外からの研究者や学生の受け入れ状況，研究

所が実施した人材育成活動，研究所の財務状況，研究成果出版物等を網羅的に記録したもの

です。国際感染症の脅威は続いており，平成29年（2017年）にはコンゴ民主共和国東北部で

のエボラ出血熱の多発が国際的な問題となり熱研からも専門家の派遣が行われました。BSL4

研究施設の学内設置も含め，本研究所への期待もますます大きくなっています。

　今後の熱帯医学研究所のさらなる発展の為，皆様のご意見とご協力をお願いする次第です。

長崎大学熱帯医学研究所
　所　長　平　山　謙　二
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昭和17年 ₃ 月 長崎医科大学附属東亜風土病
研究所設立

昭和20年 ₈ 月 原爆投下により研究所建物及
び研究資料消失

昭和21年 ₄ 月 長崎医科大学風土病研究所に
改称

昭和21年 ₅ 月 諫早市に移転し，研究活動再開
昭和24年 ₅ 月 新制長崎大学に附置され，長崎

大学附置風土病研究所に改称
昭和32年 ₇ 月 諫早大水害により，施設，機

器，研究資料等に壊滅的な被害
昭和34年 ₃ 月 長崎市興善町の元長崎大学医

学部附属病院外来患者診療所
跡に移転

昭和36年 ₃ 月 長崎市坂本町に新庁舎竣工
昭和36年 ₄ 月 新庁舎に移転
昭和39年 ₄ 月 疫学部門の増設
昭和40年 ₄ 月 寄生虫学部門の増設
昭和41年 ₄ 月 ウイルス学部門の増設
昭和42年 ₂ 月 本館の第一次増築竣工
昭和42年 ₆ 月 風土病研究所が熱帯医学研究

所に改称
昭和42年 ₆ 月 熱帯医学研究所内科として，医

学部附属病院に設置
昭和49年 ₄ 月 附属熱帯医学資料室設置
昭和49年 ₄ 月 病原細菌学部門の増設
昭和53年 ₃ 月 感染動物隔離実験棟竣工
昭和53年 ₄ 月 防疫部門（客員部門）の新設
昭和53年 ₄ 月 熱帯医学研修課程の新設
昭和54年 ₄ 月 感染動物隔離実験棟が熱帯性病

原体感染動物実験施設に昇格
昭和55年 ₃ 月 本館の第二次増築竣工
昭和58年 ₄ 月 国際協力事業団（JICA）の集団

研修コース「熱帯医学研究コー
ス」開設

昭和59年 ₄ 月 原虫学部門の増設
昭和60年 ₈ 月 本館の第三次増築竣工
昭和62年 ₄ 月 病害動物学部門の増設
平成元年 ₄月 熱帯医学研究所は共同利用研

究所に改組

平成 ₃年 ₄月 感染生化学部門の増設
平成 ₆年 ₃月 本館の第四次増築竣工
平成 ₆年 ₄月 大部門制に改組（ ₃大部門12研

究分野）
平成 ₇年 ₄月 世界の最先端の学術研究を推

進する卓越した研究拠点
（COE）の研究所に指定

平成 ₈年 ₄月 病原体解析部門に分子疫学分
野（外国人客員分野）の新設

平成 ₉年 ₄月 附属熱帯医学資料室の廃止・
転換に伴い，附属熱帯病資料情
報センターの新設

平成13年 ₄ 月 附属熱帯病資料情報センター
の廃止・転換に伴い，附属熱帯
感染症研究センターの新設

平成15年 ₃ 月 本館の第五次増築（熱帯性病原
体集中研究管理棟）竣工

平成17年 ₉ 月 ナイロビ研究拠点　設置
平成18年 ₃ 月 本館の改修工事竣工
平成20年 ₄ 月 附属熱帯感染症研究センター

の廃止・転換に伴い，附属アジ
ア・アフリカ感染症研究施設
及び熱帯医学ミュージアムの
新設

平成21年 ₆ 月 共同利用・共同研究拠点「熱帯
医学研究拠点」に認定

平成23年 ₄ 月 臨床研究部門（ ₃研究分野）の
増設
マラリアユニット新設

平成24年 ₃ 月「熱帯医学研究コース」終了
平成25年 ₆ 月 熱帯性病原体感染動物実験施

設廃止
平成26年 ₄ 月 附属熱帯医学ミュージアムの

移設
平成27年 ₄ 月 熱研生物資源室，フィラリア

NTD室開設
平成28年 ₄ 月 人道支援調整室，顧みられない

熱帯病イノベーションセンター
の新設

１　沿　　　革
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（長崎医科大学附属東亜風土病研究所）

角　　　尾　　　　晋 自　昭和17年（1942） ₅ 月 ₄ 日
至　昭和20年（1945） ₈ 月22日

古 屋 野　　宏　　平 自　昭和20年（1945）12月22日
至　昭和23年（1948） ₁ 月23日

高　　瀬　　　　　清 自　昭和23年（1948） ₁ 月24日
至　昭和23年（1948） ₈ 月31日

登　　倉　　　　　登 自　昭和23年（1948） ₉ 月 ₁ 日
至　昭和24年（1949） ₅ 月30日

（長崎大学風土病研究所）

登　　倉　　　　　登 自　昭和24年（1949） ₅ 月31日
至　昭和33年（1958） ₈ 月31日

大　　森　　南 三 郎 自　昭和33年（1958） ₉ 月 ₁ 日
至　昭和38年（1963）11月30日

福　　見　　秀　　雄 自　昭和38年（1963）12月 ₁ 日
至　昭和42年（1967） ₅ 月31日

（長崎大学熱帯医学研究所）

福　　見　　秀　　雄 自　昭和42年（1967） ₆ 月 ₁ 日
至　昭和44年（1969）11月30日

片　　峰　　大　　助 自　昭和44年（1969）12月 ₁ 日
至　昭和48年（1973）11月30日

林　　　　　　　　薫 自　昭和48年（1973）12月 ₁ 日
至　昭和52年（1977）11月30日

内　　藤　　達　　郎 自　昭和52年（1977）12月 ₁ 日
至　昭和54年（1979）11月30日

片　　峰　　大　　助 自　昭和54年（1979）12月 ₁ 日
至　昭和56年（1981） ₄ 月 ₁ 日

松　　本　　慶　　藏 自　昭和56年（1981） ₄ 月 ₂ 日
至　平成 ₃年（1991） ₄ 月 ₁ 日

板　　倉　　英　　卋 自　平成 ₃年（1991） ₄ 月 ₂ 日
至　平成 ₅年（1993） ₄ 月 ₁ 日

小　　坂　　光　　男 自　平成 ₅年（1993） ₄ 月 ₂ 日
至　平成 ₉年（1997） ₄ 月 ₁ 日

五 十 嵐　　　　　章 自　平成 ₉年（1997） ₄ 月 ₂ 日
至　平成13年（2001） ₃ 月31日

青　　木　　克　　己 自　平成13年（2001） ₄ 月 ₁ 日
至　平成19年（2007） ₃ 月31日

平　　山　　謙　　二 自　平成19年（2007） ₄ 月 ₁ 日
至　平成23年（2011） ₃ 月31日

竹　　内　　　　　勤 自　平成23年（2011） ₄ 月 ₁ 日
至　平成25年（2013） ₃ 月31日

森　　田　　公　　一 自　平成25年（2013） ₄ 月 ₁ 日
至　平成29年（2017） ₃ 月31日

平　　山　　謙　　二 自　平成29年（2017） ₄ 月 ₁ 日
至　現　　　在

歴　代　所　長
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２　組織及び規模

₂．₁　組　　織
平成29年 ₄ 月 ₁ 日

病 原 体 解 析 部 門

宿主病態解析部門

環 境 医 学 部 門

臨 床 研 究 部 門

附 属 施 設

診 　 療 　 科

事　　務　　部

ウイルス学分野
新興感染症学分野
細菌学分野
原虫学分野
寄生虫学分野
分子疫学分野（外国人客員）

免疫遺伝学分野
感染生化学分野
病理学分野
エイズ・感染防御分野（客員）

生態疫学分野
国際保健学分野
国際健康開発政策学分野
病害動物学分野

臨床感染症学分野
小児感染症学分野
臨床開発学分野

附属アジア・アフリカ感染症研究施設
　　　ケニアプロジェクト拠点
　　　ベトナムプロジェクト拠点
附属熱帯医学ミュージアム
共同研究室（所内措置）
熱帯医学教育室（所内措置）
バイオリソースセンター（所内措置）
顧みられない熱帯病イノベーションセンター
（所内措置）
フィラリアＮＴＤ室（所内措置）
人道支援調整室（所内措置）

熱帯医学研究支援課熱帯医学研究所支援班
（総務，管理，海外拠点の各担当）

感染症内科（熱研内科）

運営会議

教 授 会

所　長

熱研運営協議会

大学病院

拠点運営協議会
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₂．₂　職　　員

所 長 （命）教 授 博 士 （ 医 学 ） 平 山 謙 二

副 所 長 （命）教 授 博 士 （ 医 学 ） 濱　　野　　真 二 郎

（命）教 授 博 士 （ 医 学 ） 金　　子　　　　　修

ウ イ ル ス 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 森 田 公 一
准 教 授 博 士 （ 医 学 ） モ イ　 メ ン リ ン
准 教 授 博 士 （ 獣 医 学 ） 井 上 真 吾
准　教　授（兼） 博 士 （ 獣 医 学 ） 早 坂 大 輔
助教（有期雇用） 博 士 （ 農 学 ） 鍋　　島　　　　　武
助教（有期雇用） 博 士 （ 医 学 ） ミャ　ミャッ　ヌグェ　トン
客 員 教 授 マ チ ル　 ム ア ウ
客 員 教 授 ブエラノ コラソン　セリラ
客 員 教 授 吾 郷 昌 信
客 員 教 授 山　　城　　　　　哲
客 員 研 究 員 バス　デヴ　パンディ
客 員 研 究 員 久　　保　　　　　亨
客 員 研 究 員 高 松 由 基
客 員 研 究 員 内 田 玲 麻
客 員 研 究 員 吉　　川　　　　　亮
技 能 補 佐 員 城 臺 和 美
事 務 補 佐 員 谷　　口　　貴 美 子
大 学 院 生 アウン　キョウ　キョウ
大 学 院 生 嶋　　田　　　　　聡
大 学 院 生 フ　リ　ミン　フォン
大 学 院 生 ブイ　トゥ　トゥイ

₁）定員内職員

区　 分 教　　　　　　　　　　　　　員 その他
の職員 合　 計教　 授 准教授 講　 師 助　 教 計

現　 員 15 6（3） 3 17（19） 41（22） 7（7） 48（29）
※（　）は有期雇用職員で外数

₂）その他の職員

非常勤講師　 ₃名　　客員教授　21名　　外国人研究員（客員准教授）　 ₁名

特任研究員　10名　　研究機関研究員　 ₁名　　研究支援推進員　 ₇名　

事務補佐員及び技能補佐員　33名　

₃）教職員・大学院学生等氏名 平成29年 ₅ 月 ₁ 日現在

平成29年 ₅ 月 ₁ 日
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大 学 院 生 マーク　アンソニー
大 学 院 生 グエン　コ　タック
大 学 院 生 安　　藤　　　　　豪

新 興 感 染 症 学 分 野 教 授 博 士 （ 理 学 ） 安 田 二 朗
助教（有期雇用） 博 士 （ 薬 学 ） 黒 﨑 陽 平
助 教 博 士 （ 薬 学 ） 浦 田 秀 造
助教（有期雇用） 博士 （生命科学） 阿　　部　　　　　遥
学振特別研究員 博士 （人間・環境学） 吉 川 禄 助
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 牛 島 由 理
特 任 研 究 員 岡　　田　　紗 弥 香
特 任 研 究 員 木 村 繭 子
特 任 研 究 員 末 吉 真 季
事 務 補 佐 員 高 野 未 来
技 能 補 佐 員 宮 崎 彩 希
大 学 院 生 オラミデ　コラウォレ　オロニニィ
大 学 院 生 クリステル　マウォンガ　ペムバ
大 学 院 生 パトリック　イルンガ　ムピンガボ
大 学 院 生 バヒッド　ラジャバリ　ザデ
大 学 院 生 山 城 良 介

細 菌 学 分 野 講 師 博 士 （ 理 学 ） 和 田 昭 裕
助 教（ T T ） 博 士 （ 医 学 ） 中 野 政 之
研究支援推進員 蔦 田 善 毅

原 虫 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 金　　子　　　　　修
講 師 博 士 （ 薬 学 ） 上 村 春 樹
助 教 博 士 （ 薬 学 ） 矢 幡 一 英
助教（有期雇用） 博 士 （ 獣 医 学 ） 麻 田 正 仁
特 任 研 究 員 竹 田 美 香
研究機関研究員 アムザ　ビャルハンガ　ラッキ
外国人客員研究員（学振） ハ キ ミ　 ハ ッ サ ン
研究支援推進員 田 中 玲 子
技 能 補 佐 員 木 下 美 紀
技 能 補 佐 員 高 濵 幸 絵
大 学 院 生 外 川 裕 人
大 学 院 生 クワメ　クミ　アサレ
大 学 院 生 ベン　イェディ　アベル　チタマ
大 学 院 生 石 﨑 隆 弘

寄 生 虫 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 濱　　野　　真 二 郎
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助 教 博 士 （ 薬 学 ） 三 井 義 則
助教（有期雇用） 博 士 （ 医 学 ） 中 村 梨 沙
技術職員（有期雇用） 濱　　﨑　　め ぐ み
研究支援推進員 小 田 裕 美
技 能 補 佐 員 原　　　　　史　　絵
技 能 補 佐 員 川 端 泰 子
技 能 補 佐 員 久 田 千 晃
大 学 院 生 神 戸 俊 平
大 学 院 生 延 末 謙 一
大 学 院 生 森 保 妙 子
大 学 院 生 シャルミナ　デロアール
大 学 院 生 エバンス　アセナ　チャデカ　
大 学 院 生 モハマド　アブ　ムサ
大 学 院 生 カンジャダ　シャンネワジ　マンナン
大 学 院 生 長 谷 川　　光　　子
大 学 院 生 ムケンディ　カンバラ　ジーン　ピエレ
大 学 院 生 田 中 美 緒
大 学 院 生 タラーム　ケイス　キプランガット

分 子 疫 学 分 野 客 員 准 教 授 チ ョ ン　 ヨ ン セ ン

免 疫 遺 伝 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 平 山 謙 二
准教授（有期雇用） 博 士 （ 医 学 ） グエン 　フイ　ティエン
助 教（ T T ） 博 士 （ 医 学 ） マハムド　サマ　シェリフ
助教（有期雇用） 博 士 （ 医 学 ） ドゥムレ　シャム　プラカシ
特 任 研 究 員 楢　　原　　知　　里
技 能 補 佐 員 福 田 路 子
事 務 補 佐 員 細 井 陽 子
客 員 研 究 員 片 上 幸 美
大 学 院 生 ヴァスケス　ヴェラケスクララアレハンドラ
大 学 院 生 ダ オ　 フ イ　 マ ン
大 学 院 生 ファルハナ　モサデック
大 学 院 生 マテンゲ　ピターソン　ギトンガ
大 学 院 生 明　　石　　麻 衣 子
大 学 院 生 井 ノ 口　　美　　穂
大 学 院 生 望　　月　　恒　　太
大 学 院 生 テクレミカエル　アウト　アレム
大 学 院 生 ペンビ　エマニュエル
大 学 院 生 田 山 雄 基

病 理 学 分 野 准 教 授 P h D カレトン　リチャード　レイトン
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助 教 博 士 （ 医 学 ）
博 士 （ 理 学 ） 千 馬 正 敬

研究支援推進員 外　　間　　沙 里 奈

生 態 疫 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 金　　子　　　　　聰
准 教 授 博 士 （ 医 学 ） 藤 井 仁 人
助 教 博 士 （ 薬 学 ） 加　　藤　　健 太 郎
客 員 教 授 博 士 （ 医 学 ） 川 原 尚 行
特 任 研 究 員 ヨンボ　ダン　ジャスティン　カレンダ
特 任 研 究 員 尾 崎 里 恵
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 星　　　　　友　　矩
特 任 研 究 員 ダニエル　トシオ　ハーレル
客 員 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 駒 形 朋 子
客 員 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） サムソン　ムウオ　ンゾウ
協 力 研 究 員 小 川 一 弥
協 力 研 究 員 新 杉 知 沙
協力研究員（JSPS） ジョブ　アイザック　ワソンガ
技 能 補 佐 員 中 山 栄 美
技 能 補 佐 員 下 田 邦 子
技 能 補 佐 員 近 俊 志 穂
技 能 補 佐 員 三 浦 光 政
大 学 院 生 田 中 準 一
大 学 院 生 内 田 真 美

国 際 保 健 学 分 野 教 授 博 士 （ 保 健 学 ）
博 士 （ 医 学 ） 山 本 太 郎

准 教 授 博 士 （ 医 学 ） 和 田 崇 之
助教（有期雇用） 博 士 （ 学 術 ） 市 川 智 生
助 教（TT）兼 任 博 士 （ 医 学 ） 中 野 政 之
客 員 教 授 菅　　波　　　　　茂
客 員 教 授 クェイチェン　ジェン
客 員 教 授 石 井 正 三
客 員 教 授 清 田 明 宏
客 員 研 究 員 伊　 東　　　　 啓
客 員 研 究 員 角　　　　　泰　　人
客 員 研 究 員 秦 　 　 　 亮
客 員 研 究 員 蔡　　　　　国　　喜
客 員 研 究 員 高 橋 宗 康
事 務 補 佐 員 前 田 香 代
大 学 院 生 高 山 義 浩
大 学 院 生 吉　　田　　志 緒 美
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大 学 院 生 山 本 香 織
大 学 院 生 ト ウ　 ラ オ ピ ン
大 学 院 生 ス エ タ　 コ イ ラ ラ
大 学 院 生 エ ザ ン ク ン ナ
大 学 院 生 アキンティジェ　シンバ　カリオペ
大 学 院 生 有 馬 弘 晃

病 害 動 物 学 分 野 教 授 博 士 （ 理 学 ） 皆　　川　　　　　昇

准 教 授 博 士 （ 農 学 ）
博 士 （ 医 学 ） 川　　田　　　　　均

助 教 博 士 （ 医 学 ） 砂 原 俊 彦
助 教 博 士 （ 医 学 ） 比　　嘉　　由 紀 子
助教（有期雇用） 博 士 （ 学 術 ） 角　　田　　　　　隆
助教（有期雇用） 博 士 （ 農 学 ） 二 見 恭 子
助教（有期雇用） 博 士 （ 医 学 ） 都　　築　　　　　中
助教（有期雇用） 胡　　　　　錦　　萍
研究支援推進員 鶴 川 千 秋
技 能 補 佐 員 佐 野 直 美
事 務 補 佐 員 酒 本 淳 子
大 学 院 生 山 田 晃 嗣
大 学 院 生 フィン　ティー　トゥイー　チャン
大 学 院 生 今　 西　　　　 望
大 学 院 生 サイ　ゾウ　ミン　ウー
大 学 院 生 ヤ ン　 チ ョ ウ
大 学 院 生 森 本 康 愛
大 学 院 生 助 廣 那 由

臨 床 感 染 症 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 有 吉 紅 也
准 教 授 博 士 （ 医 学 ） 森　　本　　浩 之 輔
助 教 修士 （熱帯医学） 鈴　　木　　　　　基
助 教（ T T ） 山 下 嘉 郎
助教（有期雇用） 佐　　藤　　　　　光
客 員 教 授 博 士 （ 医 学 ） 安 波 道 郎
客 員 研 究 員 森　　　　　正　　彦
協 力 研 究 員 中 村 泰 右
技 能 補 佐 員 白 水 里 奈
技 能 補 佐 員 内 堀 京 子
事 務 補 佐 員 濱 﨑 由 美
大 学 院 生 小 笠 原 　 　 　 徹
大 学 院 生 宮 原 麗 子
大 学 院 生 柿 内 聡 志
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大 学 院 生 ン ゴ　 ク オ ン　 チ
大 学 院 生 藤　 井　　　　 宏
大 学 院 生 加 藤 隼 悟
大 学 院 生 伊 藤 博 之
大 学 院 生 林　　　　　健 太 郎
大 学 院 生 山　　藤　　栄 一 郎
大 学 院 生 平 岡 知 子
大 学 院 生 安 田 一 行

小 児 感 染 症 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 橋 爪 真 弘
教 授 博 士 （ 医 学 ） 吉　田　レイミント
助教（有期雇用） ウン　クリス　フック　シェン
助教（有期雇用） キ　 ム　　 ユ　 ニ
助教（有期雇用） 樋 泉 道 子
助教（有期雇用） 北 村 則 子
助教（有期雇用） 竹　　形　　み ず き
助教（有期雇用） 岩 﨑 千 尋
助教（有期雇用） レ　ニャット　ミン
事  務  補  佐  員 岡　　　　　希　　望
事  務  補  佐  員 吉　　田　　　　　薫
事  務  補  佐  員 神　　廣　　佳 代 子
研究支援推進員 平 倉 説 子
大 学 院 生 吉 原 圭 亮
大 学 院 生 池　　田　　恵 理 子
大 学 院 生 松 下 直 彦
大 学 院 生 田 中 沙 紀
大 学 院 生 藤 岡 充 史

臨 床 開 発 学 分 野 教 授 P h D ローサボーン　チャントラ
准教授（有期雇用） 博 士 （ 学 術 ） グエン　フィ　ティエン
助教（有期雇用） 博 士 （ 医 学 ） 水 上 修 作
客 員 教 授 ナーバンチャン　ケセラ
客 員 研 究 員 トゥンラヤコン　プレンスリヤガーン
技 能 補 佐 員 ディラーニー　さゆり
大 学 院 生 サエヘン　ティラチャッ

ア ジ ア・ ア フ リ カ
感 染 症 研 究 施 設
（ ケ ニ ア 拠 点 ）

教 授 博 士 （ 医 学 ） 一 瀬 休 生
助 教 博士 （医学，薬学） M o h a m m a d　S h a h

助 教 P h D 竹 内 理 恵
事 務 職 員 風 間 春 樹
事 務 職 員 齊 藤 幸 枝
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事 務 職 員 八　　木　　志 津 子
事 務 職 員 森　　　　　か お り

ア ジ ア・ ア フ リ カ
感 染 症 研 究 施 設
（ ベ ト ナ ム 拠 点 ）

拠点リーダー代理（命）
教 授（兼） 博 士 （ 医 学 ） 長 谷 部　　　　　太

助 教 博 士 （ 学 術 ） 角　　田　　　　　隆
助 教 博士（人間・環境学） 竹　　村　　太 地 郎
事 務 職 員 齋　 藤　　　　 圭
技能補佐員（熱研内） 中　　野　　真 由 美
秘 書 ブ イ・ テ ィ・ チ ャ
研究アシスタント ドアン・ティ・ハン
研究アシスタント レ・ティ・キムアイン
研究アシスタント グエン・ティ・ハン
研究アシスタント ファン・ホン・クイン・アイン
研究アシスタント ファン・ハ・チョウ

熱帯医学ミュージアム 館 長
博 士 （ 理 学 ） 皆川　 昇（ ₄ ～ ₇ 月）
博 士 （ 保 健 学 ） 奥 村 順 子（ ₈ 月 ～）

教 授 博 士 （ 保 健 学 ） 奥 村 順 子
戦 略 職 員 橋 口 昌 平
技 術 職 員 荒 木 一 生
技 能 補 佐 員 須 田 清 美
技 能 補 佐 員 谷　　山　　沙 也 加

共 同 研 究 室 室長（命）教授 博 士 （ 医 学 ） 金　　子　　　　　修
講 師 博 士 （ 医 学 ） 菊　　池　　三 穂 子
助 教 博 士 （ 理 学 ） 坂　　口　　美 亜 子
研究支援推進員 増 本 雅 恵

バイオリソースセンター 室 長 博 士 （ 医 学 ） 金　　子　　　　　修
事 業 協 力 博 士 （ 医 学 ） 濱　　野　　真 二 郎
事 業 協 力 博 士 （ 薬 学 ） 北 　 潔
事 業 協 力 P h D カレトン　リチャード　レイトン

NTDイノベーションセンター センター長（兼） 博 士 （ 医 学 ） 金　 子　　　　 聰

フ ィ ラ リ アNTD室 室 長 P h D 一 盛 和 世
教 授（兼） 博 士 （ 医 学 ） 濱　　野　　真 二 郎
事 務 補 佐 員 馬　　場　　由 妃 子

人 道 支 援 調 整 室 室 長 博 士 （ 保 健 学 ）
博 士 （ 医 学 ） 山　　本　　太　　郎
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診 療 科
（ 熱 研 内 科 ）

科長（命）教授 博 士 （ 医 学 ） 有 吉 紅 也
副科長（命）准教授 博 士 （ 医 学 ） 森　　本　　浩 之 輔
講 師 博 士 （ 医 学 ） 田 中 健 之
助 教（ T T ） 博 士 （ 医 学 ） 山 下 嘉 郎
助 教 博 士 （ 医 学 ） 高 木 理 博
助 教 高 橋 健 介
非  常  勤  講  師 古 本 朗 嗣
医 員 泉 田 真 生
医 員 大 澤 令 奈
医 員 北 庄 司　　絵　　美
医 員 柿 内 聡 志
医 員 松 井 昂 介
医 員 佐 野 正 浩
医 員 安 田 一 行
修 練 医 津 山 頌 章
修 練 医 島　　守　　佳 菜 子
修 練 医 池　　田　　恵 理 子
事 務 補 佐 員 松　　尾　　亜 矢 子
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₂．₃　経　　費

年度別決算額：交付金・自己収入（平成２１年～平成２9年度）
区分年度 人　 件 　費 物　 件 　費 合　　　　計

平成₂₁年 ₆₀₅,₂₆₀,₇₃₈ 円 ₂₇₁,₅₄₄,₈₁₅ 円 ₈₇₆,₈₀₅,₅₅₃ 円

平成₂₂年 ₅₃₂,₇₀₂,₂₆₀ ₄₇₁,₅₂₃,₈₇₃ ₁,₀₀₄,₂₂₆,₁₃₃
平成₂₃年 ₆₀₇,₉₄₃,₁₆₆ ₄₈₃,₆₂₆,₅₀₁ ₁,₀₉₁,₅₆₉,₆₆₇
平成₂₄年 ₅₉₈,₁₃₈,₄₂₄ ₄₂₀,₄₆₅,₄₁₆ ₁,₀₁₈,₆₀₃,₈₄₀
平成₂₅年 ₄₈₉,₅₆₇,₆₀₅ ₄₇₆,₇₂₃,₆₇₁ ₉₆₆,₂₉₁,₂₇₆
平成₂₆年 ₅₆₁,₆₀₆,₂₆₃ ₄₄₃,₃₁₅,₄₃₉ ₁,₀₀₄,₉₂₁,₇₀₂
平成₂₇年 ₅₆₄,₁₅₈,₆₇₃ ₃₇₃,₇₆₆,₁₇₃ ₉₃₇,₉₂₄,₈₄₆
平成₂₈年 ₅₂₀,₇₈₄,₉₃₉ ₄₁₃,₂₉₉,₀₄₄ ₉₃₄,₀₈₃,₉₈₃
平成₂₉年 ₅₆₈,₈₀₅,₆₀₀ ₂₆₂,₄₃₈,₄₉₁ ₈₃₁,₂₄₄,₀₉₁

₂．₄　敷地と建物
所在地　長崎市坂本 ₁丁目12－4
敷地　　長崎大学医学部構内（坂本 ₁団地　92,176㎡）
建物延面積 平成30年 ₅ 月現在
建 物 名 称 構　　　造 建面積（㎡） 延面積（㎡） 備　　　考

本 館 鉄筋コンクリート
₃階，一部₄階建 ₁,₈₈₁ ₆,₄₅₆

昭和₃₆． ₃ 　建築
昭和₄₂． ₂ 　増築
昭和₅₅． ₃ 　増築
昭和₆₀． ₈ 　増築
平成 ₆ ． ₃ 　増築
平成₁₈． ₃ 　改修

熱帯性病原体
集中研究管理棟

鉄筋コンクリート
₄階建 ₃₅₂ ₁,₄₆₉ 平成₁₅． ₃ 　建築

薬 品 庫 ブ ロ ッ ク 建 ₂₀ ₂₀ 昭和₄₇． ₃ 　建築

教育研究棟 プ レ ハ ブ ハ ウ ス ₉₄ ₁₅₆ 平成₂₃． ₅ 　建築
平成₂₅． ₈ 　移築

計 ₂,₃₄₇ ₈,₁₀₁

年度別決算額：外部資金等（平成２１年～平成２9年度）
区分年度 人　 件 　費 物　 件 　費 合　　　　計

平成₂₁年 ₃₂₆,₂₂₇,₅₄₂ 円 ₇₄₆,₆₀₆,₂₆₉ 円 ₁,₀₇₂,₈₃₃,₈₁₁ 円

平成₂₂年 ₂₉₆,₁₆₄,₁₇₅ ₈₅₀,₈₄₁,₄₄₃ ₁,₁₄₇,₀₀₅,₆₁₈
平成₂₃年 ₁₅₆,₉₁₉,₀₂₈ ₉₂₅,₉₉₂,₃₇₆ ₁,₀₈₂,₉₁₁,₄₀₄
平成₂₄年 ₂₀₈,₅₉₅,₄₈₀ ₆₀₈,₇₆₅,₄₆₀ ₈₁₇,₃₆₀,₉₄₀
平成₂₅年 ₁₃₁,₁₃₉,₄₀₅ ₄₇₉,₅₃₅,₅₁₉ ₆₁₀,₆₇₄,₉₂₄
平成₂₆年 ₁₆₉,₆₀₈,₆₃₆ ₄₃₉,₃₈₃,₂₂₁ ₆₀₈,₉₉₁,₈₅₇
平成₂₇年 ₁₆₉,₁₁₀,₄₉₄ ₇₂₀,₈₁₀,₀₆₁ ₈₈₉,₉₂₀,₅₅₅
平成₂₈年 ₂₄₃,₂₀₁,₆₅₀ ₈₆₆,₂₀₁,₂₄₅ ₁,₁₀₀,₄₀₂,₈₉₅
平成₂₉年 ₂₄₆,₀₅₇,₃₇₂ ₈₀₅,₅₉₉,₇₆₁ ₁,₀₅₁,₆₅₇,₁₃₃
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３　熱帯医学研究拠点共同研究

₃．₁　一般共同研究　（◎は研究代表者）

１ ．小児滲出性中耳炎の罹患率に与える肺炎球菌ワクチンの効果

 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科耳鼻咽喉頭頚部外科学分野・准教授

  ◎金子　賢一

 長崎大学医学部医学科医学部研究高度化支援室・助教 　原　　　稔

 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科耳鼻咽喉頭頸部外科学分野・大学院生

  　佐藤　智生

 長崎大学熱帯医学研究所小児感染症学分野・教授 　吉田 レイミント

 長崎大学熱帯医学研究所小児感染症学分野・助教 　樋泉　道子

 長崎大学熱帯医学研究所寄生虫学分野・技能補佐員 　原　　史絵

 長崎県立大学国際社会学部国際社会学科・非常勤講師 　金子　亜衣子

２ ．アルテミシニン耐性熱帯熱マラリア原虫の検出とその伝播に関する研究

 藤田保健衛生大学医学部ウイルス寄生虫学・准教授 ◎前野　芳正

 愛知医科大学医学部感染免疫学・講師 　高木　秀和

 ベトナムNIMPE分子生物学部門・部長 　Nguyen Thi HuongBinh

 ベトナムNIMPE昆虫学部門・部長 　Vu Duc CHINH

 順天堂大学国際教養学部・特任研究員 　益田　　岳

 長崎大学熱帯医学研究所病理学分野・准教授 　Culleton Richard Leighton

3 ．�臨床試験に向けての新規マラリアワクチンBDES-NPV�の製造プロセスと品質管理に関

する研究

 金沢大学医薬保健研究域薬学系ワクチン免疫科学研究室・准教授

  ◎伊従　光洋

 金沢大学医薬保健研究域薬学系ワクチン免疫科学研究室・教授

  　吉田　栄人

 金沢大学大学院医薬保健学総合研究科医科学専攻・大学院生

  　吉田　邦嵩
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 金沢大学大学院医薬保健学総合研究科創薬科学専攻・大学院生

  　Fitri Ameria

 長崎大学熱帯医学研究所共同研究室・助教 　坂口　美亜子

4 ．インドを旅行する日本人旅行者における疾患発生要因に関する研究

 岡山大学大学院環境生命科学研究科・教授 ◎津田　敏秀

 岡山大学地域総合研究センター・助教 　山川　路代

 岡山大学大学院環境生命科学研究科・助教 　時信　亜希子

 岡山大学大学院環境生命科学研究科・大学院生 　佐才　めぐみ

 長崎大学熱帯医学研究所小児感染症学分野・教授 　橋爪　真弘

 長崎大学熱帯医学研究所小児感染症学分野・大学院生 　松下　直彦

5 ．ベトナムにおける不明熱性疾患病因同定に関する研究

 東京大学大学院農学生命科学研究科・准教授 ◎三浦　こずえ

 ベトナム衛生疫学研究所ウイルス部・室長 　Nguyen Le Khanh Hang

 長崎大学熱帯医学研究所ベトナム拠点・教授 　長谷部　太

 長崎大学熱帯医学研究所ベトナム拠点・助教 　竹村　太地郎

6 ．北海道の野生動物におけるマダニ媒介性ウイルスの血清・分子疫学調査

 酪農学園大学獣医学群獣医学類人獣共通感染症学ユニット・講師

  ◎内田　玲麻

 長崎大学熱帯医学研究所ウイルス学分野・助教 　Mya Myat Ngwe Tun

 長崎大学熱帯医学研究所ウイルス学分野・教授 　森田　公一

7 ．ベトナムにおける眼感染症の病因

　　　　　　　　　　　　　（肺炎球菌コンジュゲートワクチン（PCV）導入前の評価）

 長崎大学病院眼科・講師 　上松　聖典

 長崎大学病院眼科・助教 　Mohamed Yasser Helmy

 長崎大学病院眼科・医員 　植木　亮太郎

 長崎大学病院眼科・医員 　井上　大輔

 長崎大学熱帯医学研究所小児感染症学分野・教授 　吉田 レイミント

 長崎大学熱帯医学研究所小児感染症学分野・助教 　樋泉　道子
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8 ．FRET�プローブを活用した抗ラッサウイルス薬の創出

 京都大学ウイルス再生医科学研究所・助教 ◎水谷　龍明

 北海道大学大学院医学研究院・教授 　大場　雄介

 長崎大学熱帯医学研究所新興感染症学分野・助教 　浦田　秀造

9 ．うなづき症候群患者を対象とした地域見まもりケアの検討

 総合地球環境学研究所研究部・上級研究員 ◎西　　真如

 大阪産業大学人間環境学部・准教授 　佐藤　靖明

 長崎大学多文化社会学部・准教授 　波佐間　逸博

 京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科・特任助教 　坂井　紀公子

 上智大学総合人間科学部・准教授 　武井　弥生

 長崎大学熱帯医学研究所免疫遺伝学分野・講師 　菊池　三穂子

 長崎大学熱帯医学研究所寄生虫学分野・教授 　濱野　真二郎

１0．メタ個体群動態に基づいたネットワーク上の感染症流行の定量的解析

 九州大学大学院理学研究院生物科学部門・准教授 ◎岩見　真吾

 首都大学東京理工学研究科・日本学術振興会特別研究員PD

  　山口　　諒

 九州大学大学院システム生命科学府・博士前期課程 　布野　孝明

 静岡大学大学院総合科学技術研究科工学専攻・教授  　守田　　智

 東京工業大学科学技術創成研究院・特任助教 　Marko Jusup

 東北大学大学院環境科学研究科・教授 　中谷　友樹

 長崎大学熱帯医学研究所病害動物学分野・教授 　皆川　　昇

１１．原生生物カプサスポラによるSchistosoma�の中間宿主への寄生抑制

 県立広島大学生命環境学部・准教授 ◎菅　　　裕

 長崎大学熱帯医学研究所生態疫学分野・助教 　加藤　健太郎

１２．赤痢アメーバ“シスト形成”の制御機構の解明

 佐賀大学医学部分子生命科学講座免疫学分野・助教 　見市（三田村）文香

 佐賀大学医学部分子生命科学講座免疫学分野・教授 　吉田　裕樹

 長崎大学熱帯医学研究所寄生虫学分野・助教 　中村　梨沙

 長崎大学熱帯医学研究所寄生虫学分野・教授 　濱野　真二郎
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１3．タイ・ランパンエイズコホートにおける日和見感染症と�MBL�遺伝子多型の検証

 群馬大学医学部附属病院血液内科・助教 ◎栁澤　邦雄

 群馬大学医学部附属病院血液内科・診療教授 　半田　　寛

 群馬大学大学院医学系研究科生体統御内科学・助教 　小川　孔幸

 東北大学東北メディカルメガバンク機構・助教 　土屋　菜歩

 タイ保健省生命医科学研究所・Medical Technologist 　Nuanjun Wichukuchinda

 タイ保健省生命医科学研究所・Medical Physician 　Archawin Rojanawiwat

 タイ国ランパン病院・Dr. of Day Care Center 　Panita Pathipvanich

 タイ保健省・Medical Physician 　Pathom Sawanpanyalert

 佐賀県医療センター好生館ライフサイエンス研究所・部長

  　安波　道郎

 長崎大学熱帯医学研究所臨床感染症学分野・教授 　有吉　紅也

１4．ベトナム自然環境に由来する薬剤耐性コレラ菌のゲノム特性

 京都大学大学院医学研究科・准教授 ◎丸山　史人

 獨協医科大学・助教 　野中　里佐

 長崎大学熱帯医学研究所ベトナム拠点・助教 　竹村　太地郎

１5．Entamoeba�nuttalli�における表面レクチンサブユニット（Igl）の解析

 東海大学医学部医学科基礎医学系・教授 ◎橘　　裕司

 東海大学医学部医学科基礎医学系・助教 　牧内　貴志

 長崎大学熱帯医学研究所生態疫学分野・助教 　加藤　健太郎

１6．生薬由来新規抗マラリア薬の探索

 富山大学和漢医薬学総合研究所資源開発部門生薬資源科学分野・教授

  ◎小松　かつ子

 富山大学和漢医薬学総合研究所資源開発部門生薬資源科学分野・准教授

  　當銘　一文

 富山大学和漢医薬学総合研究所資源開発部門生薬資源科学分野・研究員

  　葛　　躍偉

 富山大学和漢医薬学総合研究所資源開発部門生薬資源科学分野・助教

  　朱　　姝

 長崎大学熱帯医学研究所免疫遺伝学分野・教授 　平山　謙二
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 長崎大学熱帯医学研究所免疫遺伝学分野・助教  　水上　修作

 長崎大学熱帯医学研究所免疫遺伝学分野・准教授 　Nguyen Tien Huy

 長崎大学熱帯医学研究所免疫遺伝学分野・助教 　Cherif Mahamoud Sama

１7．漢方方剤・和漢薬由来新規抗トリパノソーマ薬の探索

 富山大学和漢医薬学総合研究所資源開発部門生薬資源科学分野・准教授

  ◎當銘　一文

 富山大学和漢医薬学総合研究所資源開発部門生薬資源科学分野・教授

  　小松　かつ子

 富山大学和漢医薬学総合研究所資源開発部門生薬資源科学分野・助教

  　朱　　　姝

 長崎大学熱帯医学研究所免疫遺伝学分野・助教 　水上　修作

 長崎大学熱帯医学研究所免疫遺伝学分野・教授 　平山　謙二

 長崎大学熱帯医学研究所免疫遺伝学分野・准教授 　Nguyen Tien Huy

 長崎大学熱帯医学研究所免疫遺伝学分野・助教 　Cherif Mahamoud Sama

 長崎大学熱帯医学研究所免疫遺伝学分野・大学院生 　田山　雄基

１8．ケニアにおけるロタウイルスゲノム多様性の解析

 藤田保健衛生大学医学部ウイルス寄生虫学講座・講師 ◎河本　聡志

 藤田保健衛生大学医学部ウイルス寄生虫学講座・教授 　谷口　孝喜

 藤田保健衛生大学医学部ウイルス寄生虫学講座・准教授 　前野　芳正

 藤田保健衛生大学共同利用研究施設・助教 　井手　富彦

 長崎大学・熱帯医学研究所ケニア拠点・教授 　一瀬　休生

１9．ジカウイルス感染関連ギラン・バレー症候群の発症メカニズム

 会津大学短期大学部食物栄養学科・教授 ◎左　　一八

 長崎大学熱帯医学研究所ウイルス学分野・教授 　森田　公一

２0．都市化がもたらす高地集団の新たな健康リスク因子の評価

 長崎大学医歯薬学総合研究科公衆衛生学分野・助教 ◎西村　貴孝

 長崎大学医歯薬学総合研究科公衆衛生学分野・教授 　青柳　　潔

 長崎大学熱帯医学研究所国際保健学分野・助教 　市川　智生
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２１．ケニアにおける結核感染新規モニタリング技術の実用性評価研究

 長浜バイオ大学バイオサイエンス学部・教授 ◎長谷川　慎

 長崎大学熱帯医学研究所ケニア拠点・教授 　一瀬　休生

 長崎大学熱帯医学研究所細菌学分野・講師 　和田　昭裕

２２．ワンヘルス・アプローチに基づくベトナムにおける薬剤耐性菌の解析

 国立感染症研究所薬剤耐性研究センター・主任研究官 ◎鈴木　仁人

 国立感染症研究所細菌第二部・部長 　柴山　恵吾

 国立感染症研究所薬剤耐性研究センター・主任研究官 　矢原　耕史

  Hospital103, Military Medical University, Vietnam・Associate Professor,

 Head of Microciology Department 　Nguyen Thai Son

 長崎大学熱帯医学研究所ベトナム拠点・助教 　竹村　太地郎

２3．マラリア原虫肝内休眠体を標的としたin�vitro�実験系の確立と分子メカニズムの解明

 国立感染症研究所寄生動物部・主任研究官 ◎案浦　　健

 獨協医科大学熱帯病寄生虫病講座・教授 　川合　　覚

 長崎大学熱帯医学研究所原虫学分野・教授 　金子　　修

 長崎大学熱帯医学研究所原虫学分野・助教 　矢幡　一英

２4．Linkage�Group�Selection法の培養熱帯熱マラリア原虫への適用

 北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター国際協力教育部門・助教

  　Axel Martinelli

 長崎大学熱帯医学研究所病理学分野・准教授 　Culleton Richard Leighton

２5．マーモセットモデル動物を用いたデング熱の感染防御のメカニズム解明に関する研究

 国立感染症研究所ウイルス第一部・部長 ◎西條　政幸

 国立感染症研究所ウイルス第一部・協力研究員 　Nor Azila Muhammad Azami

 長崎大学熱帯医学研究所ウイルス学分野・准教授 　Moi Meng Ling
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２6．内臓リーシュマニア症制圧後の再燃監視機構の構築

 愛知医科大学医学部医学科感染免疫学講座・客員教授 ◎伊藤　　誠

 愛知医科大学医学部医学科感染免疫学講座・講師 　高木　秀和

 Icddr,b Bangladesh・Scientist 　Dinesh Mondal

 長崎大学熱帯医学研究所寄生虫学分野・教授 　濱野　真二郎

２7．�アフリカ睡眠病を起こすトリパノソーマ原虫の�Tb14-3-3�-�

� ヒートショック蛋白のシグナル系を標的にした抗原虫薬スクリーニングの基礎研究

 久留米大学医学部感染医学講座真核微生物学部門・教授 ◎井上　雅広

 久留米大学医学部感染医学講座真核微生物学部門・研究補助員

  　安田　幸一

 長崎大学熱帯医学研究所原虫学分野・講師 　上村　春樹

１ ．All�Japan�Mosquito�Symposium

開催日：平成29年 ₆ 月10日㈯

場　所：東京都内　日本科学未来館，国立科学博物館など

代表者：一盛　和世（James Cook University，長崎大学・客員教授）

参加者：13名

内　容：日本の蚊媒介感染症研究ネットワーク（「All Japan Mosquito network」）の構築

を目的とし産官民学から参加。

 まずは次の ₂点を目的とし「All Japan ぶ～ん蚊祭 －もっと知ろう蚊の世界－」

を開催することで今後のネットワーク構築へとつなげていくことを検討した。

目　的：① PPPを超えたステークホルダー（熱帯医学・昆虫学分野の研究者，民俗学，

歴史学，作家，アート，企業）のネットワーキングの場の提供。

 ② 啓蒙および教育活動として，蚊の認知向上，一般向けの啓蒙活動，蚊に対す

る捉え方の違いを超えて蚊をgeneralなものにする。

 さらに，「All Japan Mosquito network」構築に向けて，以下の構想を共有した。

 ・このネットワークは蚊に関する各分野を超えた情報交換の場とする。具体的

なアクションを進める組織ではない。

 ・各自がすでに有するネットワークや上記「ぶ～ん蚊祭」から派生したネット

₃．₂　研究集会
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ワークをつなげ，蚊に関わる緩やかなAll Japan 一大ネットワークを構築する。

 ・ネットワークの対象は国内・海外を問わない。海外にも発信してAll Japanの

ネットワークを世界のネットワークにつなげる。

 ・組織体制を整えてアクセスしやすいコアをつくりネットワークの構築，継続

を目指す。

２ ．医学研究のための倫理に関する国際セミナー

開催日：平成29年 ₅ 月22日㈪～平成29年 ₅ 月24日㈬

場　所：長崎大学グローバルヘルス総合研究棟（坂本キャンパス）

代表者：長崎大学・病院・薬剤部・教授　佐々木　均

参加者：43名

内　容：本集会は，「医学研究のための倫理に関する国際研修コース」との共催として，

長崎大学グローバルヘルス総合研究棟にて平成29年 ₅ 月22日～ ₅ 月24日の ₃ 日

間，講師 ₉名（うち外国から ₃名，国内から ₆名）と参加者34名（うち外国か

ら21名，国内から13名）を集め開催された。FERCAP-Philippines（フィリピン国）

のCristina Torres, Mahidol University,Thailand（タイ国）のJarupim Soongswang, 

Khon Kaen University（タイ国）のKwanchanok Yimtaeのほか，日本国内の倫

理関係の研究者を多数講師として招聘し，質の高い研修コースを運営すること

ができた。取り上げた内容としては，倫理委員会の構成，役割，機能，インフォー

ムド・コンセント（同意書），利益不利益の評価，誘導，発展途上国での倫理

問題である。参加者は今日の医学研究倫理に関して何がコンセンサスで，何が

論議の的なのかについて理解し，その対処の仕方について討論した。
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１ ．�アフリカで発生している真菌症・放線菌症の原因菌の収集と形態学的，生理学的，分子

生物学的解析

千葉大学真菌医学研究センター・センター長 ◎笹川　千尋

千葉大学真菌医学研究センター・准教授 　矢口　貴志

千葉大学真菌医学研究センター・教授 　亀井　克彦

千葉大学真菌医学研究センター・准教授 　渡邊　　哲

千葉大学真菌医学研究センター・准教授 　高橋　弘喜

千葉大学真菌医学研究センター・非常勤講師 　五ノ井　透

長崎大学熱帯医学研究所ケニア拠点・教授 　一瀬　休生

２ ．�ハノイコホートを用いた�HIV-1�subtype�A/E�ウイルス感染症の疫学およびワクチン開

発と治療のための基盤研究

熊本大学エイズ学研究センター・教授 ◎滝口　雅文

熊本大学生命科学研究部・准教授 　前田　洋助

熊本大学エイズ学研究センター・助教 　阪井　恵子

熊本大学エイズ学研究センター・特任講師 　村越　勇人

長崎大学熱帯医学研究所・ベトナム拠点・教授 　長谷部　太

₃．₃　海外拠点連携共同研究
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４　研究活動

₄．₁　ウイルス学分野

I．熱帯ウイルス病の疫学研究

₁ ）日本脳炎ウイルスの分子疫学解析 

　日本脳炎ウイルスの生態をより詳細に明らかにするため，前年度に引き続き日本にお

いて蚊からのウイルス分離を行い，分子疫学解析を実施した。その結果，日本に飛来し

ているウイルスは遺伝子型Ⅰ型のA群ウイルスのみであり平成29年度もこの状況が続い

ている。近年，中国や韓国ではV型の流行が確認されており，日本への侵入も予想され

るため，来年度も本研究を継続する。

₂）デングウイルス，ジカウイルス，チクングニアウイルスの分子疫学，血清疫学解析

　前年度に引き続き，アジア各国でウイルスを分離して分子疫学解析を実施した。デン

グウイルスについては，ベトナム，フィリピン，ミャンマーの患者血清から分離して遺

伝子解析を実施した。また，ベトナムではジカウイルス感染によると示唆される小頭症

の発生に対応してWHOおよびベトナム国立衛生疫学研究所（NIHE）と協力し，ベトナ

ム中央高地Dak Lak省地域における発生地域一帯のウイルス学的および血清学的調査を

実施し，その浸潤状況を明らかにした。ミャンマーにおいても血清疫学的にジカウイル

ス感染症が存在することを示した。ネパールにおけるチクングニアウイルスの活動状況

を平成26年から平成27年にかけての不明熱患者血清を用いて血清学的疫学解析で明らか

にした。ケニアにおいても引き続きデングウイルス，チクングニアウイルス，黄熱ウイ

ルス，リフトバレー熱ウイルスの活動状況についての血清疫学調査を実施している。

₃）重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルスの調査

　平成29年度も長崎を中心に，ヒト，野生動物，ペット，マダニの調査を継続し，患者

および患畜の検体からⅠ型インターフェロンレセプターノックアウトマウスを用いて

SFTSウイルスが分離されている。血清学的調査も実施しており，ヒトだけでなく野生

動物（イノシシ），ネコおよびイヌからも抗体陽性例が確認された。地域の感染リスク

を明らかにするため現在も調査を継続している。

₄）携帯電話網を活用した感染症サーベイラインスシステムの開発（SATREPS 事業）

　JICAとAMEDが共同して実施する国際研究事業である地球規模課題対応国際科学技

術協力事業（SATREPS）「ケニアにおける黄熱病およびリフトバレー熱に対する迅速診

断法の開発とそのアウトブレイク警戒システムの構築」は平成29年 ₁ 月に完了した。こ

の事業は熱帯医学研究所とケニア国立中央医学研究所とが共同して黄熱病とリフトバ
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レー熱のイムノクロマト法を用いたPoint of Care（POC）Testや携帯電話網を用いた早

期警戒システムの構築のための研究開発を行いmSOSと命名してその有用性をフィール

ド試験により確認し，今年度その評価結果を論文にて発表した。 

Ⅱ．ウイルス病原性の解析

₁ ）デングウイルス患者における発症メカニズムの解明 

　デングウイルスの病原性を明らかにするため，アジアで流行しているウイルスの特性

およびその多様性について解析を進めた。ウイルス遺伝子解析から非構造タンパク

NS4Bのアミノ酸変異によりヒト細胞に対する病原性が増強することを見出した。

　また，デング熱の防御メカニズムおよび中和抗体活性のレベルを明らかにするため，

FcγR発現細胞を用いた中和試験の研究を進めた。FcγR発現細胞を用いた新規中和アッ

セイを確立し，デング熱を発症した患者ではFcγRの存在下で中和能がないまたは低い

ことが明らかとなり，感染増強能は中和能を低下させることを見出した。

Ⅲ．ワクチン，抗ウイルス薬の開発

₁ ）デングウイルス治療薬の開発 

　デングウイルスや日本脳炎ウイルスの治療薬開発を目指して，ウイルス粒子表面の細

胞接着に関与する糖鎖構造類似物質による感染防御の研究を中部大学鈴木博士と会津大

学短期大学部の左博士らと共同で開発している。さらに平成28年度からは北里研究所と

の共同で糸状菌，放線菌の産物から抗デングウイルス活性をしめす複数の抗ウイルス薬 

候補物質を確認し，同定作業を進めている。

₂）デングウイルスワクチン評価のためのモデル構築 

　デング熱ワクチンの評価には適切なモデル動物が不可欠と考えられている。国立感染

症研究所など国内，国外の研究協力者とともに開発を行っている。デング熱の霊長類マー

モセットモデルを確立し，感染による誘導された免疫はヒトと似ていることから，ワク

チンの有効性評価モデルとして有用であることを証明した。また，本モデルにより中和

抗体活性はゲノタイプに対するレベルが異なることを明らかにした。さらにこのシステ

ムを用いて，米国のベンチャー企業との共同で進めているデングVLPワクチンの評価も

実施した。

Ⅳ．WHO研究協力センターとしての活動

　アジアの開発途上国からフラビウイルスの診断に関する研修生を受け入れた。又，WHO

の新興感染症の対策会議へ専門家を派遣した。
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　当分野では，エボラウイルス，マールブルグウイルス，南米出血熱ウイルスなどアフリカ

や南米でアウトブレイクを繰り返す出血熱ウイルスや西アフリカで常在化しているラッサウ

イルス，世界的な流行を引き起こすインフルエンザウイルス，そして最近我が国でも発症者

が報告されて問題となっているSFTS（重症熱性血小板減少症候群）ウイルスなど重篤な疾

患を引き起こす高病原性ウイルスに注目し，これらのウイルスに対する抗ウイルス戦略の確

立に資する研究を進めている。

１ ．ウイルス感染症の迅速検査法の開発

（1）エボラウイルスの迅速検出法の開発

　2013-2016年の西アフリカにおけるエボラウイルス病のアウトブレイクの際に開発し，

2015年に日本政府から緊急無償支援としてギニア共和国にも供与されたザイールエボラ

ウイルスの迅速検出システムに加えて，ザイール以外の ₄種のエボラウイルス（スーダ

ン，タイフォレスト，ブンディブギョ，レストン）についても，それぞれのウイルスを

迅速・高感度に検出することができるRT-LAMP法を開発した（Oloniniyi et al., J Virol 

Meth, 2017）。

（2）ジカウイルスの迅速検出法の開発

　2015-16年にブラジルを中心に中南米で大流行したジカウイルス感染症の迅速検査法を

開発した。本検査法はRT-LAMP法を検出原理としており，これまで分離されているア

ジア型，アフリカ型双方のウイルス株を検出することができる。ブラジル連邦共和国ペ

ルナンブコ連邦大学ケイゾウ・アサミ免疫病理学研究所（LIKA）において，臨床検体を

用いた評価試験も行い，迅速検査法としての有効性を確認した（Kurosaki et al., Sci Rep, 

2017）。

２ ．ウイルス増殖の分子メカニズムの解明

（1）エボラウイルスVP40タンパク質の機能解析

　エボラウイルスの主要マトリクスタンパク質であるVP40はウイルス粒子形成やウイ

ルス遺伝子の転写・複製調節など複数の機能を有することが知られている。我々は以前

にVP40に存在するPPxY配列が宿主因子Nedd4と相互作用することによりウイルス出芽

に重要な役割を果たすことを明らかにしているが，新たにVP40の機能に重要なモチー

フ配列としてYIGL配列を同定した。この配列はVP40の機能のうちウイルス粒子産生の

正の制御およびウイルス遺伝子の転写・複製の負の制御に重要であることがわかった

₄．₂　新興感染症学分野
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（Urata et al., 論文投稿中）。

（2）SFTSウイルスの増殖機構の解析

　宿主細胞におけるSFTSウイルスの増殖に宿主のプロテアーゼであるS1Pが関わって

おり，S1Pによって制御されるコレステロール・脂肪酸・トリグリセリド合成系がSFTS

ウイルス増殖に重要であることを明らかにした。この結果は，S1Pあるいは上記の合成

系を制御することによりSFTSV増殖を抑え，SFTS治療に応用できる可能性を示唆した

（Urata et al., 論文投稿中）。

3 ．ウイルス感染病態に関する研究

　SFTSウイルスはヒトでは重篤な症状を引き起こすが，マウスでは一過性に増殖するもの

の顕著な病態は示さない。一方，Ⅰ型インターフェロンレセプター遺伝子を欠損したマウス

（IFNAR-KOマウス）はSFTSウイルス感染に対して致死性の症状を呈する。IFNの下流のシ

グナルについてさらに詳細な解析を進めるために，STAT1，STAT2の遺伝子欠損マウス

（STAT1-KO，STAT2-KOマウス）でも感染実験を行った結果，STAT2-KOマウスは IFNAR-

KOマウスと同様にSFTSウイルス感染に対して致死的な症状を呈することがわかった。現在，

更に詳細な解析を進めている。

4 ．抗ウイルス薬の開発

　ラッサウイルスやエボラウイルスに対する抗ウイルス剤の候補となり得る化合物の探索を

進めており，スーパーコンピューターを用いた in silicoスクリーニングや独自に開発したハ

イスループットスクリーニング（HTS）系を用いて化合物ライブラリーからの抗ウイルス活

性物質の同定を行っている。

5 ．ガボン共和国におけるウイルス感染症の調査研究

　ガボン共和国は大西洋に面し赤道を跨ぐ形で国土を有する中央アフリカの国である。この

国は，国土の80％が森林という自然豊かな土地であるが，これまでに ₄回エボラウイルス病

のアウトブレイクを経験している。デング熱やチクングニア熱などのウイルス感染症のアウ

トブレイクもこれまでに報告されているが，現地ではウイルス感染症の診断システムが確立

されておらず，多くのウイルス感染症は未同定のままでウイルス感染症の実態把握には至っ

ていない。当研究室では，2016年度より JICA・AMED共同プログラムである地球規模課題

対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）の研究課題として同国において「公衆衛生上

問題となっているウイルス感染症の把握と実験室診断法の確立プロジェクト」を進めている。

このプロジェクトでは，アフリカの現地医療に生涯を捧げたことでノーベル平和賞を受賞し
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たアルベルト・シュバイツアー博士ゆかりの地であるランバレネにおいて，ランバレネ医療

研究センターとの国際共同研究として現地のウイルス感染症の実態調査とそれらウイルス感

染症の診断法の開発と導入を目指して活動している。

6 ．ナイジェリアにおけるラッサ熱研究

　毎年乾季になるとラッサ熱疑い患者が多数報告されるナイジェリア南東部において疫学調

査を行っている。また，疫学調査に基づいた新規診断法の開発やラッサウイルス株の詳細な

遺伝学的解析も進めている。ラッサウイルス株は遺伝系統学的に ₆つの系統に分けられるが，

南東部でラッサ熱患者の検体から検出されたラッサウイルス遺伝子はすべて系統 IIに属する

もので，これらのウイルス株は長い年月この地域で保存されており，およそ195年前にこの

地域の系統 IIのラッサウイルスは ₂ つの亜系統に分岐したことも示唆された（Oloniniyi et 

al., 論文投稿中）。

　細菌学分野は熱帯地に蔓延する細菌感染症，特に腸管系細菌感染症の疫学的研究，さらに

細菌感染成立に関与する種々の病原因子の研究を展開している。また，細菌感染からの防御

機構の一つとして自然免疫反応として働く抗菌性ペプチドの研究を遂行している。

Ⅰ．下痢原性病原細菌に関する研究

　途上国においては，下痢原性大腸菌による下痢症は乳幼児下痢症の重要な死亡原因の一つ

であり，重要な公衆衛生学的課題のひとつである。また，先進国の人々が途上国へ旅行する

場合に罹る旅行者下痢症の原因となる。下痢原性大腸菌は，現在，少なくとも腸管出血性大

腸菌（EHEC），腸管病原性大腸菌（EPEC），腸管侵入性大腸菌（EIEC），毒素原性大腸菌

（ETEC），腸管凝集性大腸菌（EAEC）などに分けられている。

　ケニアにおける下痢原性大腸菌は，先進国と比較してEHECがほとんど認められないとい

う特徴がある。ケニアにおいては，下痢原性大腸菌としては，EAECが一番多く検出され，

ETECおよびEPECがその後に続いて検出される。これらの下痢原性大腸菌が持つ下痢毒素

（STh, STp, LT, EAST1, VT1, VT2など）および病原因子の遺伝子の分布状況の調査，これらの

感染成立における役割，下痢発症における作用機序の解析をおこなっている。

　なお，本研究はケニア拠点との共同研究として行われている。

₄．₃　細菌学分野
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Ⅱ．ヘリコバクター・ピロリに関する研究

　ピロリ菌（正式名称：Helicobacter pylori）は慢性胃炎や消化性潰瘍，MALTリンパ腫，胃

ガンなどの重篤な疾患を引き起こす原因菌であるとWHOにより認定されている。また，近

年では胃を中心とした消化管疾患のみならず，血小板減少性紫斑病や鉄欠乏性貧血，さらに

はアルツハイマー病やパーキンソン症候群などとの関連が示唆されている。ピロリ菌による

疾患は日本を含めた東アジア地域で特に重要であり，また熱帯地域を含む発展途上国ではそ

の感染率が50-80%と非常に高率になっていることが知られている。

　これまでの研究により，本菌の病原性には空胞化毒素VacAと発ガン因子であるCagAの ₂

つの因子が重要な役割を担っていると認識されており，本研究ではこれらの因子のピロリ菌

感染時おける役割について解析している。本研究では特にVacAとその宿主受容体の中心と

したピロリ菌感染時おける役割について焦点を当てることで，ピロリ菌の持続感染が引き起

こす多様な疾患を説明するための新たな知見の取得を目指す。さらにピロリ菌が産生する病

原因子に関する研究に加えて，ピロリ菌が感染することによって引き起こされる宿主細胞内

の変化や影響を理解することを目指し，ピロリ菌による疾患形成に至るまでの作用機序を明

らかにする検証を行っている。

　なお，本研究は国際保健学分野との共同研究として行われている。

Ⅲ．ヒトの抗菌性ペプチドに関する研究

　抗菌性ペプチドは自然免疫反応の ₁種として，ヒトが産生するだけではなく，あらゆる種

類の生命体で認められる防御機構である。ヒトにおいては，ディフェンシン，LL-37などが

良く知られている。

　こうしたヒト抗菌性ペプチドの発現機構および作用機序に関して研究をおこなっている。

　ラッキ・アムザは平成29年 ₅ 月から熱研研究機関研究員として研究に従事した後， ₈月に

米国ペンシルベニア州立大学へ博士研究員として転出した。10月にはトーマス・テンプルト

ンが熱研分子疫学分野の外国人客員教授に再度着任し，キショール・パンディ―が博士研究

員として分野に参画（平成30年 ₃ 月まで）した。11月には高浜幸絵が退職した。平成30年 ₁

月に佐倉桃子と荘淮が技能補佐員として分野に参画した。

₄．₄　原虫学分野
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Ⅰ．マラリア原虫に関する研究

₁ ）マラリア原虫の赤血球侵入の分子機構

　助教の麻田正仁と大学院生の外川裕人らは，ネズミマラリア原虫Plasmodium yoeliiで

Tet-OFFによる遺伝子発現抑制系や本原虫の赤血球侵入イベントを短時間に大量に観察

できるタイムラプスイメージング解析を確立し，赤血球結合分子EBLを欠損させた原虫

が赤血球と不可逆的な結合を形成できないことを可視化することに成功した。外川は本

研究成果を第87回日本寄生虫学会大会（東京，2018年 ₃ 月）にて口頭発表し，Best 

Presentation Awardを受賞した。大学院生の石﨑隆弘はP. yoeliiの赤血球侵入関連分子分

泌調節を担うキナーゼの同定に向けた研究および赤血球侵入関連分子分泌動態の解析を

進めた。助教の矢幡一英は熱帯熱マラリア原虫のメロゾイト放出を阻害する評価法の確

立を進め，第86回日本寄生虫学会大会（札幌市，2017年 ₅ 月）にて発表した。矢幡と金

子はCulleton研究室との共同研究により，P. yoelii EBLの細胞接着領域の変異により，

細胞侵入能力が増強されることを見出し論文報告した（PLoS Pathog, 2017）。大学院生

のナッタワット・チャイヤウォンは赤血球侵入および病原性に係る新規分子を見出すた

めに，P. yoeliiを用いた連鎖解析研究を開始した。金子修は第73回日本寄生虫学会西日

本支部大会（大阪市，2017年10月）にて「マラリア原虫の赤血球侵入」の演題で教育講

演を行った。矢幡は国際共同研究加速基金の助成金により，英国のフランシス・クリッ

ク研究所のモーリッツ・トレーク博士の研究室に長期滞在し，熱帯熱マラリア原虫メロ

ゾイトの共同研究を推進した。その間，外川も同研究所のアンソニー・ホルダー博士の

研究室を ₃か月間訪れ，原虫の赤血球侵入に関する研究に携わった。

₂）マラリア原虫寄生赤血球の改変機構

　元特任研究員の宮﨑真也が熱帯熱マラリア原虫SURFINの赤血球内への輸送に関わる

分子の同定に関する研究成果を，BioMalPar XIII（ドイツ，2017年 ₅ 月）にて発表した。

大学院生のベン -イェディ・アベル・チタマはSURFINの輸送シグナルの解析をさらに

進めた研究成果を第16回あわじしま感染症・免疫フォーラム（淡路市，2017年 ₉ 月）に

て発表した。矢幡と金子は東海大学の木村啓志博士らと，マラリア原虫寄生赤血球の細

胞膜変形能を定量解析できるマイクロデバイスの開発を継続し，研究成果を東海大学マ

イクロ・ナノ研究開発センター国際シンポジウム2017（平塚市，2017年 ₈ 月）にて発表

した。

₃）マラリア原虫のカルシウム調節機構

　矢幡らは長崎大学医歯薬学総合研究科の石川岳志博士との共同研究として，マラリア
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原虫のカルシウム調節機構を標的とした創薬研究を継続した。また，関連する総説を発

表した（細胞，2017）。

₄）三日熱マラリア原虫の研究

　金子は実用的な培養系が確立していない三日熱マラリア原虫の培養系の確立と肝細胞

でレポーター分子を発現する組換え三日熱マラリア原虫の作製を目的に研究を継続し，

その一環として，米国国立アレルギー・感染症研究所のトーマス・ウェレムズ博士らと

二日熱マラリア原虫レポーター株の作製を継続した。また，研究成果の一部を元特任研

究員のキッティサク・タナションが第16回あわじしま感染症・免疫フォーラム（淡路市，

2017年 ₉ 月）にて発表した。金子とチャイヤウォンはタイのマヒドン大学熱帯医学部の

ジェットサモン・サタボンコット博士や慶應義塾大学の久保亜紀子博士らとの共同研究

として，ヒト肝細胞を有するキメラマウスを用いて三日熱マラリア原虫の肝細胞ステー

ジから質量分析イメージング法を用いた植物ホルモンの検出研究を継続した。また，マ

ヒドン大学熱帯医学部のラパボーン・パトラプビッチ博士と米国ワシントン大学医学部

のプラディップシン・ラソド博士との共同研究として，培養肝細胞を用いた三日熱マラ

リア原虫の休眠体の解析を行い，研究成果を日米医学協力研究会・寄生虫疾患部会会議

（長崎市，2018年 ₂ 月）にて口頭発表した。金子は韓国の江原大学校ハン・ウンタク博

士との共同研究として，三日熱マラリア原虫のメロゾイト先端部に発現する分子AARP

に対する抗体が二日熱マラリア原虫のAARPにも強く反応し，本原虫の赤血球侵入を阻

害する事を見出し，論文発表した（Sci Rep, 2018）。 ₉月にはニュージーランドのオタゴ

大学のブルース・ラッセル博士が大学院生と共に来崎し，カニクイザル・マラリア原虫

の共同研究を開始した。10月にはオランダの霊長類医学研究センターのクレメンス・

コッケン博士と熊本高等専門学校の木原久美子博士と共同でGHITに申請していたマラ

リア原虫の休眠体のメタボローム解析によるバイオマーカーの探索研究の計画が採択さ

れ，研究を開始した。また，獨協医科大学の川合覚博士と，三日熱マラリア原虫のモデ

ルとしてカニクイザル・マラリア原虫P. cynomolgiを使う共同研究を開始し，第87回日

本寄生虫学会大会（東京，2018年 ₃ 月）にて報告した。

₅）二日熱マラリア原虫によるヒト感染の分子基盤

　大学院生のクワメ・クミ・アサレは二日熱マラリア原虫Plasmodium knowlesiが寄生赤

血球内に形成する膜構造のマーカー分子を同定するとともに，形態学的解析を行い，熱

帯熱マラリア原虫と二日熱マラリア原虫では，形成する膜構造の大きさや形状が異なる

ものの，機能的には似ている可能性を見出し，論文発表した（Parasitol Int, 2018）。ラッ
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キは熱研共同研究室助教の坂口美亜子らと二日熱マラリア原虫が寄生した赤血球が血管

内皮細胞に接着することを見出し，成果を第87回日本寄生虫学会大会（東京，2018年 ₃ 月）

等にて報告した。中澤秀介元助教のベトナムにおける二日熱マラリア原虫の生殖母体形

成等に関する研究成果（Parasitology, 2016）と蚊から検出された熱帯熱マラリア原虫の

K13変異に関する研究成果（Parasit Vectors, 2017）が論文報告された。アサレはロンド

ン大学衛生熱帯医学大学院のロバート・ムーン博士の研究室にて ₃か月間，二日熱マラ

リア原虫のエピジェネティックな転写制御に関する研究に携わった。

₆）マラリアに対する創薬と薬剤耐性の研究

　金子と麻田は西安交通＝リバプール大学のルディ・マルケス博士との共同研究とし

て，大学院生を ₆月から約 ₅週間受け入れ，熱帯熱マラリア原虫とバベシア原虫に対す

る創薬研究を行った。上村はインドネシア・アイルランガ大学スクマ・バスキ博士とイ

ンドネシアにおける熱帯熱マラリアに対するアルテミシニンの有効性とその耐性遺伝子

K13の解析の共同研究を継続し，東カリマンタンのサンプルについての解析の結果，

K13に変異が認められないこと，アルテミシニン併用療法の導入前と比較して熱帯熱マ

ラリアの感染率が低下していることをグローバルヘルス合同大会2017で報告した（東京，

2017年11月）。

₇）マラリア原虫抗原の抗原性と多様性に関するフィールド調査研究

　大阪市立大学の金子明博士らと共同で採取した熱帯熱マラリア原虫ケニア株のクロー

ニングを行い，一部の原虫で全ゲノム配列を決定し，in vitro薬剤抵抗性の解析を開始し

た。ケニアのマウント・ケニア大学のジェッセ・ギタカ博士がテルモ生命科学芸術財団

に申請していた，ケニアの熱帯熱マラリア原虫におけるK13非依存型アルテミシニン耐

性の機序を明らかにする研究助成金が2018年 ₁ 月に採択され，共同研究を開始した。

₈）偶蹄類寄生性マラリア原虫の研究

　麻田らは，偶蹄類に寄生するマラリア原虫種の分子疫学調査を継続した。タイのチュ

ラロンコン大学のモラコット・カエタマソーン博士との共同研究として，麻田と竹田が

タイを訪問し，偶蹄類マラリア原虫の分離株を樹立する試みを継続した。また，ヤギの

マラリア原虫がアフリカ・アジアに広く流行していることを見出し，顕微鏡写真も世界

で始めて撮影することに成功し論文報告した（Sci Rep, 2018）。金子と麻田はブラジルの

ミナス・ジェライス連邦大学のエリカ・ブラガ博士と偶蹄類マラリアに関する共同研究

を行い，南米のシカにもマラリアが寄生していることを初めて見出し論文報告した（Int 
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J Parasitol Parasites Wildl, 2018）。

₉）その他

　金子と矢幡は長崎大医歯薬学総合研究科の由井克之博士らと共同で，ケニアにおける

無症候性熱帯熱マラリア感染児におけるT細胞免疫応答の質は多様性に富むものの，一

般的にマラリア原虫の感染により抑制されることを見出した（Parasitol Int, 2018）。金子

はまた，熱研免疫遺伝学分野の平山謙二博士らと共同で，熱帯熱マラリア原虫のヘモゾ

イン形成を阻害する化合物の予測モデルに関する成果を論文発表した（Antimicrob 

Agents Chemother, 2018）。

Ⅱ．トリパノソーマ原虫に関する研究

　上村はアメリカ・トリパノソーマ原虫のトランスシアリダーゼについて，本学・先端創薬

イノベーションセンター・武田弘資博士の協力を得て，スクリーニングで得られた幾つかの

リード化合物の誘導体を調べ，阻害効果を示す化合物の基本骨格についての情報を得た。よ

り有効な阻害剤を得るために，トランスシアリダーゼの立体構造を基とした検討を行った。

麻田は帯広畜産大学の井上昇博士らとの共同研究として，Trypanosoma congolense上鞭毛期

原虫のヘモグロビン受容体の解析結果，および，アフリカ・トリパノソーマ原虫のザンビア

における疫学研究の成果を論文発表した（Parasit Vectors, 2016; J Vet Med Sci, 2017）。

Ⅲ．バベシア原虫に関する研究

　麻田と外国人客員研究員（学振）のハサン・ハキミは，B. bovis寄生赤血球の接着現象の

分子基盤を明らかにするため，寄生赤血球表面に発現する分子の同定を試み，その成果を第

13回Nagasaki-Singapore Medical Symposium（長崎市，2017年 ₅ 月）等にて発表した。また，

寄生赤血球が内皮細胞接着性の原虫ラインと非接着性の原虫ラインの網羅的転写解析により

ves1αと呼ばれる遺伝子の接着性への関与を示唆する結果を得，第28回Molecular Parasitology 

Meeting（米国，2017年 ₉ 月）等で発表した。さらに，帯広畜産大学原虫病研究センターの

玄学南博士らとの共同研究で，犬に寄生するギブソン・バベシア原虫Babesia gibsoniの一過

性遺伝子発現系を開発し（Mol Biochem Parasitol, 2017），バベシア原虫の種間を超えて機能

するプロモーターに関する研究成果についても論文発表を行った（Ticks Tick Borne Dis, 

2018）。加えて，北大人獣共通感染症リサーチセンターの山岸潤也博士らと共同でBabesia 

ovataの全ゲノム配列を明らかにした（BMC Genomics, 2017）。麻田は鹿児島大学の正谷達

謄博士との共同研究として，鹿児島で採取されたダニを用いて同地域におけるダニのバベシ

ア原虫等の感染状況も明らかにし，成果発表した（Ticks Tick Borne Dis, 2017）。
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Ⅳ．その他，国際活動など

　上村は熱研のケニア拠点およびインドネシア・アイルランガ大学と，矢幡は英国フランシ

ス・クリック研究所と，金子はタイのマヒドン大学やチュラロンコン大学，米国南フロリダ

大学，米国ワシントン大学，米国国立アレルギー・感染症研究所，英国ロンドン大学衛生熱

帯医学大学院，ニュージーランドのオタゴ大学，韓国江原大学校，マウント・ケニア大学と

いった様々な国外研究機関の研究者とマラリアに関する海外共同研究を行った。また，第16

回あわじしま感染症・免疫フォーラムに招待されたデイビッド・コンウェイ博士を熱研に招

聘し，セミナーを開催した。金子は2017年12月まで日本熱帯医学会の監事を務め，12月から

は会計担当常任理事に着任，2018年 ₃ 月には日本寄生虫学会の理事に着任した。金子はまた，

学術誌PLOS ONEの編集委員を継続して務めた。

　本分野は世界的に重要な住血吸虫症・フィラリア症ならびに腸管寄生虫症などの蠕虫疾

患，多くの人々を苦しめているにもかかわらず顧みられることの少ないアメーバ赤痢・リー

シュマニア症・トリパノソーマ症などの原虫疾患に対してフィールド・ラボ双方向からのア

プローチを試みている。

　平成29年 ₄ 月，田中美緒とKeith Kiplangat Talaamの ₂名が，医歯薬総合研究科博士課程（熱

帯病・新興感染症制御グローバルリーダー育成プログラム）に入学し，本分野所属となった。

₅ 月13-23日，スペイン・トレドで開催されたWorldLeish-6 Congressに参加し，また同地に

てGHIT研究の打合せを行った。 ₅月26-29日，北海道大学で開催された第86回日本寄生虫学

会大会に参加した。 ₆ 月28日，エジプトSouth Valley大学の博士課程に所属する大学院生

Eman Abdelazeen Abuelmafa Mousaがエジプト政府のチャネル・システム事業により来日し，

協力研究員として本分野での研究を開始した。₆月30日 - ₇ 月 ₇ 日，大分大学の小林隆志教授，

愛知医科大学の伊藤誠教授と共にバングラデシュに国際下痢症研究センター icddr,b.を訪ね

研究打合せを行った。₇月21日，大阪大学微生物病研究所で開催されたアドバンストセミナー

で講演を行った。₉月 ₅ - ₈ 日第16回あわじしま感染症・免疫フォーラムに参加した。18-21日，

ロンドン熱帯医学衛生校での会議に参加し，21-27日，ケニアを訪問し，ヴィクトリア湖湖畔

のMbitaにおいて基盤研究（A）による住血吸虫症の時空間疫学研究を展開した。10月28日

-11月 ₁ 日，金沢で開催された The ₅ th Annual Meeting of the International Cytokine and 

Interferon Society, ICIS 2017に参加した。11月 ₂ 日，東京大学で開催された赤痢アメーバに

₄．₅　寄生虫学分野
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関するミーティングに参加し，その後，鹿児島大学国際島嶼教育研究センター（奄美分室）

で開催された第70回日本寄生虫学会南日本支部大会に参加した。11月24-26日，第58回 日本

熱帯医学会・グローバルヘルス合同大会2017（東京大学）で企画された「日本の熱帯医学，

我ら今何を為すべきか」にシンポジストとして参加した。この頃，TMGH研究科 MPH専攻

の佐々美保が寄生虫学分野に配属された。12月12-14日，第46回日本免疫学会学術集会（仙台）

に参加した。11月28日にSharmina Deloerが公開学位審査を終え， ₁月から佐賀大学へ異動

し J-PRIDE予算で雇用されることになった。 ₂月14-15日，J－PRIDE九州班会議が長崎で開

催された。22-24日，第11回寄生虫感染免疫研究会（杏林大学）に参加した。 ₃ 月15-18日，

国立国際医療研究センターで開催された第87回日本寄生虫学会大会に参加した。本年度より，

本学・医歯薬学総合研究科，熱帯医学研修課程，TMGH研究科，医学部，九州大学・医学部 

& 医学系研究科，山口大学・医学部，奈良県立医科大学に加えて高知大学・医学部での講義

を担当した。

１ ．住血吸虫症に関する研究

　平成29年度，科学研究費・基盤研究（A）（海外学術）『ヴィクトリア湖湖畔における住血

吸虫伝播ダイナミクスと環境モニタリング（平成29-32年度）』が採択された。平成25-27年度

に頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム『住血吸虫症の多角的な調査を

通したフィールド志向型熱帯感染症専門家の強化育成事業』で築いた研究基盤を生かして，

病害動物学分野・二見恭子・皆川昇，免疫遺伝学分野・菊池三穂子・平山謙二，工学部・板

山朋聡，神戸大学・源利文，リバプール大学との連携を進めた。ケニア中央医学研究所

KEMRIやケニア・マセノ大学において承認されている研究計画に基づき，Mbitaには

Ngetich Benardを配しヒトの疫学研究を進めると共に，CBOを活用して中間宿主貝の定点観

測，DNA抽出を継続した。Prof. Njenga（ESACIPAC, KEMRI）の研究グループ，新潟大・松

本（結核）グループ，長崎大・由井（マラリア）グループなどとの共同研究体制を維持・強

化した。またさらに，生態疫学分野・金子聰・藤井義人・Yomboと連携してマンソン住血吸

虫の診断用抗原の探索・構築を進めた。研究室ではマンソン住血吸虫Schistosoma mansoniお

よび中間宿主貝を継代維持して，各種研究や学生実習に供している。

２ ．フィラリア症ならびにその他の蠕虫疾患に関する研究と国際貢献

　ラボでは，マレー糸状虫Brugia malayi，パハン糸状虫Brugia pahangiおよび糸状虫の媒介

蚊であるネッタイシマカAedes aegyptiを継代維持しており，TMGH北潔グループ，城西大学

薬学部の武内智春助教らとの共同研究を開始した。土壌伝播蠕虫に関しては，ロンドン自然

史博物館との共同研究として「DeWorm3プロジェクト，ビル&メリンダ・ゲイツ財団」に
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参画し，高感度検出法を用いて国内の現況を調査した。

3 ．リーシュマニア症およびアメーバ赤痢に関する研究

　平成27年度に公益社団法人グローバルヘルス技術振興基金に採択されたオハイオ州立大学

（米国），マギル大学（カナダ），NIH・FDA（米国）との研究課題“Live attenuated prophylactic 

vaccine for leishmaniasis（GHIT Fund RFP 2015-001）”に関して研究を進めた。具体的には

CRISPR-Cas技術で作成された centrin欠損Leishmania majorの生ワクチンとしての安全性と

免疫附与・感染防御効果を確認し，GLP/GMP規格の製品生産を可能とする次期大型予算の

申請準備を進めた。バングラデシュではicddr,bと連携しリーシュマニア症の研究を展開した。

またタイプ ₂自然免疫リンパ球 ILC2に着目して赤痢アメーバに対する感染防御機構を解明す

ると共に，平成29年より，感染症研究革新イニシアティブ（J-PRIDE, AMED）に採択された

「赤痢アメーバ“含硫脂質代謝”を標的とする阻害剤探索」に関する共同研究を開始した。

【チョン・ヨンセン】

　2017年 ₆ 月まで在籍し，以下の研究を行った。

₁． 南アフリカ共和国リンポポ州の気象データおよびマラリアサーベイランスデータをもと

に，マラリア流行期と非流行期で異なる統計モデルを選択するスイッチングモデルをも

ちいて，マラリア流行予測モデルの開発に従事した。本研究は熱研が同州でおこなって

いるSATREPS事業「気象予測を用いたマラリア流行早期警戒システムの構築」において，

マラリア流行予測の基礎となる研究である。

₂． ベトナム，マレーシア，フィリピン ₃か国の日別時系列死亡者数データと気象データを

用いて，これまで未解明であった熱帯地域における気温と死亡率との関連を定量化する

ために，時系列解析モデルの開発に従事した。

₃． 日本の47都道府県の過去40年間（1972年 -2012年）の死亡者数データと気温データを用

いて時系列解析を行い，温暖化により暑熱の死亡者数に対する影響が時代とともにどの

ように変化しているか明らかにすることを試みた。暑熱の影響が過去よりも現在に近く

なるほど概ね小さくなってきていることや，東西日本でその変化のパターンが異なるこ

₄．₆　分子疫学分野
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となど，非常に興味深い知見が得られ，Environmental Health Perspectives誌で論文発表

した。本知見をもとに，暑熱影響の時系列変化が温暖化に対する適応によるものか，そ

れ以外の社会的・人口学的要因によるものか，さらなる検討を開始した。

【トーマス・テンプルトン】

　2017年10月に着任後，ネズミマラリア原虫が寄生赤血球へ輸送するPHISTと呼ばれる蛋白

質のノックアウト原虫の作製を開始した。また，アフリカから米国に輸入された偶蹄類の血

液からのDNA試料を入手する段取りをつけた。

１ ．研究テーマの概要

　当研究室では，幅広い感染症，とりわけ ₁）デング熱， ₂）マラリア， ₃）シャーガス病

に関連する以下のような問題に着目し，免疫学的・遺伝学的解析を行っている。

　 ₁）デング熱は，不顕性感染の症例も多い蚊媒介性の熱性疾患として知られているが，重

症例では死に至る場合がある。そのため重症化に至る可能性が高い症例を早期に発見できる

感度・特異度の高い診断法（早期予測因子による）が求められている。また，ワクチン開発

では，これまで主に抗体誘導が目指されてきたが，近年T細胞などが働く細胞性免疫の重要

性が示唆されている。しかし，その機序は未だ不明なことが多い。 ₂）マラリアに関しては，

十分に実用的なワクチンが開発できていないこと，また，抗マラリア薬に対しては，すぐに

耐性が生じてしまうことが問題になっている。このような現状から，新たな作用機序を有す

る優れた新規抗マラリア薬の開発が常に求められている。 ₃）シャーガス病は，（前述のデ

ング熱同様に）“顧みられない熱帯病”に分類される疾患である。急性期には感冒に類似した

症状でおさまることが多いが，10年ほどの比較的長い潜伏期の後に巨大結腸症や心肥大など

の慢性合併症を来すことが知られている。これら慢性期病態の発症機序やその予防法，さら

には慢性感染症の治療薬の開発など，ラテンアメリカに在住する ₁千万人以上の慢性感染者

や30万人の新たな感染者を抱える感染症の制御は大きな課題となっている。

　教室では各疾患の問題点に対して研究テーマを設定し，平成29年度には代表的なものとし

て総括で述べるような研究成果をあげ，論文として報告している。

２ ．主な研究テーマ

・　デング熱における重症化早期予測因子の解明とその応用

₄．₇　免疫遺伝学分野
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・　デング熱における細胞性免疫の特にヒトT細胞応答性の解析

・　マラリアワクチン候補分子の同定とそれに関連する免疫応答性の解析

・　マラリア原虫抗原及び宿主免疫関連遺伝子の遺伝子多型と防御免疫の関連解析

・　フェノタイプあるいは標的分子を用いた新規抗熱帯熱マラリア薬開発

・　 ボリビアにおけるシャーガス病患者の薬剤感受性，合併症発症に関するの遺伝学的・免

疫学的解析

3 ．平成29年度の総括

・　 デング熱の優れた重症化予測因子を発見すべく，ベトナム南部のベンティエ総合病院で

患者コホート研究を ₂年にわたって行い，デング熱患者の発熱後早期の血漿を多数収集

し，入院観察後判明した重症群と軽症群の血漿タンパク成分の比較を行った。最終的に

統計的に有意差の観察されたタンパクは ₂ 種であったが，その一つはデング特異的な

IgE抗体であった。すなわち重症デングでは，血漿中の総 IgEに対するデング特異的な

IgE比が高くなることが示された。この結果は血管内皮を裏打ちするマスト細胞の反応

との関連を示唆するものでありきわめて重要な発見と思われる。この研究成果は本年度

投稿中（平成30年 ₄ 月アクセプト）。Inokuchi M, et al. Association between dengue 

severity and plasma levels of dengue-specific IgE and chymase. Arch Virol. 2018 

May 4.

・　 デングウイルスに対する防御免疫反応における細胞性免疫の重要性明らかにするために

は，主たるエフェクター細胞と想定される細胞傷害性T細胞の誘導を試験管内で再現す

る実験系が必要となる。そのため，ヒト iPS細胞から誘導した骨髄細胞株を用いて樹状

細胞誘導し，これを用いた抗原特異的T細胞の試験管内での活性化を再現する実験系を

構築した。この研究成果は現在論文として投稿。（平成30年 ₆ 月アクセプト）Manh DH, et 

al. iPS cell serves as a source of dendritic cells for in vitro dengue virus infection 

model. J Gen Virol. 2018 Sep;99(9):1239-1247.

・　 新規抗マラリア薬候補の探索を，マラリア原虫が赤血球内で生き残るために使用してい

るヘモゾイン形成機構に着目して行った。東京大学創薬機構（DDI）より提供された9,600

コアライブラリー化合物からへモゾイン阻害活性を指標にHTSを行い200化合物を選定。

続いて，ヒト赤血球期マラリアの試験管内増殖系を用いて，原虫増殖阻害能を検討し，

細胞障害性のない IC50がマイクロモルレベルの ₆ 化合物をヒット化合物として同定し

た。平成29年度には，このヒット化合物をモチーフとした類似構造化合物を東大のライ

ブラリーから1,300ピックアップし，さらに高い活性を有する化合物を発見した。本研究

は，AMEDより創薬支援推進事業・創薬総合支援事業（創薬ブースター事業）として助
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成を受けることとなった。また，得られた実験結果をもとに，化合物の物理化学的特性

から抗マラリア活性を予測するモデルを構築し論文として報告した。（論文 ₁）。 Mosaddeque 

F,et al.Prediction Model for Antimalarial Activities of Hemozoin Inhibitors by 

Using Physicochemical Properties. Antimicrob Agents Chemother. 2018 Apr 

26;62(5).

・　 新規抗マラリア薬，抗シャーガス薬の探索のために，伝承医薬領域とも共同研究を進め

た。漢方については富山大学和漢医薬学総合研究所の小松研とスクリーニングを行い，

すでに有望な生薬を選択した（論文準備中）。また同時にアフリカ原産の抗マラリア作

用を持つ薬草コンゴボロロの薬効成分に関する解析を共同で進めている。

・　 シャーガス病の合併症早期予測因子探索研究は科研費（A）で行っているが，平成29年は，

共同研究の相手先のUAGRM（ボリビアサンタクルース市のガブリエラルミモレノ自治

大学）の新入生のシャーガス病検査を行い，約 ₅％の陽性者が存在することが分かった。

未治療の陽性者について来年度にかけて臨床的な検査を行い，早期合併症の有無につい

て検討する予定。現地の倫理委員会の開設準備にほぼ一年かかった。

4 ．学会等の活動状況

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名
平山謙二・教授 日本寄生虫学会評議員 日本寄生虫学会
平山謙二・教授 日本熱帯医学会理事 日本熱帯医学会
平山謙二・教授 日本組織適合性学会評議員 日本組織適合性学会
平山謙二・教授 米国熱帯医学会会員 米国熱帯医学会
平山謙二・教授 科学研究費委員会専門委員 独立行政法人日本学術振興会
平山謙二・教授 寄生虫疾患専門部長 日米医学協力研究会
平山謙二・教授 会長 長崎シンガポール・マレーシア協会

平山謙二・教授 議長 アジア西太平洋地域倫理委員会
(FERCAP)

平山謙二・教授 PLoS NTD編集委員 PLOS Journals

平山謙二・教授 帯広畜産大学原虫病研究センター
運営委員会委員 帯広畜産大学原虫病研究センター

平山謙二・教授 協力研究委員 富山大学和漢医薬学総合研究所
平山謙二・教授 研究評価委員会委員 国立感染症研究所
菊池三穂子・講師 評議員 日本熱帯医学会

5 ．市民講演会，アウトリーチ活動

①  Diploma Course on Research & Products to Meet Public Health Needs（世界保健ニーズ

に応える医薬品研究開発のためのディプロマ・コース）の開催　

― 37 ―



主催者：平山謙二，Juntra Laothavorn教授 タイ王国タマサート大学国際大学院との共催，

東京大学，タイ王国チュラロンコン大学の協力，長崎大学熱帯病・新興感染症制御グロー

バルリーダー育成プログラムのコースワークとして登録

日時：2017年 ₈ 月21日～ ₉ 月 ₁ 日　場所：長崎大学グローバルヘルス総合研究棟 ₄ 階　

中セミナー室

②第16回 医学研究のための倫理に関する国際研修コースの開催

代表者：佐々木均　教授　主催者：平山謙二，Juntra Laothavorn教授

主催：長崎大学熱帯医学研究所　共催：東京有明医療大学，昭和大学，国立病院機構総

合医療センター治験研究部治験推進室，アジア太平洋地区倫理委員会連絡会議（FERCUP），

Strategic Initiative for Developing Capacity in Ethical Review（SIDCER），長崎大学熱帯病・

新興感染症制御グローバルリーダー育成プログラム

日時：2017年 ₅ 月22日～24日　場所：長崎大学グローバルヘルス総合研究棟大セミナー

室（坂本キャンパス）

Ⅰ．成人T細胞白血病におけるPim-3発現の重要性に関する研究

　ヒトT細胞白血病ウイルス ₁型（HTLV-1）は，成人性T細胞白血病（ATL）を生じる。ウ

イルスTaxタンパク質は，ATL発現で主な役割を果たす。serine/threonineキナーゼのPim 

familyは，Pim-1，-2と -3から成る。ATLの治療の標的として，Pim familyの可能性を分析した。

　RT-PCRとウエスタンブロット法は，Pimキナーゼ，Taxと細胞内信号分子の発現を決定す

るのに用いられた。Pim-3とRelAのノックダウンは，小さく干渉するRNAを使用して行われた。

細胞増殖，生存度，細胞周期とアポトーシスに対する効果は，WST-8，プロピジウム・ヨウ

化物とAPO2.7分析によって分析された。NF-κB DNA結合活性は，電気泳動度移動検定によっ

て分析された。

　Pim-3発現は，HTLV-1に感染している T細胞株に制限された。Pim-3のNF-κBは，

Knockdownを通してのTaxによって誘発されたPim-3の発現により，HTLV-1感染のT細胞の

発育を抑制することを示した。NJC97-nHは，Pim-1/3キナーゼの新しい抑制剤で細胞生存度

を抑制する。NJC97-nHは，G2/M細胞周期停止を誘導し，サイクリンAとサイクリンB1を

発現する。

₄．₈　病理学分野

₄．₈．₁　病　理　学
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　Pim-3は，ATL治療に対する新しい適切な治療薬の可能性がある。

Ishikawa C, Senba M, Hashimoto T, Imaizumi A, Mori N. Expression and significance of Pim-3 

in adult T-cell leukemia. Eur J Hematol, 2017, 99 (6): 495-504.

Ⅱ．ButeinはNF-κB,�AP-1,�Aktを抑制して成人T細胞白血病の活性化に関する研究

　ヒトT細胞白血病ウイルス ₁ 型（HTLV-1）は，成人T細胞白血病/リンパ腫（ATLL）の

原因である，しかし，HTLV-1関連の疾患の有効な治療がない。我々は，HTLV-1に感染した

T細胞株の細胞成長，アポトーシスとシグナル伝達系で，腫瘍成長に関してbutein（生理活

性植物ポリフェノール）の効果を認めた。buteinによる治療は，HTLV-1感染したT細胞株の

生存度の減少を引き起こした。buteinで培養されるT細胞は，明らかなアポトーシス形態と

カスパーゼ -3，-8と -9の活性化によるポリエステル繊維（ADPリボース）の重合酵素の裂開

を示した。カスパーゼ抑制薬による細胞の前処置は，buteinによって誘導され，細胞生存度

を部分的に抑制した。Buteinは，G1相で細胞周期停止する。Buteinは，CDK4，CDK6，サ

イクリンD1，サイクリンD2，サイクリンE，survivin，XIAP，c-IAP2，燐酸pRbのタンパク

質発現レベルを著しく制御した。ATLL異種移植腫瘍を行ったマウスにおいて，buteinは腫

瘍成長を有意義に抑制して，可溶性インターロイキン -2受容体α鎖と可溶性分化抗原群30の

血清レベルを低下させた。

　buteinは，生体の内外で，HTLV-1に感染したT細胞に信号を送っているNF-κB，AP-1，

Aktの抑制を通して抗増殖性およびプロアポトーシスを示し，ATLLを含むHTLV-1関連の疾

患に対して，治療薬としての可能性を示唆した。
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図　HUT-102腫瘍 -関係SCIDマウスにおけるbuteinの抗腫瘍作用。

HUT-102細胞は，SCIDマウス（n=6）の耳介後部の，皮下に移植された（A）。マウスは，週

に ₃ 回butein（0.7mg/kg）または溶媒を用いた治療を受けた（左のパネル）。可視HUT-102

異種移植腫瘍は，剖検（正常なパネル）の前に移植された。Serialは，マウスの体重（右の

パネル），腫瘍容積（左のパネル）（B）。

buteinと対照群（中間のパネル）の腫瘍組織の重さ。SDがマウスでsCD25とsCD30の血清濃

度で評価する（C）。腫瘍組織の細胞のアポトーシスは，H&EとTUNELで染色をして測定し

た（D）。倍率，x400。

Ishikawa C, Senba M, Mori N. Butein inhibits NF-κB, AP-1 and Akt activation in adult T-cell 

leukemia/lymphoma. Int J Oncol, 2017, 633-643.
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The Malaria Unit published fourteen peer-reviewed scientific papers between April 2017and 

March 2018 in journals such as the New England Journal of Medicine, PLoS Pathogens, and the 

Lancet Global Health.  The NEJM paper described the first report of Artemisinin resistance in 

Africa, a finding of crucial importance. We published the results of experiments identifying 

targets of strain specific immunity and virulence control in malaria parasites in PLoS Pathogens, 

findings which also formed the basis of a successful patent application. In collaboration with 

researchers from FioCruz in Brazil, we also described an outbreak of zoonotic malaria in Brazil, 

another finding of potentially huge importance in the malaria research field. We went on to 

design and publish a sámple assay for identifying zoonotic malaria in humans, which was 

subsequently published, and is now under consideration for a further patent. 

We hosted Cláudia Gomes, a JSPS International Post-Doctoral Fellow from Portugal,  who 

performed experiments concerning within-host competition between malaria parasite species. 

Medard Ernest published his first paper on the Toll-Like Receptor 2 agonist PEG-Pam2Cys as an 

immunochemoprophylactic and immunochemotherapeutic against the liver and transmission 

stages of malaria parasites in IJP; Drugs and Drug Resistance. 

Richard travelled to Melbourne in July for the first Wrold Malaria Congress, where the results 

of the Brazilian zoonotic malaria were presented. Also presented were the ongoing work on P. 

ovale and P. malariae in Nigeria. Medard Ernest travelled to South Korea for ICOPA and 

presented his Pam2Cys results.

This year has seen the continuation of many exciting collaborative projects with overseas 

researchers including scientists from the London School of Tropical Medicine and Hygiene in 

the UK, the University of Melbourne in Australia, Mahidol university in Thailand, the Jiangsu 

Institute of Parasitic Diseases in China and Fiocruz in Brazil. 

₄．₈．₂　マラリア学
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　本分野では，実態把握と実態の把握から始まる新たな研究への展開を目指し，分子生物学

や最新の情報技術も駆使しつつ，広く疾病・健康状態を監視するシステムとそのツールの開

発，さらには得られた新たな知見からの次世代研究へと繋げる活動を行っている。

１ ）�貧困層を中心とする複数感染症の一括・同時診断技術開発と広域的監視網の構築に関す

る研究：アフリカにおいては，顧みられない熱帯病（Neglected Tropical Diseases: 

NTDs）が蔓延し，その実態把握もままならない。幾つかのNTDsは，感染分布も重複

していることから，複数のNTDsを同時に監視する事が出来れば，効率よくその実態の

把握と対策の評価を行うことができる。本分野では，Multiplex技術を用いた複数の感染

症に対する抗体価の同時一括測定技術の開発を展開しており，さらには，その技術を用

いたサーベイランス（監視網）の整備にむけての研究も展開している。

２ ）�ケニアとラオスにおける�HDSSの運用：開発途上国では，住民登録が未整備な地域も多

く，疫学調査を展開するに当たり，地域住民の基礎統計も算出できない。そこで，調査

地域に居住しているすべての住民を登録し，その出生，死亡，移動，健康関連情報など

を定期的に更新し，長期に追跡しるための仕組み（HDSS：人口登録動態追跡システム

という）を展開している。本研究分野では，ケニアプロジェクト拠点におけるMbitaな

らびにKwaleと，ラオスのラハナム地区，セポン地区のHDSSに対して，技術支援をす

ると共に同地域における健康問題に関する研究も行っている。 

3 ）�アフリカにおける地域特性を考慮した乳幼児の健康改善モデル構築に関する疫学研究：

ケニアの地方（辺縁地域）であるクワレ地区は，ケニア国内においても最も貧困である

地域の一つであり，乳幼児死亡も高く，また，子供の栄養状態が悪いことから，

stunting（月齢に対する標準に比べて，身長が低い）の割合も高い。そこで，妊婦登録

と乳幼児登録により，新生児の把握とその追跡，さらには，乳幼児の健康に関する疫学

研究を展開し，新生児死亡やstuntingを予防するための要因の把握に関する研究をタブ

レットPCや指静脈認証装置を導入し，展開している。平成29年度からは，あらたにク

ラウドベースの母子手帳登録システム（Women and Infant REgistration system: WIRE）

を開発し，同地区の数カ所の医療施設において，母子の電子登録を開始した。

4 ）�スリランカにおける居住地の衛生環境改善によるデング熱予防に関する研究：スリラン

カのデング熱は，endemic状態にあり，その対策が急がれている。本分野では，スリラ

ンカ・クルネーガラ県，ケラニア大学，大阪教育大学との協力により居住地の衛生環境

改善（屋外に放置された容器の回収による清掃活動）によるデング熱予防効果の評価に

₄．₉　生態疫学分野
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関する研究を行っている。

5 ）�Multiplex法によるマラリア・ワクチン候補抗原の発掘に関する研究：マラリア流行地に

おいて，多数の候補抗原に対する抗体価をmultiplex法により一括・同時に測定し，マラ

リア発症リスクを下げる抗体（候補抗原に対する）の確認と有望なワクチン候補抗原の

発掘を行っている。

6 ）�寄生虫疾患の分子基盤解明を目指す研究：本分野では基礎研究も行っており，特に世界

的に重要な住血吸虫症，赤痢アメーバ症ならびにリーシュマニア症の分子基盤を解明し

ようとしている。これらの研究結果をフィールド研究に還元することを目指している。

7 ）�住民主導による総合的な公衆衛生（CLTS）のアフリカ型のモデルを構築する研究：住

民主導による総合的な公衆衛生活動（CLTS）によるアフリカ型健康改善モデルの構築

について研究している。

8 ）�スリランカにおけるJICA事業への支援：スリランカでは，経済発展にともない，寿命

が伸び，それとともに生活習慣病の増加と医療費の増加が社会的問題となっている。本

分野では，スリランカにおける生活習慣病患者の実態把握のための仕組みの構築に向け

て，JICA事業に協力している。

　当分野の研究は， ₁）「生態系と感染症」の関係を研究するユニット， ₂）「環境や気候変

動と感染症」の関係を研究するユニット， ₃）「時間軸のなかでの感染症」を再構築し研究

するユニット， ₄）「歴史感染症学」を研究するユニットに大きく分かれる。 そうした研究

ユニットを貫く共通概念を，「空間軸」と「時間軸」に置く。空間的広がりと時間的広がり

のなかで，感染症流行の様相を比較し，その多様性を理解する。 あるいは，そうした広がり

のなかにおける，微生物の遺伝的多様性を，適応・進化といった側面から理解することを目

指す研究である。具体的には，実地疫学，分子疫学，統計・数理モデリング，微量DNAの

検出技術，次世代シーケンサー，バイオインフォマティクス，分子進化学を駆使し，多種多

様なアプローチによって解析の糸口を探る。このような自然科学研究に，文献資料に基づく

歴史学的アプローチを加え，双方が共通の課題に取り組むことで，生物と社会の関係につい

て広く理解することが可能となる。　

　もうひとつの柱である社会貢献は，分野の特性から国際貢献を行うことを目指す。企業に

「企業の社会的責任（CSR: Corporate Social Responsibility）」という言葉があるように，大学

にも社会的責任があると考える。 当分野における社会的責任の一つが，国際貢献であると考

₄．１0　国際保健学分野
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える。国際貢献としては，以下の ₃つのことを行う。第一に政策提言，第二に現場における

開発協力，第三に緊急援助等である。こうした取り組みを通して国際社会への貢献を行う。

【研究活動について】

Ⅰ．病原体の分子進化，感染自然史

₁ ）STLV-1の感染自然史

　ヒトT細胞白血病ウイルス（HTLV-1）に近縁なサルT細胞白血病ウイルス（STLV-1）

の感染自然史の解明を目指している。これまでに得られた疫学情報の分析から，群によっ

ては陽性率がしばしば50％を超えることが明らかとなり，さらに，HTLV-1とは異なり，

母子感染よりも性成熟以降の水平感染によって高い陽性率が維持されている可能性が示

唆された。宿主の変化によって病原体の伝播・拡散戦略はダイナミックに変化し，病原

性さえも変化しうる。本課題ではHTLV-1とSTLV-1をそうした変化を知るための ₁つの

モデルとして捉え，その違いをより詳細に調べていく。

₂）動物感染症，人獣共通感染症の循環と生態学的理解

　病原性の獲得は本質的には生物戦略であり，自然環境下における宿主と病原体の関係

がどのような生態的バランスにおいて発生，変化しているのかを理解することが重要で

ある。ヒトの病原体と自然環境の接点は人獣共通感染症にあり，さらには野生動物にお

いて循環・定着している感染症とその病原体を知ることが，そうした現象理解への新た

な糸口になる。本課題では，抗酸菌種や下痢原性大腸菌群の病原遺伝子，宿主スペクト

ルおよびその病原性を研究対象とし，途上国との連携やフィールド調査，症例分析を通

して病原体の分離同定，遺伝的多様性解析を行っている。

₃）日本における結核菌の遺伝的特異性とその来歴

　結核菌は結核患者の咳などによって拡散する病原体である。結核菌には複数の系統群

が存在しており，それぞれの系統群が地域特異的に定着している。東アジアでは「北京型」

と呼ばれる系統群が定着しており，わが国では分離株の約 ₈割が同群に属している。こ

の中で，「祖先型」と細分類された亜系統群は日本において優先的に分離されることが

知られているが，周辺国を含めて分離例が少ないことから，日本固有の疫学的背景や何

らかの適応進化がその理由として考えられる。本課題では，現代株の比較ゲノムと分子

進化，過去の結核患者の古病理標本を材料とした微量DNAの調査分析，歴史学的調査

といった多角的アプローチにより，日本における結核菌のルーツと履歴を検証し，さら

にはそれが現代に及ぼす影響を探る。
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₄ ）文献史料を用いた感染症流行の再現

　おもに文献史料を用いて過去数百年における日本の感染症流行状況の再現を行う。対

象としては，江戸時代の天然痘，明治時代のコレラ，戦前から戦後にかけての結核，戦

後直後の三日熱マラリアなど，日本社会に多大な影響をもたらした事例を取りあげてい

る。過去の感染症流行については，いずれも歴史学ないしは社会経済史など，文献史料

のみを用いて，人文・社会科学的手法によって研究されてきた。本分野では，天然痘に

ついては数理疫学による伝播パターンの追求，結核については遺伝型別に基づく結核菌

の分子疫学研究などを，文献史料の分析と合わせて用いることで，過去の感染症流行の

実態に迫ることを目指している。

Ⅱ．寒冷高地への適応と生活習慣病に関する疫学研究

　中国西北部（四川省，青海省，チベット自治区）およびネパール北部の海抜3500mを超え

る高地居住者の間で問題となっている肥満，糖尿病，高血圧などの生活習慣病が，どのよう

な原因に基づくものであるのかを疫学的に解明することが目的である。

　長期的な視野に基づき，次の二つの点から本問題にアプローチしている。第一に，伝統的

に継承されてきた塩分多量摂取という歴史文化的適応が，結果的に現代の生活習慣病を増加

させる要因となっていないかという点である。第二は，数千年に及ぶ高地居住のなかで蓄積

された遺伝的変化，すなわち身体的適応と，生活習慣病との関係である。本研究では，これ

らについて，現地住民の食生活調査および身体計測によりデータを採取する。

　本研究では，高地居住者が，歴史文化的および遺伝子的適応をどのように行ってきたのか

を踏まえ，これらが生活習慣病を増幅させる要因となっていないかを疫学的に明らかにする。

その上で，高地居住者にとってどのような健康増進の方法が望ましいのかを考えたい。

Ⅲ．結核分子疫学に基づく伝搬経路推定

　結核分子疫学は，結核菌の遺伝的多様性をマーカーとして患者由来株の異同または相同性

を判定し，感染源や伝搬経路を推定することを目的とする。

　本邦では，東アジア地域の定着株である北京型結核菌において分解能が高い JATA(12)- 

VNTR型別分析が標準法として有効であり，地方衛生研究所（地衛研）を中心に普及が進め

られている。しかしながら，数十年にわたる潜伏や患者の長距離移動など，様々な理由のた

め遺伝多型解析のみでは結核の伝播経路の正確な追跡は難しく，患者情報をはじめとした多

様な疫学情報を駆使することが不可欠である。

　当分野では，₁）地衛研との連携に基づく実地疫学・遺伝多型情報の集積と活用の模索，₂）

次世代シーケンサーの活用と菌株間比較ゲノム解析による超精密な異同判定手法の確立，₃）
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統計数理モデリングによる実地疫学情報の高度活用を柱とし，結核菌伝搬経路の正確な推定

と結核公衆衛生への還元を目指している。

Ⅳ．ピロリ菌の病原性に関する研究

　本邦では，男女問わずに毎年数多くの胃ガン患者や胃ガンに起因した死亡者が報告されて

いる。胃がんを誘発する要因は多岐にわたるが，それらの中でピロリ菌が最も重要な因子で

あることが広く知られている。現状では抗生物質を用いた化学療法でピロリ菌を除去するこ

とが一般的に行われているが，他の病原細菌同様にピロリ菌も薬剤耐性菌が増加傾向にあり，

抗生物質に頼らない治療法の確立が求められている。新たな治療法や予防法などを確立する

には，ピロリ菌がどのように胃ガンなどの疾患を引き起こすのかを理解し，同時にピロリ菌

の病原因子が疾患形成における役割などを明らかにすることが重要である。

　そこで本課題ではピロリ菌の病原因子であり，胃ガンなどの疾患の形成に重要な役割を

担っていることが示唆されるVacAに着目し，ピロリ菌感染におけるVacAの役割を分子生物

学的な手法を用いて解析する。特に，ピロリ菌感染によって誘発される主病態の ₁つである

ガンの形成におけるVacAの役割を明らかにすることで，VacAの標的とした新たな治療法や

予防法などの確立を目指し，臨床面での応用も視野に入れている。

Ⅴ．特殊環境下に居住する住民の腸内細菌叢の解析

　ヒト腸管内には膨大な数や種類の微生物が存在し，常在細菌叢と呼ばれる微生物の集団を

形成しており，ヒトの健康の維持に重要な役割を担っていることが報告されている。常在細

菌叢は各人固有の構成を有しており，生活する環境や摂取する食事などに応じて細菌種の構

成が変化することが知られている。近年では，microbiomeと呼ばれる次世代シークエンサー

を用いた解析により，ヒトの腸管内や皮膚に存在する細菌種の構成が明らかになりつつある。

　当分野では，特殊環境下（高地や砂漠など）で生活する住民の常在細菌叢を明らかにする

ことで，環境適応に特徴付けられる細菌種の構成が認められるのかを検証するということを

計画している。また同時に，それら特殊環境下で生活する住民から回収した糞便サンプルを

適切に保存する方法の確立も目指す。
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　当分野では，主に感染症を媒介する昆虫の生理，生態，進化，分類及び防除について研究

を行なっている。特にアフリカと東南アジアを中心に，マラリア原虫を媒介する蚊とデング

ウイルスの媒介蚊の生態とその防除について研究を行っている。

Ⅰ．マラリア媒介蚊の防除研究

　マラリア媒介蚊の研究は，主に，西ケニアにあるフィールドで実施している。西ケニアでは，

住友化学株式会社が開発したオリセットネットを使った新しい蚊帳の効果試験を実施してい

る。オリセットネットを屋根と壁の隙間，および天井に設置することで媒介蚊の数を減らし，

子供への感染を減少させることができた。一方，殺虫剤付き蚊帳の普及に伴い，媒介蚊が殺

虫剤に対して抵抗性を持ってきていることが明らかになった。そこで，殺虫剤抵抗性を持っ

た蚊に対しても有効なオリセットプラスの効果試験を実施したところ，子供への感染につい

ても減少が見られた。併せて，殺虫剤抵抗性を持った蚊のモニターリングを続けるとともに，

媒介蚊の調査と防除試験をマラウイでも展開している。

　さらに，蚊帳の使用状況を調べたところ， ₁枚の蚊帳で ₃名以上の子供が寝ているケース

も多くみられ，蚊帳をシェアーする人数が増えると感染リスクが上がり，WHOが推奨して

いる ₁枚の蚊帳を多くとも ₂名という基準が妥当であることを実証した。今後とも蚊帳の効

果については，追従試験を継続する予定である。

Ⅱ．気候予測をもとにした感染症流行早期警戒システムの開発

　貧困が顕著な南部アフリカでは，感染症の流行が人々の生活を脅かしているが，近年の気

候変動の影響により，これまでと異なった地域や規模で感染症の流行が発生する危険性が高

くなると考えられている。

　そこで国立研究開発法人日本医療研究開発機構と独立行政法人日本国際協力機構が共同で

実施している地球規模課題対応国際科学技術協力プログラムの支援を受け，国立研究開発法

人海洋研究開発機構とともに平成25年度より，南アフリカ共和国において「南部アフリカに

おける気候予測モデルをもとにした感染症流行の早期警戒システムの構築」に取り組んで

いる。

　主に気候が流行発生に影響しているマラリアを対象に，気候変動予測モデルに様々な環境

因子の影響を加味した感染症流行予測モデルを開発し，2016-17シーズン，および 2017-18シー

ズンの大きな流行の予測に成功している。この成果をもとに，南アフリカ政府では，感染症

予報局（仮称）を目指すことになった。

₄．１１　病害動物学分野
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Ⅲ．デングウイルス媒介蚊研究

　都市開発及びグローバル化に伴うデング熱の拡大は，アフリカにおいても例外ではない。

我々はこれまで，東アフリカを中心に，デング熱媒介蚊であるネッタイシマカの亜種構成の

解析および集団遺伝学的解析を行ってきた。その結果，都市型と呼称されデング熱媒介能力

が高いと考えられるAedes aegypti aegypti（Aaa）の割合が，流行が頻発している海岸地方で

高く，他の地域では森林型と呼称され媒介能力が低いAe. aeg. formosus（Aaf）が優先していた。

東アフリカ各地の集団と東南アジアの集団を遺伝的に比較したところ，流行が発生している

モザンビーク北部およびケニア海岸地方集団，さらにモーリタリアの集団がアジアの集団と

類似していることが明らかになり，流行地の集団は大陸外から侵入した集団である可能性が

示唆された。

　デングウイルス媒介蚊の防除としては，蚊の発生場所に限定的に使用できる昆虫成長制御

剤（IGR）をもとにした新しい殺虫剤の効果試験をミャンマーとベトナムで実施している。

IGRは幼若ホルモンの成分をもとに作成されているため，昆虫以外の生物に対する影響はほ

とんどない。さらに，媒介蚊の発生場所は人工容器に限られているため，他の昆虫に対する

影響も小さいと考えられる。

　熱帯地域のみならず，地球規模で共通する健康課題の解決に導く臨床研究を推進している。

特に，呼吸器感染症，結核，HIV・エイズ，熱帯感染症等を対象とし，基盤となる病院ベー

スおよびコミュニティーベースの臨床疫学フィールドを立ち上げ，適正な研究デザインに基

づき体系的に取集した質・量ともにレベルの高い情報と検体を蓄積させ，臨床とサイエンス

をつなぐ学際的研究を実施している。また，当分野の最大の特徴は，長崎大学病院にて呼吸

器・感染症内科診療に従事していることにある。平成29年度は，国際医療センター ₁階内科

病棟・結核病棟において，入院患者197名（うち14名は結核患者）を診療する他に，院内の

他科病棟より，551症例の感染症内科診療に関するコンサルテーションを受けた。また，長

崎大学病院にて経験されたCorynebacterium ulceransによる重症肺炎を症例報告として

Emerging Infectious Diseaseに発表した（Yasuda, Emerg Infect Dis 2018）。

Ⅰ　呼吸器感染症に関する研究

　2011年 ₉ 月から2014年 ₈ 月にかけて，全国 ₄か所（北海道江別市民病院，千葉県亀田総合

病院，高知県近森病院，長崎県十善会病院）の地域拠点病院をベースに実施した全国多施設

₄．１２　臨床感染症学分野（熱研内科）
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成人肺炎前向き調査（APSG-J）由来のデータを用いた研究発表が平成29年度もあった。

　同調査から得られた呼吸器ウイルスが検出された605名（23.1%）のデータを再解析し，イ

ンフルエンザA/B重複感染は，慢性呼吸器疾患患者の肺炎死亡リスクを ₃倍以上も上昇させ

るのに対し，RSVなどのパラミクソウイルスは非慢性呼吸器疾患の肺炎患者において死亡リ

スクを下げることを示した（Katsurada, MBC Infect Dis 2017）。肺炎球菌ワクチン血清型特

異的な肺炎を診断することは，肺炎球菌ワクチン研究において重要は未解決課題である。本

研究では，当教室が開発したナノ流体リアルタイムPCRを用いたハイスループットの喀痰中

の肺炎球菌血清型定量的測定法（Sp-qPCR）と，血清型特異的尿中肺炎球菌抗原検査（UAD）

を，古典的膨化反応によって判定された血清型を，Baysian Latent class modelsを用いて比較

検討し，Sp-qPCR法が最も精度が高いことを示した（Kakiuchi, J Clin Microbiology 2018）。

システマティックレビューを実施し，肺炎球菌ワクチントライアルにおいてワクチン効果を

評価する際，肺炎の診断定義の相違によって，どのような影響を受けるかを論じた（Suzuki, 

Epidemiology and Infection 2018）。海外の呼吸器感染症研究としては，アフガニスタンの地

域拠点病院に入院した小児肺炎の高い死亡率（12.1%）と，そのほとんどが入院 ₂日以内の死

亡であること，新生児や栄養失調が死亡リスクであり，46.8%の肺炎球菌性肺炎は13価肺炎

球菌ワクチンでカバーされることを同国では始めて明らかにした論文を発表した（Zabihullah, 

Emerg Infect Dis 2017）。その他，鈴木が参画したインフルエンザワクチンの国際共同研究由

来の論文が高インパクトジャーナルに掲載された（Darvishian, Lancet Respir Med 2017）。

Ⅱ　HIV・エイズ，結核に関する研究

　これまで当分野が共同研究を実施してきた北タイランパン病院および北ベトナムバクマイ

病院HIV感染者（各442名，384名）の臨床データと，フィリピンのGeneral Hospitalに通院

するHIV感染者314名，名古屋医療センターのHIV感染者365名の臨床データを連結させたデー

タを解析し，HIV関連感染症発生頻度の多国籍比較を実施した。その結果，感染ルート，年齢・

性別，CD4を補正した後も，ニューモシスチス肺炎の発症リスクがベトナムやタイで低く，

クリプトコッカスのリスクがタイで高いことが判明，一方，サイトメガロウイルス網膜炎の

頻度に国間の差は認めなかったことを示した論文を発表した（Gangcuangco, Am J Trop Med 

Hyg 2017）。また，小児感染症学分野との共同で中部ベトナムにおけるHIV感染者のなかに

おける薬剤耐性HIVウイルスの頻度について述べた論文を発表した（Do HT, Jpn J Infect Dis 

2017）。

　我々は先行研究にて，フィリピン国立感染症病院（サンラザロ病院；以下SLH）で実施し

た後ろ向きの研究を実施したが，今回は前向き研究を実施し，同病院の結核患者466名を対
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象にTB-PCRに加え，Multiplex-PCRを用いて細菌性呼吸器病原体を検出したところ，約 ₃割

の結核患者において細菌感染を合併していること，また，これらの患者群で死亡率が上昇し

ていることが判明した（Shimazaki, Int J Tuberc Lung Dis 2018）。

Ⅲ　その他，熱帯感染症等に関する研究

　ネパールカトマンズのKanti小児病院新生児集中治療室に入院した135名の新生児を対象

に，前向き観察研究を行い，医療資源の限られた病院においても，SNAP IIやSNAP II PEといっ

た評価システムが，新生児死亡の予測に役立つことを示した（Shrestha, Trans R Soc Trop 

Med Hyg 2017）。鈴木が2014年に参画したリベリアのエボラ疫学調査から得られたデータを，

数理モデルを用いて再解析し，隔離病床の増加に加えて，住民の受療行動が流行の終息に影

響していることを示した論文が発表された（Funk S, Trans R Soc Lond B Biol Sci 2017）。熱

研小児感染症学分野との共同研究で，2001年から2012年にかけて，フィリピンマニラ市内の

病院へ入院したレプトスピラ患者数と降雨量の相関を定量的に解析し， ₂週間のタイムラグ

で両者が強く相関することを確認するとともに，洪水の関与を示した（Matsushita, PLoS 

NTD 2018）。2015年にネパールで起きた大地震後に，安全な水，衛生，上下水道が障害され

たBhaktapur郡において，被災者となった4,216名の小児を対象に，Viポリサッカライドワク

チンによる腸チフスワクチンキャンペーンを，長崎大学・Siddhi記念病院・ネパール小児科

学会が共同で実施した。この活動状況を報告した（B.G. Dhoubhadel, Int. J. of Safety and 

Security Eng., 2017）。

Ⅰ．臨床疫学に関する研究（平成29年 ₄ 月 ₁ 日～平成30年 ₃ 月31日）

▶ベトナム・カンホア県ニャチャン住民コホートを用いた小児感染症研究

　ベトナム国立衛生疫学研究所（NIHE）との共同研究。2006年，2010年，2015年にカ

ンホア県全住民（人口約35万人）を対象としたセンサスをおこない，人口・社会経済状

態の他，急性呼吸器感染症（ARI），下痢症など小児感染症罹患に関する情報を収集した。

また，2007年よりカンホア総合病院においてMultiple PCR法を用いてARI入院患者の病

原ウイルスを同定するARIサーベイランスシステムを構築した。これらデータをもとに

小児感染症データベースを作成した。平成30年 ₃ 月31日まで小児急性呼吸器感急性呼吸

器感染症の症例10,239人を登録した。

₄．１3　小児感染症学分野
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（1）ニャチャン臨床疫学フィールドを活用した小児重症肺炎研究

　ニャチャン住民コホート小児重症肺炎研究の結果を利用して，RSVの世界における

疾病負荷（ ₅ 歳未満小児において 3300（2060-5320）万回のRSV関連急性下気道疾患

エピソード，310（200-520）万回の入院エピソード ,　59600（47000-74500）の病院で

の死亡）を発表した（Lancet, 2017）。

Lancet. 2017 Sep 2;390(10098):946-958.

（2）ニャチャン臨床疫学フィールドを活用した小児重症肺炎研究

　平成27年 ₆ 月にカンホア総合病院小児科で集中治療ユニット（ICU）に入院した呼

吸器疾患症例の登録を開始。平成29年 ₃ 月までに181症例を登録。その63％が男児で

あり，およそ半数（56％）が月齢 ₆ か月未満であった。平成30年 ₈ 月までに321症例

を登録。その64％が男児，およそ半数（52％）が月齢 ₆か月未満であった。入院時に

94％は重症肺炎の症状を示し，入院時SpO2の平均値は90.2%であった。RSウイルス

（27.2%），ライノウイルスA型（29.0%）とエンテロウイルスD68やライノウイルスC

型を含む他のエンテロウイルス（35.9%）が同定された主要なウイルスであった。さ

らにベトナム小児肺炎における病原体（Pneumonia Etiological Agents in Vietnamese 

Children） を The 13th Congress of Asian Society for Pediatric Research, Hong Kong,

（2017年10月）に発表した。

（3）先天性風疹症研究 : 先天性風疹症候群を持つ小児の感覚器障害と発達遅延

　2011～2013年ベトナムの一省で出生した先天性風疹症候群小児を追跡した。2013，
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2015年に眼科，自動聴性脳幹反応検査，年齢および発達段階に関する質問票，デンバー

式発達スクリーニング検査第二版を施行。自閉症評価として乳幼児自閉症チェックリ

スト，小児自閉症評定尺度第二版を使用。20人中19人で発達スクリーニング検査の ₁

つ以上の領域に遅れを認め，13人が難聴， ₇人が眼疾患を合併していた。2015年13人

中 ₂人を自閉症と診断。児の多くが自閉症を含む発達の問題と感覚器障害を合併し早

期介入を要する。（Scientific Reports. 2017）. 

（4）中部ベトナムにおけるHIV薬剤耐性研究

　中部ベトナムにおけるHIV陽性と薬剤耐性率解明するのため高リスク群6,016人を調

査した結果97人がHIV陽性（IDUs: n = 63, 3.0%; FSWs: n = 24, 0.9%; and MSM: n = 10, 

1.0%）でした。その内40人に薬剤耐性検査を行った結果13人（32.5%）が薬剤耐性HIV

が解明された。（Jpn J Infect Dis, 2017）

Ⅱ．環境疫学に関する研究

（1）気候変動の疫学研究

　2014年に英ロンドン大学，米ハーバード大学等の研究者とともに世界29か国（日本・

英国・米国・フランス・カナダ・中国等）の研究機関を網羅するMulti-Country Multi-

City（MCC）ネットワークを構築し，514都市（図 ₁）の最大過去45年にわたる日別死

亡者数（計約8000万人），気象データ，大気汚染データを収集しデータベースを構築した。

気温と死亡の関連に関する時系列統計解析共同研究を進め，気温の変動によりもたらさ

れる過剰死亡の推定，将来の温暖化に伴う過剰死亡の予測（Lancet Planetary Health 

2017）をおこなった。また，暑熱の死亡に対する影響が年代とともに減少していること

や熱波の健康影響を報告した（Environ Health Perspect. 2017）。日本では，東日本大震災

後の節電と暑熱関連死亡との関連を報告したほか（Environ Health Perspect. 2017），過去

40年間で暑熱による死亡リスクが経時的に低減していることを明らかにした（Environ 

Health Perspect. 2018）

（2）大気汚染の疫学研究

　ソウル国立大学（韓国），国立台湾大学（台湾），复旦大学（中国），筑波大学との共

同研究により，東アジアにおける黄砂および越境大気汚染の健康影響を明らかにした（韓

国National Research Fund）（Sci Rep. 2017）。また橋爪が座長を務める環境省「黄砂の健

康影響に関する疫学研究等を行うワーキンググループ」では，長崎県で黄砂ばく露と小

児の喘息による夜間救急外来受診の関連を明らかにしたほか，喘息患児の呼吸機能と黄

― 52 ―



砂ばく露に関する疫学研究を進めた。さらに長崎市における粒子状大気汚染物質の化学

組成と呼吸器疾患との疫学的関連について長崎県環境保健センターとの共同研究を進め

た。また，東南アジアにおける越境大気汚染ヘイズの健康影響を明らかにするため，宇

宙航空研究開発機構（JAXA），英ロンドン大学，インドネシア大学等と共同で衛星観測

データを用いたモデル開発に関する研究を開始した。

図 ₁　Multi-Country Multi-City（MCC）データに含まれる都市と気温分布

　　　（Lancet Planetary Health 2017）

　臨床開発学分野は世界保健機関WHO決議事項（WHA61.21）である公衆衛生とイノベーショ

ンと知的財産権におけるグローバル戦略に応えるべく2011年度より新設された。この決議は

実際に公衆衛生上のニーズに見合った医薬品の研究開発を促進することで，特に開発が遅れ

ている発展途上国に偏ってみられる病気に対する医薬品開発を適正な規模で行うようにとい

う趣旨でなされた。また，本分野は日本の文部科学（MEXT）の特別の援助によって設置され，

この分野の研究開発プロジェクトや人材育成プログラムが軌道に乗るまで継続して特別の支

援を受けることとなった。

　客員教授Kesara Na-Bangchang（タイ）が共同研究者として度々長崎大学を訪れている。

₄．１4　臨床開発学分野
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【研究活動】

Research�Activities�(April�2017-March�2018)

Ⅰ．�Improved�pregnant�women’s�understanding�of� research� information�by�an�enhanced�

informed�consent�form:�a�randomized-controlled�study�nested�in�neonatal�research.��

The SIDCER ICF significantly improved the understanding of pregnant women, particularly 

among those with lower level of education.  The results of this study has been published in the 

Arch Dis Child Fetal Neonal Ed 2018;103:F403-F407.  

Ⅱ．�A� randomized-controlled� study� of� SIDCER� informed� consent� form� and� the�

conventional�informed�consent�form�in�understanding�of�research�information�among�

parents�of�Thalassemia�children.

The study was completed, data have been analyzed, paper is being submitted for publication.  

The results support the findings in other studies in different setting. It suggests that SIDCER 

ICF methodology is applicable and effective in pediatric research requiring parental permission.

Ⅲ．�The�development� of�Khod�Kamao� formulation� as� oral� administration� for�Anti-

cholangiocarcinoma

The optimal condition of the formulation was established and validated.  The application for 

Patent in Thailand of this formulation was submitted.  The MOU between the development 

Team and the pharmaceutical were signed.

Ⅳ．�The�Clinical�trial�phase�I�of�Khod�Kamao�in�Healthy�volunteers

The protocol for phase I has been approved by the Ethics committee in Vachira Hospital, 

Bangkok.  The clinical trial material (CTM) is being produced by the local pharmaceutical in 

Thailand. The Conduct of Clinical trial phase I has been delayed due to the delay of CTM 

production. The Phase I is expected to be conducted in 2019.
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Ⅴ．�Multi-center�survey�on�what� information� research�participants�would� like� to�know�in�

informed�consent�forms�in�biomedical�research�

The final data analysis was completed.  The paper has been submitted for publication.   The 

results suggest that the research participants would like to be informed of the information 

required by ethical guidelines and regulations; however, the importance of each element varied, 

e.g., risk and benefit associated with research participants were considered to be more 

important than the general nature or technical details of research.  

Ⅵ．�Attitude�towards�and�Practice�of�Authorship�Determination�in�Academic�and�Scientific�

Publication�in�Asia:�a�cross�sectional�survey

The results have been analyzed, the paper has been submitted for publication.

Ⅶ．�Documentary� research�on� the�Atractylodes� lancea� (Thumb)�DC�as�a�promising�

Candidate�for�Cholangiocarcinoma�Chemotherapeutics

The work was published in Evidence Based Complementary and Alternative  Medicine 2017, 

article ID 5929234, 16 pages.  https://Doi.org/10.1155/2017/5929234

Ⅷ．�Documentary� research:� � A�Systematic� review� on� the�PKPD�modeling� and� its�

application

The work was completed and submitted for publication. 

Teaching�Activities�(April�2017-March�2018)

Ⅰ．In�collaboration�with�the�Department�of�Immunogenetics

₁ ．A 3-day Research Ethics Workshop in May 2017

₂ ．A 2-week course on Product Development in August 2017
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Ⅱ．TMGH�course

₁ ．A  one week course on Conducting Responsible Research (Oct 2017)

₂ ．Teaching one session on WHO/TDR research

₃ ．Supervised Mrs. Renu Bhandari (MSc)

Ⅲ．Leading�program�PhD�course

₁ ．Mentored  Mr. Nattawut

₂ ．Supervised Mr. Teerachat SaeHeng

₃ ．Provided guidance to Mr. Teerachat  on the review and analyzing the PBPK Modeling 

Ⅳ．In�collaboration�with��SIDCER–�FERCAP�(April�2017-�March�2018)

₁ ．A 3-day training course for Ethics committee Surveyors 

　　a．Thailand: Bangkok (July 31-Aug5)

　　b．Philippines: Manila (Aug 10-13)

₂ ． Chairing 2  sessions at International FERCAP Conference (Nov 20-21, 2017, Delhi, 

India)

₃ ．Oral presentation at the FERCAP International Conference (Nov 21, 2017, Delhi, India)

Ⅴ．In�collaboration�with�Thammasat�University�under�MOU�with�Nagasaki�university

₁ ． Examined 3 PhD proposal defend and 2 final MSc and PhD examination at Thammasat 

University, Thailand 

₂ ． Lectured on Product Development, ethics in research and responsible research for 

MSc and PhD students at the International Medical School, Thammasat University.

₃ ． Coordinated the operational activities for the development of Herbal Medicinal Plants 

as anti-cholangiocarcinoma 

₄ ． Coordinated for the production of Khod Kamoa capsule under Thai GMP for the 

clinical trial Phase I-II that expected to be carried out in 2019 

₅ ． Coordinated with the clinical site selection for Phase I study
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Network�activities�(April�2017-March�2018)

₁ ． Continued to coordinate the network activities for the collaboration of Mahidol, 

Chulalongkorn and Khon Kaen University, SIDCER and the Middleton Foundation for 

Ethical studies (MFES) on MFES Global Fellows program.  The course is now 

established and conducted annually with partial supports from MFES and the National 

Research Council of Thailand. 

₂ ． Coordinated with FERCAP and Khon Kaen University on the development of database 

software for the operation of ethics committees and FERCAP recognition program. 

Social�activities�(April�2017-�March�2018)

₁ ． Coordinator for Strategic Initiative for Developing Capacity in Ethical Review (SIDCER) 

₂ ． Secretariat team Member for the FERCAP (Forum of Ethical Review Committee in 

Asia and western Pacific) 

₃ ． Served as an Editor for Scientific Journal: Evidence-Based Complementary and 

Alternative Medicine,  Hindawi Publishing Corporation.

₄ ． Establishing a special issue (as Chief Editor) for the Journal of Evidence-based 

Complementary and Alternative Medicine on Herbal Medicine & Development: 

Methodologies, Challenges and Perspectives. This Special Issue intends to identify 

current issues in herbal medicine research & development in different setting, to 

examine the methodological challenges, and to discuss the regulatory and ethical 

issues that arise, both in pre-clinical research and in clinical development. The 

objective of this special issue was to examine the current state-of-the-art for herbal 

medicines R&D while identifying appropriate methodologies to address issues and 

challenges for developing herbal medicine under the acceptable scientific and ethical 

standards. 

₅ ． Served as a member of steering committee for EDCTP program on Ethics since 2016

₆ ． Served as a member of consultants for the National Research Council of Thailand on 

the establishment of an Accreditation System for Research Ethics Committees in 

Thailand since 2016

₇ ． Lectured at the Khon Kaen University (July 27-28) on Bioethics
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５　附属施設

₅．₁　アジア・アフリカ感染症研究施設

　ケニアプロジェクト拠点は，文部科学省の特別教育研究経費（連携融合事業）「新興・再

興感染症研究ネットワークの構築」（2005（平成17）年 ₉ 月）による事業として始まり，特

別経費「熱帯病・新興感染症臨床・疫学研究プログラム－アフリカと日本を結ぶ教育研究体

制の構築－」（2010（平成22）年 ₄ 月），2016（平成28）年 ₄ 月からは機能強化経費「感染症

制御に向けた研究・人材育成の連携基盤の確立－熱帯医学研究拠点からの取り組み－」（全

国共同利用・共同実施分）へと事業を引き継いで，現在に至っている。

　ケニア中央医学研究所（Kenya Medical Research Institute, KEMRI）内に事務所並びに研究

施設を設置しており，熱帯病・グローバルヘルスに関する研究と人材育成，さらには，

KEMRIとの共同研究の強化を図っている。

　2010年（平成22年） ₃月には，長崎大学アフリカ教育研究拠点も併設され，熱帯医学研究

所以外の本学組織（歯学部，水産学部，工学部および医学部保健学科，医歯薬総合大学院，

熱帯医学・グローバルヘルス研究科，多文化社会学部等）からの研究教育を支援する体制が

確立した。

　ケニアプロジェクト拠点は，下記の三つの機能を基盤に，研究教育活動を展開している。

₁． 研究ラボ機能：ナイロビの微生物病研究センター（CMR, KEMRI），ならびにKEMRI本

部敷地内に2017（平成29）年度に設置した汎アフリカ感染症研究Hubにおいて熱帯病に

対する研究・教育を実施している。 

₂ ． 地域研究機能：ビタ地区，クワレ地区の ₂か所において，人口静態動態サーベイランス

システム（Health and Demographic Surveillance System：HDSS）を運用し，疫学研究

基盤として機能させている。

₃． 病原体媒介生物（蚊，貝）のモニタリングシステム機能：ビタ地区において，媒介生物

のモニタリング調査を継続している。

【研究活動】

　ケニアプロジェクト拠点における研究活動は，ケニア人研究者との共同研究として行われ，

KEMRI（ケニア中央医学研究所）でのScientific Ethics Review Unit(SERU)での研究計画の承

₅．₁．₁　ケニアプロジェクト拠点
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認を受け，実施されている以外に，共同研究を行うケニア側研究者の所属先（ケニヤッタ国

立病院（KNH），マセノ大学，National Commission of Science Technology and Innovation 

(NACOSTI)など）それぞれ，研究計画の承認を受けて研究を実施している。平成29 年度に

継続中の研究計画は，下記の通り。

KEMRIとの研究

No 承認番号
承認
年 研究タイトル 日本主任研究者 所属

1 1088 2006 Establishment of health and demography surveillance 
systems in Kwale and Suba districts

金子　聰
M Karama 生態疫学

2 2680 2009 Utility of multiplex technology for disease diagnosis in 
laboratory and field settings

金子　聰
M Mwau 生態疫学

3 2820 2012
Factors influencing health of children under five years 
in Kwale County with emphasis on child growth , co-
morbidity and potential risks for high morbidity and 
mortality

金子　聰
V Wanjihia 生態疫学

4 3570 2017
The effect of Nutritional Counselling of Primary 
caregivers and peer support on the Nutritional status of 
children under 5 years in Kwale County

金子　聰
V Wanjihia 生態疫学

5 1934 2010
Development of a Concurrent Detection method for a 
wide range of Neglected Tropical Diseases (NTDs) in 
Africa

金子　聰
M Mwau 生態疫学

6 3633 2018 Behavioural study of Aedes aegypti aegypti and Aedes 
aegypti formosus in Kenya

二見恭子
S. Njenga 病害動物

7 3168 2016 Field evaluation of a rapid malaria diagnostic device 
with a cell microarray chip in western Kenya

皆川昇
S. Njenga 病害動物

8 2084 2011
Polyparasitsm and other major infectious diseases in 
rural settings: Prevalence and surveys in school 
children in Kwale and Mbita 

皆川　昇
S. Njenga 病害動物

9 3092 2015
Spatial and temporal dynamics of Schistosoma mansoni 
and plasmodium infections in areas around Lake 
Victoria, Mbita sub-county

皆川　昇
S. Njenga 病害動物

10 1323 2008 The study on the diarrheagenic agents as intestinal and 
invasive infections in Nairobi and Wsstern Kenya

一瀬休生
J. Nyangao

ケニア
プロジェ
クト拠点

11 2896 2013 Detection and molecular characterization of diarrhea 
viruses in environmental samples in Kenya

一瀬休生
E Wandera

ケニア
プロジェ
クト拠点

12 2916 2014
Effects of Kenya comprehensive school health program 
and health education using participatory learning and 
action-PLAa approach in primary schools in Mbita sub-
county

竹内理恵
S. Njenga

ケニア
プロジェ
クト拠点

13 3128 2015 D e v e l o p m e n t  o f  d i a g n o s t i c  m e t h o d s  a n d 
epidemiological survey of tick-borne viruses in Kenya

井上真吾
K Limbaso

ウイルス
学

14 3579 2017
Monitoring, Surveillance and Control Strategy 
Evaluation of Selected Neglected Tropical Diseases in 
Taita Taveta County, Kenya

金子　聰
M Nzou 生態疫学

15 SSC
2084 2011

Polyparasitism and other major infectious diseases in 
rural settings: Prevalence surveys in school children in 
Kwale and Mbita, Kenya

濱野真二郎
S. Njenga 寄生虫学

16 SERU
3092 2015

Spatial and temporal dynamics of Schistosoma mansoni 
and Plasmodium infections in areas around Lake 
Victoria Mbita sub-county, Kenya

濱野真二郎
S. Njenga 寄生虫学
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KNHとの研究

1
P609/
10/
2014

2014
A feasibility study of malaria elimination on islands in 
lake Victoria by mass drug administration with ACT 
and low-dose primaquine and sustained community 
directed vector control

金子　明
J. Giaka

大阪市立
大学

マセノ大学との研究

1 000492
/17 2013 Ilaramatak Area Development Program Mother to 

Mother Project
一瀬休生
C Ouma

ケニア
プロジェ
クト拠点

2 MUERC/
171/15 2015

Survey on Tsetse Flies and African Trypanosoma in 
National Parks (NPs) and Game Reserves (GRs) in 
Kenya. 

濱野真二郎
S. Njenga 寄生虫学

3
MSU/
DEPC/
MUERC/
000056/14

2014
Spatial distribution, relative abundance of host snails 
and their infection rate with Schistosoma spp. around 
transmission sites in Mbita region , Western Kenya

皆川昇
濱野真二郎

C. Owma
寄生虫学

4
MSU/
DRPI/
MUERC/
000171/15:

2015
Survey on Tsetse Flies and African trypanosoma in 
National Parks (NPs) and Game Reserves (GRs) in 
Kenya

濱野真二郎
C. Owma 寄生虫学

NACOSTIでの研究承認

1
P/14/
9119/
3490

2014
Molecular Phylogenographical studies for assessing 
expansion patterns and speciation of the sweet potato 
veevils and bigheaded ants and their parasites 

二見恭子 
M.Gikungu 病害動物

【教育活動】

　ケニアプロジェクト拠点では，リーデイングプログラムの海外研修の目的で学生（ ₂名）

を受け入れ，長崎大学THGHのMPH学生（ ₂名）をインターンシップ，フィールド研究の

ための受け入れを実施し，10月 ₄ 日から ₃ 日間P3 ワークショップも開催した（参加者：受

講者，講師合計81名）。

　また，ケニアの学部生の実習，修士学生（12名）および博士課程（₄名）の研究指導も行った。

研究活動

₁ ．ベトナム拠点を活用したデング熱対策に資する研究

（1）デングウイルスの網羅的解析による病原因子の探索と創薬開発への応用

　2017年はベトナム北部でデングウイルの大きな流行が発生し，61,450人のデング疑い患者，

₆名の死者が報告された。デング患者発生の時期も例年より早く ₅月から認められたため，

₅．₁．₂　ベトナムプロジェクト拠点
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ハノイ近郊のHa Nam省とHai Duong省でNIHEと各省の疾病予防センター（PMC）の協力

を得て，デング疑い患者からの血液採取を行った。Ha Nam省では533人のデング疑い患者か

ら検体を採取し，リアルタイムPCR診断を行いデングウイルス ₁型（DENV-1）陽性患者139

人，DENV-2陽性患者12人，DENV-3陽性 ₁ 人，DENV-4陽性 ₁ 人でジカウイルス（ZIKAV）

陽性患者は確認できなかった。今回の大流行はDENV-1が主流の流行であることが判明し，

患者血清から直接抽出したデングウイルスRNAについて次世代シーケンサー（NGS）を用

いて解析を行い，現在18症例の患者由来のDENV-1の全ゲノム解析データが得られている。

　北里研究所からの2271サンプル（第一弾ライブラリー）から ₇つの抗デング活性物質を確

認してBrefeldin　Aをはじめとする物質を同定し，一部を論文として発表した。また第二弾

化合物として2239サンプルの一次スクリーニングを開始した。

（2）デング熱重症化因子の解明とその臨床応用に関する研究

　ベンチェ県総合病院での病院コホート研究の結果，TGF-beta誘導タンパク質，血清トラン

スアミナーゼ（PLOSONE投稿中），血中遊離DNA（PLOSONE），マスト細胞メディエーター

（PLOSNTD），及びデング特異的 IgE /総 IgE（Archives of Virology印刷中）を，有望なデン

グ熱重症度マーカー候補として同定した。

　デングウイルス感染 iPS細胞由来樹状細胞を抗原提示細胞として用いて，ナイーブT細胞

から抗原特異的な活性化T細胞を誘導する in vitro実験系を樹立した。

（3）デングウイルス媒介蚊の防除介入試験と観測システムの構築

　ヒトスジシマカの系統による感染率の違いを調べるために， ₁日の間に設定温度が25℃か

ら32℃まで変動する場合と18℃から25℃まで変動する場合において長崎系統とハノイ系統に

デングウイルス I型を取り込ませたところ，ハノイ系統の方が感染率は高かった。また，ハ

ノイで採集したヒトスジシマカから強い殺虫剤抵抗性をもたらす遺伝子変異が見つかり，そ

れをホモ接合体で有する抵抗性系統を作出して殺虫試験を行ったところ，これまで見つかっ

ていた遺伝子よりも強い抵抗性をもたらすことが明らかとなった。

（4）中部ベトナムにおけるデング熱の疾病負荷と予想されるデングワクチンの影響

　住民レベルで家族内に行っているデング熱感染率を解明するためニャチャン市 Polyclinic

とTropical Medicine Hospitalからdengue NS1 陽性患者151人（index case）を登録し家族411

人を追跡調査行った。100人（24%）の家族内（NS1陽性（10），IgM陽性（76），IgG　 ₄ 倍

増加（28））にデング熱感染が確認された。本研究でデング熱 index caseから24%の家族に感

染した可能性があることを解明した。さらにニャチャン市民内のデング IgG serosurveyを
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行った。0-55歳の健康な住民500人を登録して血清デング IgG を調査した。0-5yrグループに

17%,6-15yrに45%,16-25yrに80%,26-35yrに83%,  36-55yrに90%の住民が IgG陽性になった。この

結果は住民レベルでのデング熱負荷を判断するために重要な情報である。

（5）ベトナムにおけるジカ熱の流行とジカ熱感染症による小頭症の疫学調査

　2016年10月にベトナム中央高地Dak Lak省でジカウイルス感染による小頭症の症例が確認

されたことから，NIHE，TIHE，PMCの協力を得て，血清疫学調査を行った。2016年11月か

ら2017年 ₃ 月までにKrong Buk地区の ₇ つの村落の住人846人から採血し，ZIKAV特異的

IgM-capture ELISAを用いてスクリーニングを行い，陽性検体についてプラーク減数中和試

験（PRNT）を用いてジカウイルス，DENV-1,2,3,4，及び，日本脳炎ウイルス（JEV）に対す

る特異的中和抗体価の測定を行った。 ₉ 名（1.1％）がZIKAV感染が陽性という結果で，そ

のうち ₆ 名が小頭症患児の同居家族で， ₂ 名が親戚であった。現在，846人全ての血清につ

いてZIKAV特異的PRNT（1：40）を用いてスクリーニングを行い，過去の感染状況の確認

を行っている。

₂．ベトナムにおける下痢症感染症研究

（1）ベトナムにおけるビブリオコレラの包括的な研究

　ナムディン省10地点（ ₃ヶ月おきに計 ₄ 度），タイビン省のエビ養殖池と河川20地点（夏

季に ₂度）水検体の採取し，環境中のV. choleraeのモニタリングならびにゲノム多様性の解

析を行った。ナムディン省から収集した環境水40検体中32検体（80.0%），タイビン省河川水

検体の40検体中34検体（85.0%）がV. choleraeの toxR遺伝子陽性を示し，経年比較が可能なナ

ムディン省の検体で比較すると陽性の頻度は，特に 12月， ₂ 月はそれぞれ50.0%，70.0%と低

かった。また，前年までに分離保存したナムディン省環境水由来24株の全ゲノム配列を取得

し，季節変化を含めて環境V. choleraeのゲノム動態の解析を進めている。

（2）北部ベトナムにおけるコホートを用いた下痢症感染症および腸内細菌叢に関する研究

　北部ベトナムの小児病院において抗生剤関連下痢症の疫学研究を引き続き実施した。抗生

剤投与を要する非下痢症患者群で，抗生剤投与前に採便し腸内細菌叢の解析を行う。抗生剤

を投与した後に下痢を起こした群（ケース）と起こさない群（コントロール）とで，腸内細

菌叢の比較を行うため，琉球大学，長崎大学，ベトナム国立衛生疫学研究所の倫理委員会よ

り承認を得た。実施研究者間で会議を持ち，検体収集，解析のための準備を進めた。計画の

通り，これまで収集した住民基盤下痢症検体約2,000検体の解析を進めた。その結果，同地域

では， ₅才未満の小児において下痢は年間2.5回発生する事が推定された。また，水道水を使
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用している家庭に比較して，雨水を使用している家庭に下痢が少ない。水洗式に比べて，溜

め込み式トイレを有する家庭で下痢症が多い事が推定された。ロタウイルス，ノロウイルス，

下痢原性大腸菌，クロストリジウム・ディフィシル，赤痢アメーバが多く検出され，これら

の混合感染例も多く確認された。

（3） ロタウイルスワクチンが下痢症ウイルスによる疾病負担及び流行株に与える影響に関す

る研究

　前年度に引き続き，WHO小児ロタウイルスサーベイランスネットワークによって収集し

たロタウイルス陽性検体から180検体をランダムに選択し遺伝子型の決定を行った。2017年

においてはG3P[8]（34%），G9P[8]（33%），G8P[8]（18%）が主要な流行型であり，前年と比

較するとウシロタウイルスに類似するG8P[8]型は減少，G3P[8]型とG9P[8]型は増加してい

た。また，同じサーベイランスネットワークにより収集した検体からノロウイルスの検出と

遺伝子型別の同定を行った。GII.4型（78%）が流行しており，中でも現在世界的な流行が報

告されているGII.Pe/GII/4 Sydney型とGII.P16/GII.4 Sydney型が多いことが明らかになった。

₃． ニャチャン住民コホートを用いた小児呼吸器感染症研究：小児重症肺炎・インフルエン

ザ・薬剤耐性肺炎球菌

（1）ニャチャン臨床疫学フィールドを活用した小児重症肺炎研究

　2015年 ₆ 月～2017年11月にカンホア総合病院集中治療ユニットに入院した呼吸器疾患小児

229症例を登録した。63％が男児，55％が月齢 ₆ か月未満であった。入院時に96％は重症肺

炎の症状を示し，入院時SpO2平均値は88.3%であった。RSウイルス（27.7%），ライノウイル

スA型（29.0%）とエンテロウイルス（EV）-D68やライノウイルスC型を含む他のEV（35.9%）

が同定された主要なウイルスであった。EV-D68は ₆ 症例に認めた。死亡例は13例（5.7%），

うち ₁例にEV-D68を認めた。

（2）ニャチャン臨床疫学フィールドを活用したインフルエンザ研究

　平成30年 ₃ 月17日までにカンホア総合病院に入院した呼吸器疾患小児を906例登録した。

そのうち12月 ₄ 日までに入院した583症例の鼻咽頭ぬぐい液検体で13種類の呼吸器ウイルス

に対しPCRを行い，10.3%でインフルエンザウイルス（Flu）Aウイルスを，0.5%でFluBウイ

ルスを同定した。平成29年度にH3N2遺伝子型が流行したことが確認された。NA遺伝子解析

の結果薬剤耐性遺伝子は確認されなかった。平成19年～29年にかけて登録した9327例のうち

FluA陽性は966（10.4%），うち906例に特異的PCRを用いてサブタイプ分類し，季節性H1（4.5%），

H3（40.0％），新型H1N1（25.6%），分類不能（29.6%）であった。
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（3）ニャチャン臨床疫学フィールドを活用した薬剤耐性肺炎球菌研究

　肺炎球菌ワクチン（PCV）導入前の薬剤耐性率を解明するため平成27年10月から平成28年

₉ 月まで急性小児呼吸器感染症患者から分離した肺炎球菌（Streptococcal pneumoniae）316

株をserotype とMIC検査を行った。肺炎球菌の80% は　PCVワクチンserotypes;6A/B（37%），

19F（24%），23F（12%），14（6%），19A（2%）であることが確認された。薬剤耐性MIC検査

の結果serotype19Fの33% とserotype 14の36% に Imipenem 耐性が確認された。さらに19Fの

67%にpenicillin耐性，37%にampicillin耐性があった。肺炎球菌全株にmacrolide, tetracycline, 

chloramphenicol, clindamycin, ciprofloxacinに対して高い耐性が確認された。Penicillinとmacrolide

の薬剤耐性遺伝子，pbp, mefA, ErmB遺伝子が高率に検出された（83-100%）。

₄．デング熱の地域横断的研究

（1）デングウイルスの地域横断的解析

　ベトナム，フィリピン，ミャンマー，ネパール，スリランカ，ケニア等においてデング熱

疑い患者サンプルの採取を継続し通算で約7,600検体（長崎大学のみ数）となった。また，

J-GRID　Dengue Virus Data Baseに収載されたデングゲノム情報は，全ゲノム： 215株， 構造

蛋白遺伝子：16,641レコード（うち，独自株；582株 ;　公開データベース（INSDC）からのデー

タ16059レコード，トランスクリプトーム解析：（36検体）となった。一部のデータは国立感

染研のデータベース「GenEpid-J」に格納した。また，全自動のデングウイルス準種解析プ

ログラム（NABESHIMA）の運用を開始した。

（2）デングウイルス媒介蚊のグローバルな移動と変異：対策のためのデータベース構築

　名古屋中部空港に侵入してきたネッタイシマカ成虫（雌），及び，その後，大量に発見さ

れた幼虫と成虫の遺伝子を解析したところ， 同じmtDNACOI配列のハプロタイプを持ってい

ることが分り繁殖が確認された。ベトナムの集団によくみられるkdr遺伝子の変異を持って

いたことと，マイクロサテライトによる集団遺伝解析の結果から東南アジア起源と推定され

た。南部アフリカでの調査では，分布南限は，過去の報告同様南緯33.6度付近（ポートアル

フレッド）であった。

₅．下痢症病原体データベース構築連携研究

（1）東南アジア地域における下痢症病原体データベース構築連携研究

　感染研と共同で，データベースを活用して第 ₇次コレラパンデミック株の病原因子VSP-II

を網羅的に解析し，以下の結果を得た。第 ₇次パンデミックコレラ菌は普遍的にVSP-IIを有

するとされていたが保有率は86%である事が解明された。パンデミック前半には完全型VSP-
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IIがほとんどであったが，後半には短躯型が大半となった。

₆．共同研究

　長崎大学とNIHEとの間で，本年度は合計14研究課題が共同研究として実施された。日本

国内の大学・研究機関との共同研究も活発に行われており，前述のAMED傘下の元では国立

国際医療研究センター及び結核研究所が副拠点を活用した薬剤耐性細菌，エイズ，結核を対

象とした臨床・基礎研究を，京都産業大学，鳥取大学が拠点を活用したインフルエンザ研究

を，それぞれ前プログラムより引き続いて推進している。平成28年度における京都産業大学

と鳥取大学との共同研究の成果は以下の通りである。

（1）ベトナム国内生鳥市場における鳥インフルエンザウイルスの浸潤と変異株出現の監視

　国内 ₄地域の生鳥市場のアヒルを対象とした鳥インフルエンザウイルスサーベイランスお

よび血清疫学調査を継続実施した。2014年以降に主として認められている clade2.3.4.4 H5亜

型高病原性鳥インフルエンザウイルスが依然として流行していることが分かった。分離株に

はウイルスのヒトへの適応を示唆する変異は認められず，ヒト型レセプターへの親和性も低

かった。一方で，clade 2.3.4.4 ウイルスに対する抗体を有する家禽が増加しており，この選

択圧により今後流行株の性状が変化する恐れがあり，引き続き監視が必要である。

（2）ベトナムの野鳥におけるインフルエンザウイルス感染状況の監視に関する研究

　生長市場の従業員の鳥インフルエンザへの感染状況についての抗体調査を鳥取大学と共同

で実施し，現在ベトナム北部で優勢な亜型であるH5N1，H5N6亜型に対する抗体陽性率は，

それぞれ約 ₂％，約 ₁％と低く，以前にベトナム国内で行われた調査と大きな差は見られな

かった。また，中国において人への感染報告が多数あるH7N9亜型に対しては，全て陰性であっ

た。以上より，ベトナムの生長市場の従業員への鳥インフルエンザへの感染は，広範には起

こっていないと考えられた。

（3）ベトナムにおける鳥インフルエンザウイルスの遺伝子再集合体に関する研究

　平成29年度中に新たに分離された鳥インフルエンザウイルスについて参照株の全ゲノムを

解読し，データベースに適宜登録している。新たに分離されたH5亜型高病原性鳥インフル

エンザウイルスについて，HA遺伝子はclade2.3.4.4内で複数のクラスターを形成したものの，

他のウイルスと遺伝子再集合を起こした株は認められず， ₈分節のゲノムは分離株間で比較

的近縁であった。哺乳類への病原性に関与する既知のウイルス側因子は認められず，現状ヒ

トへの感染リスクは低いと考えられる。

（4）ベトナムの野鳥における鳥インフルエンザウイルスの遺伝子再集合体の伝播に関する研究

　野鳥から分離される鳥インフルエンザウイルスの哺乳類への伝播，感染リスクを評価する

ため，H9N2亜型のプロトタイプ株と近年にベトナムの野鳥から分離されたH9N2亜型株を用
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いて，マウスへのウイルス接種実験を行った。その結果のプロトタイプ株は，マウスで継代

ができなかったのに対し，近年の野鳥分離株は，マウスで継代が可能であり，さらに，ウイ

ルスが継代によりマウスに適応し，増殖性が高まった。以上より，近年の野鳥から分離株は，

哺乳類に対しての感染性及び適応性が，高いことが示唆された。

　2017年 ₄ 月より奥村順子が着任した。前任者による地域へ開かれたミュージアムを目指し

た活動を引き継ぎ，その充実を図った。また，情報技術支援（IT）室としての機能を強化す

るとともに費用を削減し，費用対効果の増大に努めた。この他，奥村はラオスやギニアにお

いてフィールド調査を実施し研究成果をあげている。

Ⅰ．熱帯医学に関する啓発活動

　熱帯医学研究所における研究活動を中心に熱帯医学に関する地域住民の理解醸成に努め，

講義および熱帯医学ミュージアムの展示内容に関する解説の充実を図った。2017年度の来場

者数は初めて千名を超え，ことに中・高生の来場は増えている。また，海外からの見学者数

も伸びており，英語による講義や解説も提供している。

　この他に夏休みこどもイベントとしてアニサキスに関する実験を含むイベントを近隣の小

学生を対象に実施するなど，低年齢層にとっても科学に親しみやすく，好奇心を刺激する活

動を行っている。

Ⅱ．情報技術支援（IT）活動

　2017年後半より次期 ₅年間（2018年度～2022年度）の基盤整備事業に取り組んだ。過去 ₅

年間（2013年度～2017年度）の基盤整備事業に比し，2200万円以上の予算削減に成功し，本

事業の費用対効果は格段に上がった。サーバーなどの重要機器を文教の ICTメディア基盤セ

ンターの管理下に置くことで，停電時のサーバー管理の安心および安全度を上げることがで

きた。

　また，PCおよびその周辺機器の技術革新が急速に進む中，講演会演者や講義担当者が使

用する機器が多様化しており，その対応が複雑化している。予算が限られてはいるものの附

属機器およびソフトウエアの準備など，使用環境整備の充実化を図っている。

₅．₂　熱帯医学ミュージアム
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Ⅲ．�研究活動

　奥村は，感染症を人間の生活を取り巻く「環境：Eco-system」の問題として捉え，分野横

断的に影響要因を明らかにし，人々の健康推進に資する研究を行ってきた。本年度の主なテー

マは， ₂点で，「少数民族を取り巻く急速な社会環境変化と疾病罹患（ラオス）」と「エボラ

ウイルス病大流行時の住民啓発活動が人々の感染症罹患時の対応に及ぼす影響（ギニア）」

である。前者については，国際会議における口頭発表と基調講演を行い，国際誌に投稿準備

中である。また，後者についても目下，解析を行っており，その結果を国際誌に投稿する予

定である。

　共同研究室は研究所の大型の研究機器等の効率的管理と運用，および，研究所で行われて

いる研究一般を支援することを目的としている。研究所内の各分野への支援に加えて，文部

科学大臣から認定された共同利用・共同研究拠点「熱帯医学研究拠点」の国内設備として所

外からの利用にも対応している。

　分子細胞生物学ユニットは，生体分子解析及び細胞機能解析に関する教育研究にその施設

等を供するとともに，熱帯医学研究における研究に対して総合的な支援を行う事により，教

育・研究の進展に資することを目的としている。

　共同利用できる機器には，シーケンサーなどの遺伝子解析用機器，フローサイトメーター

などの細胞機能解析用機器，蛍光発光画像撮影装置などのイメージング解析用機器などに加

えて，研究一般を支援する設備として，超純水作製装置，凍結乾燥機，細胞破砕装置，マイ

クロ天秤装置，液体窒素試料保管庫，ドラフトチャンバー，低温室，暗室などが整備されて

いる。分子細胞生物学ユニットでは，これらの機器の管理・利用補助を行うと共に，共同研

究室の機器を用いて実験を行う研究者に対し，テクニカルセミナーや利用者講習会などを通

して，最新情報・技術の提供を行っている。

₅．₃　共同研究室

₅．₃．₁　分子細胞生物学ユニット
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機器リスト
　　共同機器　　 　メーカー名・機種名・型番

キャピラリーシーケンサー ABI 3730 Genetic Analyzer (48 capillaries)
ABI 3130xl Genetic Analyzer (16 capillaries)

蛍光ビーズアレイ解析機 Luminex LABScan™100 
マイクロビーズアレイシステム

マルチラベルプレートリーダー Perkin Elmer
ARVO MX-1420 蛍光発光測定用プレートリーダ
EnVision 蛍光発光測定用プレートリーダ

フローサイトメーター Becton Dickinson FACSVerse
Beckman Coulter Gallios

高感度ノンラベル・ゲノム定量解析システム
リアルタイムPCR

SEQUENOM MassARRAY®Nanodispenser
Roche Diagnostics Light Cycler®480II
ABI QuantStudio 7 Flex real time PCR

サーマルサイクラー Biometra TI Thermal cycler (384 well)
ABI GeneAmp 9700 (96well)

DNAバイオアナライザー Agilent 2100 Bioanalyzer
ルミノイメージアナライザー 富士フィルム LAS-4000EPUV mini
液体クロマトグラフ質量分析装置 日立ハイテクノロジーズ Nano Frontier eLD
DNA,RNA　自動電気泳動装置 QIAGEN QIAxcel Advanced
オールインワンタイプ蛍光顕微鏡 Keyence BZ8000
細胞破砕装置 大岳製作所　フレンチプレス
サンプル密閉式超音波破砕装置 コスモバイオ BIORAPUTOR
天秤 Mettler Toledo ミクロ天秤
分光光度計 日立ハイテクノロジーズ U3900H

＊機器の使用には，登録が必要です。機器の一部には，別途誓約書が必要なものがあります。

　光学的手法を用いて分子局在や形態の変化を静的・動的に解析することにより，病原体の

細胞への感染成立機構等を明らかにし，治療・予防法の開発に資する研究を支援している。

平成27年 ₄ 月に開設された長崎大学ニコン感染症イメージング・コアラボラトリーの管理・

利用補助を担当する。共同利用機器として，共焦点レーザー /蛍光顕微鏡（Confocal 

A1R, Nikon），イメージングフローサイトメーター（ImageStream MarkⅡ , MERCK），共焦

点レーザー /超解像度顕微鏡（LSM780/ELYRA　PS1, ZEISS），バーチャルスライドスキャ

ナ（NanoZoomerRS 2.0RS, 浜松ホトニクス）が使用可能である。

ホームページ : http://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/microscope/kiki.html

₅．₃．₂　光学顕微鏡ユニット
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　電子顕微鏡室では，感染症を引き起こすあらゆる病原体の微細構造解析のみならず，免疫

組織学的手法を含む新しい技法を取り入れ，電子顕微鏡を駆使して病原体と宿主との相互作

用を超高倍率で直接観察し，その解析を行っている。現在の主な機器は透過および走査電子

顕微鏡，超ミクロトーム，高圧急速凍結装置，真空蒸着装置，オスミウムプラズマコーター，

超音波固定装置などで，広範な電子顕微鏡レベルでの研究を行っている。

Ⅰ．電子顕微鏡を用いた主な共同研究

　●　ウイルス感染細胞の超微細形態解析（ウイルス学分野）

　●　精製ウイルスのネガティブ染色法による解析（ウイルス学分野，ウプサラ大学）

　●　バベシア原虫の超微細形態解析（原虫学分野）

　●　サルマラリア原虫及び感染赤血球の三次元微細構造解析（原虫学分野，生理学研究所）

　●　 サルマラリア原虫及び感染赤血球の免疫電顕法による局在解析（原虫学分野，獨協医

科大学）

　●　水頭症患者の鼻腔粘膜の超微細形態解析（熱研内科，長崎大学）

　●　 フォルニカータ生物のミトコンドリア関連オルガネラの免疫電顕法による局在解析

（筑波大学）

　上記のように，透過型電子顕微鏡を用いたネガティブ染色，試料ブロックの薄切の観察や

免疫染色による局在解析が主な作業となっている。

Ⅱ．電子顕微鏡室での研究

　サルマラリア原虫Plasmodium knowlesiは東南アジアに生息するマカク属サルを自然宿主と

するが，近年，同地域内でヒトにも自然感染することが次々と報告され，現在では ₄種のヒ

トマラリア原虫に続く第 ₅ 番目のヒトマラリア原虫として認識されている。さらにP. 

knowlesi感染による死亡例では臓器内血管において感染赤血球による塞栓像が観察され，ヒ

トにおけるサルマラリア重症化機序に感染赤血球の血管内皮細胞への接着が関与すると考え

られる。

　電子顕微鏡室ではヒト血管内皮細胞への接着に関わるP. knowlesi分子を同定し，感染赤血

球やヒト血管内皮細胞における局在や接着機構を解明することを目的として，分子生物学的

及び超微細形態学的研究を行っている。

₅．₃．₃　電子顕微鏡ユニット
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　熱帯医学研究所は平成14年よりナショナルバイオリソースプロジェクト事業（以下，

NBRP事業）に参画し，病原原虫リソースの収集・保存と提供を担当している。NBRP事業は，

平成26年度まで文部科学省研究振興局ライフサイエンス課の研究開発施設共用等促進補助金

が経費に充てられていたが，平成27年度から日本医療研究開発機構（AMED）に移管された。

これをうけて，本研究所直下のプロジェクト業務としてNBRP事業に取り組むこととし，同

年に熱研生物資源室を開設した。マラリア原虫，トリパノソーマ原虫，リーシュマニア原虫，

腸管寄生アメーバ，トリコモナス原虫，ランブル鞭毛虫などを主なリソースとして扱い，以

下の活動等を通じて，学内外における原虫感染症と病原原虫の研究と教育を支援している。

（1）　主な活動内容

①  病原原虫株の収集・寄託受け入れ

②　病原原虫株の保管

③　保管原虫株の品質管理および原虫由来試料や標本の作製

④　病原原虫株や原虫由来試料等の提供

⑤　国内の関連機関保有原虫株情報等の発信

（2）　平成29年度事業実績

保存原虫株数：793株

ホームページ公開株数：335株

原虫株提供数：15件

（3）　学会，広報，アウトリーチ活動

①    実物つきパネル展示「バイオリソース勢ぞろい」（平成29年12月 ₆ ～ ₈ 日，神戸国際展

示場，国立遺伝学研究所NBRP広報室主催）

②　第87回日本寄生虫学会大会（平成30年 ₃ 月17～18日，国立国際医療研究センター）

₅．₄　熱研生物資源室
（英語表記�NEKKEN�Bio-Resource�Center：NBRC）
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　世界の人口の ₈割を占める途上国や熱帯地域の貧困層に拡がる寄生虫疾患等の慢性感染症

対策には公的な支援の枠組みが必要であり，それらの感染症は，総称して「顧みられない熱

帯病（NTDs）」と呼ばれている。これらの感染症は，貧困層を中心に問題となっていること

から，新薬・診断薬の開発の市場価値が低いと見なされ，民間企業がその開発に二の足を踏

んでいる。そこで所内にこの領域の研究活動をさらに促進するメカニズムとして，産学官連

携を主体とするNTD制御のための医薬品開発研究推進するためのセンターを2016年度より

開設した。

【活動内容】

₁ ． 2017年 ₄ 月18日ジュネーブで開催されたNTD Summitに出席し，世界のNTD関連団体

等と長崎とのネットワーク構築およびそのための情報収集を行った。（金子）

₂．2017年12月一盛和世シニアアドバイザー就任。

₃． 2017年12月14日㈭　UHCforum2018　公式サイドイベントにてNTDネットワークに関す

るNTDs Japan advocacy event – “Public Debate on NTDs in Japan” –の開催。

₄． 2018年 ₂ 月20日～22日　Uniting Combat to NTDsがドイツで開催したNTD advocacy 

planning meetingに出席（金子，一盛）

【トレーニングコース】

₁ ． 2017年 ₅ 月16日㈫－18日㈭　研究倫理の国際研修コース（ETHICS）（ ₃日間）の実施。

₂． 2017年 ₈ 月22日㈫－ ₉ 月 ₂ 日㈯　「世界保健ニーズに応える医薬品開発研究ディプロマ

コース（PRD）」（10日間）の実施。

【実施セミナー】

₁ ．「WHOにおける意思決定プロセス」

　　講師：一盛和世先生 （フィラリアNTD室　ディレクター）

　　日時：2018年 ₈ 月 ₂ 日㈭　16:00～17:00

₂ ． “The Application of Nanotechnology to Drug Delivery –Emerging success stories, 

challenges and opportunities-“”

　　講師：Prof. Andrew Owen（University of Liverpool）

₅．₅　顧みられない熱帯病イノベーションセンター
（NTD�innovation�Center）
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　　日時：2017年 ₈ 月19日㈯　17:00～18:00

₃ ． “Neglected Tropical Diseases: Progress, Opportunities, Innovation and Challenge in the 

Era of Universal Health Coverage”

　　講師：Prof. David Molyneux（Senior Prof. Liverpool School of Tropical Medicine）

　　日時：2017年12月15日㈮　16:00～17:00

₄ ．「ナノポアシークエンサーの最前線」

　　講師：宮本　真理氏（㈱オックスフォード・ナノポアテクノロジー）

　　日時：2018年 ₁ 月26日㈮　17:00～18:00

₅ ． “CAM, Complementary and Alternative Medicine -focusing on YNSA, Yamamoto New Scalp 

Acupuncture”

　　講師：小出 宏先生（YNS往診専門医師）

　　日時：2018年 ₂ 月19日㈪　16:30～17:30

　現在，熱帯病の多くはその根絶，制圧に向けて対策が進められている。特にリンパ系フィ

ラリア症（LF）はWHOの率いる世界制圧プログラムのもと，蔓延国政府，ドナー，NGO，

製薬会社，大学・研究機関らによるグローバルレベルでの産官民学連携パートナーシップに

よって，人類の一大事業として，着実に制圧目標へと歩みを進めている。日本にもかつてLF

が蔓延していた時代があったが，1970年代に根絶することに成功した。このような経験を持

つ日本には，地球人としてグローバルな視野を持てる人材を育成し，世界と恊働して制圧プ

ログラムに貢献していくことが求められている。

　この目的を達成するための拠点としてフィラリアNTD室は次の ₄ 点において活動して

いる。

【活動内容】�

₁ ．情報データの収集および管理 

　　LF，NTDに関する情報およびデータを世界中から収集管理 

　　熱帯病対策に関する国内外会議・ミッションへの参加貢献 

₅．₆　フィラリア�NTD�室
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₂ ．国内外ネットワークの構築 

　　ネットワークの構築，運営 

　　パートナーシップへの日本の参加促進 

₃ ．日本国内向け情報発信，啓蒙活動 

　　熱帯病対策に関する講演，集会，メディア 

　　一般市民に向けた情報の発信，資料の展示 

₄ ．熱帯病分野の人材育成

　　大学生や専門家向けの講義，アドバイス 

　　関連資料，教材の作成

各項目に従い平成29年度の活動について報告する。

₁．情報データの収集および管理 

・PacELF endgame projectプロジェクト

日本熱帯医学会誌「Tropical Medicine and Health」に〈特集号〉「Elimination of Lymphatic 

Filariasis in the Pacific - A PacELF success」として論文 ₄編, Overview, Bibliographyを発表。

PacELF Way book No.2　出版に向けてプロジェクト進行中。

・ WHO (AFRO): The 6th Meeting of the Regional Programme Review Group for Preventive 

Chemotherapy Neglected Tropical Diseases  プログラム評価委員として出席 , 10-12 April, 

Dakar, Senegal

・ 平成29年度第一回日本熱帯医学会理事会 出席 , 6/5, 長崎大学熱帯医学研究所 , 長崎

・ 研究集会「All Japan Mosquito Symposium」開催 , 6/10, 長崎大学熱帯医学研究所 , 長崎

・ WHO (WPRO): The Seventeenth Meeting of the Regional Programme Review Group on 

Neglected Tropical Diseases in the Western Pacific 出席 , 15-16 June, Siem Reap, Cambodia

・ WHO (SEARO): Meeting of National Programme Managers for Lymphatic Filariasis and 

Soil Transmitted Helminthiasis 出席 , 20-21 June, Yangon, Myanmar

・ WHO (SEARO): Meeting of the SEA Regional Programme Review Group 出席 , 22-23 June, 

Yangon, Myanmar

・ 20年にわたるWHO太平洋地域リンパ系フィラリア症対策に関する資料を James Cook 

Universityへ寄贈。寄贈記念式典に参加 , 11 August, Australia

・ Seventh Meeting of the Preventive Chemotherapy Neglected Tropical Diseases Regional 

Programme Review Group  プログラム評価委員として出席 , 16-18 October , Berlin, 
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Germany

・ COR-NTD Meeting 2017 出席 , 3-4 November, Baltimore, USA

・ 平成29年度第二回日本熱帯医学会理事会 出席 , 11/23, 東京大学 , 東京

・ グローバルヘルス合同学会2017シンポジウム「太平洋諸島リンパ系フィラリア症制圧

（PacELF）：疾病制圧事業成功の要因とカギを探る」開催 座長として参加 , 11/25, 東京大

学 , 東京

・ グローバルヘルス合同学会2017シンポジウム「日本のNTD研究事業－その目的と成果」 

座長として参加 , 11/26, 東京大学 , 東京

・ WHO (WPRO): Binational planning between American Samoa and Samoa to accelerate 

elimination of lymphatic filariasis　出席 , 29 November-1 December, Pago Pago, American 

Samoa

・ WHO (WPRO): サモアおよびアメリカンサモアにおけるリンパ系フィラリア症制圧プロ

グラム完了までのアクションプランの作成に従事 , 4-6 December, Apia, Samoa

・ 東京都蚊媒介感染症対策会議委員に就任

₂．国内外ネットワークの構築 

・ Uniting to Combat Neglected Tropical Diseases: The 1st Neglected Tropical Diseases 

Summit出席 , 19-22 April, Geneva, Switzerland

・ UHC Forum 2017 Side event「Neglected Tropical Diseases (NTDs): Driving progress 

towards UHC」組織委員会委員長 , 12/15, 東京プリンスホテル , 東京

・ JAG NTD設立に関する意見交換のための面談 , 1/29, 東京

・ Uniting to Combat Neglected Tropical Diseases: Advocacy Planning Meeting出席 , 20-22 

February, Berlin, Germany

・ James Cook University・長崎大学NTDs共同研究に関する意見交換会議 出席 , 9 March, 

JCU,  Australia

・ JAG NTD 設立準備のための会議　出席 , 3/15, 東京

・ JICA/JOCV感染症対策AGアドバイザリー・グループ参加

・ WHOアフリカ地域LF&NTDプログラム評価委員として活動

・ 長崎大学熱帯医学研究所NTDiセンター・シニアアドバイザーとして活動

₃．日本国内向け情報発信，啓蒙活動 

・ 世界モスキートデイ2017イベント－蚊と蚊がもたらす病気について知ろう－ 「大人の蚊

学講座」開催 , 6/10, 長崎大学
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・ 世界モスキートデイ2017イベント－昼の蚊と夜の蚊－ 「親子蚊学入門」開催 , 7/28, 長崎

大学

・ 世界モスキートデイ2017イベント－昼の蚊と夜の蚊－ 「子ども蚊学教室」開催 , 8/4, 長

崎大学

・ 「蚊のはなし」発刊（朝倉書店）　第 ₆章蚊のうつす病気6.1マラリア6.2フィラリア症 執筆 , 

8/20

・ 国際保健医療学会誌「Journal of International Health」（33巻 ₁ 号）に論文発表

　 「世界リンパ系フィラリア症制圧計画（Global Programme to Eliminate Lymphatic Filariasis 

: GPELF）の政策の枠組み～ゴールの設定と道筋～」

・ ランチタイムセミナー開催 , 毎月第 ₃金曜日 , 長崎大学 , 長崎

₄．熱帯病分野の人材育成 

・ 長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科熱帯医学コース「WHO NTD　

Program」，5/16, 長崎大学

・ 長崎大学熱帯医学研究所熱帯医学研修課程「WHO顧みられない熱帯病対策」，5/18, 長

崎大学

・ 「おわりのはじまり－リンパ系フィラリア症制圧 日本から世界へ－」DVD 出演，監修

・一盛和世フィラリアサロン（全 ₄回）開催 , 長崎大学

第一回　「リンパ系フィラリア症」，5/15

第二回　「英国」，5/16

第三回　「アフリカ」，5/16

第四回　「太平洋」，5/17

・ 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科博士課程教育リーディングプログラム「Leadership 

Development」，10/23-24, 長崎大学

・ グローバルヘルス合同学会2017自由集会「WHOでの意思決定に関するプロセスについ

て」開催 , 11/26, 東京大学 , 東京

　以下の趣旨，目的のもと，熱帯医学研究所人道支援調整室（以下に概要）が2016年に設置

された。初代室長は国際保健学分野の山本が併任することとなった。設置後，熱帯医学研究

₅．₇　人道支援調整室
（Office�of�Coordination�for�Humanitarian�Affairs）
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所からは，2016年 ₄ 月に発生した熊本地震後の人道支援ニーズ把握及び支援のため人員を派

遣し，またアフリカコンゴ民主共和国で流行が見られた黄熱病へ国際緊急援助隊感染症チー

ムの一員として人員を派遣した。現在，JICA国際緊急援助隊に感染症対策チームが設立され，

その支援委員会へ委員として森田教授が，公衆衛生対応班班長として山本がその任務にあ

たっている。

（趣旨）

　熱帯医学研究所内に熱帯医学研究所人道支援調整室を置く。

（目的）

　人道支援室は，主として熱帯地域，開発途上国，あるいは我が国を含むその他の国，地域

において発生した大規模災害（自然災害，人為的災害等）に対して，緊急支援活動を行うと

ともに，支援活動に携わる人材の育成，研究，国内外ネットワークの拠点となることを目的

とする。

（概要）

₁． 人道支援調整室は熱研内に設置する。

₂． ₁ 名の兼任室長（教授），その下に事務局を置く。

₃． 上記目的に関する，情報収集，発信，国内及び国際的ネットワークの構築，研究等を行

うと同時に，機動的に人的貢献を行う。

（背景）

　長崎大学熱帯医学研究所は，2010年のハイチ大地震，及び同年のハイチのコレラ大流行，

2011年の東日本大震災，2014年の西アフリカにおけるエボラ出血熱の流行，2015年のネパー

ル大地震等に，所員を派遣しており，人道支援分野における国内リーディング機関の一つと

なっている。

　独立行政法人国際協力機構（JICA）は，2014年に西アフリカで発生したエボラ出血熱の発

生等を受け，感染症対策チームの設立を2015年10月に決定した。国際緊急援助隊感染症対策

チーム（注 ₁）の国内支援には，東北大学，国立感染症研究所，国立国際医療研究センター

と共に，長崎大学が積極的に参加することとなった。

　熱帯医学研究所人道支援調整室を置く要請が高まっている。

（注 ₁）大規模自然災害に対して国際緊急援助を行うにあたって，JICAは，国際緊急援助隊

派遣，緊急援助物資の供与，緊急無償資金供与の ₃つのスキームを有している。国際緊急援

助隊は，「国際緊急援助隊の派遣に関する法律（昭和62年公布・施行）」にもとづき派遣される。

緊急援助隊は，救助チーム，医療チーム，専門家チーム，自衛隊から構成されていたが，そ

こに感染症対策チームが加わった。
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６　特別事業費による事業

₆．₁　熱帯医学研修課程

　平成30年度（第41回）熱帯医学研修課程は，平成30年 ₄ 月 ₂ 日から ₆月29日まで ₃ヵ月間

にわたり21名の参加者で実施された。受講者の職種内訳は医師 ₇名，看護師11名（医師・看

護師の免許を有するもの ₁ 名），薬剤師 ₂ 名，その他 ₁ 名（女性14名，男性 ₇ 名）であり，

昭和53年度の第 ₁回から平成28年度までの修了生の総数は527名となった。

Ⅰ．カリキュラム

　本年度カリキュラムも前年度同様，分野横断的な理解を促す目的で，熱帯医学分野（総論・

各論，実習，臨床歴学）と実務的分野（国際保健・国際協力等の専門家による講義） を織り

交ぜながら配置した。

　今年度の特徴として

₁）全体の講義時間数の減少

　講義数が年々増加し時間割が多忙になりすぎていたことを受け，見直しを行い，後半の

授業コマ数を減らし，自習時間の充実を図る時間割を作成した。

₂）シラバスの充実

　今年度も前年度と同様の編集方針で作成した。各講義のポイントを見開き左ページに置

き，右ページに中心的スライド ₄～ ₆枚を配するレイアウトは研修生の理解や予習や復習を

助けた。また，講師紹介欄の充実を図り講師と研修生の交流をより可能にする構成とした。

₃）講義録画システムによる復習

　グローバルヘルス総合研究棟の講義室には，講義録画システムが設置され，ほぼ全講義

の収録を行っている。平成28年 ₅ 月から導入した視聴ログインシステム（Argos view 

system）により，研修生がその復習に録画視聴を積極的に活用していることが確認できた。

Ⅱ．試験

　平成17年度（第28回）より導入した学科試験を今年度も実施した。所内の各分野に ₄ - ₆ 問

の作成を依頼し，計50問の選択試験問題を出題した。全体の平均得点は67.0点であった。
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Ⅲ．研修生による評価と全体まとめ

　全講義及び試験終了後の ₆ 月28日に研修課程研修生による評価をワークショップ形式で

行った。カリキュラム構成，授業及び実習内容，時間数，難易度，就学支援体制等が，その

多くは良好な評価であった。また，前年秋に開講した熱帯医学グローバルヘルス研究科の修

士課程学生（30名）と教室また自習室などを共有する機会が多く， それぞれの経験を共有し，

刺激しあう場面が多く見ることができた。

Ⅳ．フォローアップ研修「第 8回リフレッシャー講座」開講

　同研修課程修了者の再研修を目的に，第 ₈回リフレッシャー講座を，平成30年12月 ₈ 日と

₉ 日に，東京都のミカサエコーフォーラムにて開催した（受講65名）。熱研内部講師 ₉名に

よるそれぞれ ₁時間の各分野のアップデート講義が行われた。今回も前年と同様，短期間で

定員を超す応募があり，熱帯医学の学習の需要が高いことが伺われた。

 （文責：教育室　阪下健太郎）

― 78 ―



７　外部資金による研究

₇．₁　文部科学省科学研究費補助金（平成２9年度）
研究種目 職名・研究者名 研究経費

（千円）
間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

基盤研究（A）教　授・金　子　　　修 12,600 3,780 三日熱マラリア原虫の休眠現象とその多様性 27～29年度

基盤研究（A）教　授・平　山　謙　二 9,300 2,790
慢性シャーガス病の合併症早期予
測因子の探索　－ボリビアコホー
ト研究

28～32年度

基盤研究（A）教　授・濱　野　真二郎 7,300 2,190
ヴィクトリア湖湖畔における住血
吸虫伝搬ダイナミクスと環境モニ
タリング

29～32年度

基盤研究（A）教　授・金　子　　　聰 6,100 1,830
アフリカにおける地域特性を考慮
した乳幼児の健康改善モデル構築
に関する疫学研究

25～29年度

基盤研究（A）教　授・有　吉　紅　也 4,400 1,320
ベトナム中部に確立した出生コ
ホートの拡充による小児重症疾患
の総合的なリスク評価

25～29年度

基盤研究（B）講　師・菊　池　三穂子 3,100 930
フィリピンの住血吸虫性肝線維化
症ハイリスク集団における早期診
断及び予防法の確立

27～30年度

基盤研究（B）准教授・和　田　崇　之 1,600 480 アジア・オセアニアにおける病原性抗酸菌の浸淫度調査 27～30年度

基盤研究（B）准教授・藤　井　仁　人 2,200 660
マルチプレックス法と流行地住民
コホートを用いたマラリア・ワク
チン候補抗原の発掘

27～29年度

基盤研究（B）教　授・一　瀬　休　生 2,600 780 ロタウイルス感染症の疫学と感染モード解明に関する研究 27～29年度

基盤研究（B）准教授・早　坂　大　輔 3,100 930
マウスモデルを用いたウイルス感
染病態の分子イメージングダイナ
ミクス解析

28～31年度

基盤研究（B）教　授・金　子　　　修 4,000 1,200 マラリア原虫の赤血球侵入期におけるシグナルカスケード 28～30年度

基盤研究（B）助　教・麻　田　正　仁 4,300 1,290 タイにおけるスイギュウマラリアの分子疫学並びにその病原性解析 28～30年度

基盤研究（B）講　師・上　村　春　樹 4,900 1,470
熱帯熱マラリアに対するACTの有
効性と薬剤耐性関連遺伝子多型の
解析

28～30年度

基盤研究（B）准教授・ NGUYEN HUY TIEN 5,000 1,500
Effects  and Safe ty  o f  Ora l  Mast  Cel ls 
Stabilization Therapy in Early Dengue Patients: 
A Randomized, Placebo-Controlled Trial

28～30年度

基盤研究（B）教　授・平　山　謙　二 5,300 1,590 HLA結合抗原ペプチド変異はヒト
マラリア感染免疫を変化させるか 29～31年度

基盤研究（B）准教授・和　田　崇　之 5,800 1,740 患者地理情報と病原体遺伝子情報を駆使した結核伝播経路追跡 29～31年度
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研究種目 職名・研究者名 研究経費
（千円）

間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

基盤研究（B）教　授・山　本　太　郎 3,800 1,140
中国及びネパール高地における適
応と肥満，糖尿病とヒト腸内細菌
多様性に関する研究

29～32年度

基盤研究（B）准教授・早　坂　大　輔 4,200 1,260 ケニア共和国におけるマダニ媒介感染症の疫学調査 29～32年度

基盤研究（B）教　授・奥　村　順　子 2,600 780
ラオス中南部における少数民族の
健康希求行動は乳児死亡の地域間
格差をもたらすか

25～29年度

基盤研究（C）助　教・坂　口　美亜子 1,200 360 サルマラリア原虫が感染したヒト赤血球の微細構造と接着能の解析 27～29年度

基盤研究（C）講　師・菊　池　三穂子 1,100 330
マイクロRNA発現動態を指標と
した住血吸虫生肝線維化症病態の
解明

27～29年度

基盤研究（C）助　教・矢　幡　一　英 1,000 300 マラリア原虫における赤血球密着接合分子の機能解析 27～29年度

基盤研究（C）助　教・竹　村　太地郎 1,200 360 CRISPRの解析を通したV.cholerae
病原株出現と拡散機構の解明 27～29年度

基盤研究（C）助　教・鈴　木　　　基 1,100 330
乳幼児期の呼吸器感染症にみられ
る病原体干渉の解明：ベトナム中
南部出生コホート研究

27～29年度

基盤研究（C）助　教・竹　内　理　恵 800 240
途上国における健康教育の一般教
科への統合内容分析－衛生教育へ
の宗教の影響

28～30年度

基盤研究（C）助　教・麻　田　正　仁 1,200 360 バベシア原虫メロゾイト滑走運動機構の解明 28～30年度

基盤研究（C）助　教・加　藤　健太郎 1,600 480 腸管寄生原虫の病原性発現機構の解明 28～30年度

基盤研究（C）助　教・中　野　政　之 1,100 330 ピロリ菌VacAの宿主受容体を基
盤とした病原メカニズムの解析 28～30年度

基盤研究（C）客員研究員・森　　正彦 1,200 360 アジア発の抗HIV免疫情報同定及
び国際HIVワクチン開発への応用 28～30年度

基盤研究（C）准教授・森　本　浩之輔 1,100 330
肺胞マクロファージの小胞体スト
レスは肺線維化の治療ターゲット
となりうるか

28～30年度

基盤研究（C）助　教・市　川　智　生 1,100 330
戦前日本の結核に関する歴史疫学
研究―罹患情報に基づく蔓延状況
の再現―

29～31年度

若手研究（B）助　教・山　下　嘉　郎 800 240
IGRAsを越える次世代結核診断法
確立へ-結核特異的CD4陽性T細胞
の臨床研究

27～29年度

若手研究（B）助　教・園　田　梨　沙 1,500 450
腸赤痢アメーバ症の慢性化と重症
化におけるグループ ₂自然リンパ
球の機能解明

28～29年度

若手研究（B）助 教・KIM YOONHEE 700 210
Global Perspectives of Seasonal 
Changes of Suicide and Associations 
between Suicide and Weather

28～30年度

― 80 ―



研究種目 職名・研究者名 研究経費
（千円）

間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

若手研究（B）准教授・ Culleton Richard Lei 1,200 360
St imula t ing  the  hos t  inna te 
immune response to fight the early 
stages of malaria infection

28～29年度

若手研究（B）助　教・黒　崎　陽　平 1,200 360 西アフリカにおけるエボラウイルス病疑似症例の感染疫学研究 28～29年度

若手研究（B）助　教・浦　田　秀　造 1,600 480 ウイルス粒子形成・出芽機構の多様性解析 29～30年度

若手研究（B）助　教・樋　泉　道　子 2,400 720 ベトナムにおける百日咳発生パターンと乳児への感染リスク 29～31年度

若手研究（B）助　教・阿　部　　　遥 1,600 480
アフリカにおけるウイルス性感染
症の迅速検出法開発と大規模疫学
的解析

29～30年度

若手研究（B）客員研究員・北庄司絵美 1,800 540
フィリピン　マニラにおけるレプ
トスピラ症の病態解明と包括的マ
ネジメント法の確立

29～31年度

挑戦的研究
（ 萌 芽 ）教　授・金　子　　　修 1,800 540 抗原性強化弱毒サルマラリア生ワクチン開発に向けた研究 29～30年度

挑戦的萌芽
研 究 助　教・水　上　修　作 900 270

HLA組換えマウスを用いたCD8陽
性T細胞のデングウイルス防御免
疫への関与検討

28～30年度

国際共同研究
強 化 助　教・矢　幡　一　英 11,200 3,360

赤血球侵入型マラリア原虫の滑走
運動と赤血球侵入機構（国際共同
研究強化）

28～30年度

特別研究員
奨 励 費 客員研究員・吉川　禄助 1,100 330 ヒト高病原性新型ブニヤウイルスの病原性発現メカニズムの解明

（27）28～29
年度

特別研究員
奨 励 費
（ 外 国 人 ）

教　授・金　子　　　修 1,100 0
バベシア原虫による宿主赤血球修
飾分子の同定とその輸送機構の解
析

28～29年度

基盤研究（A）助　教・市　川　智　生 300 90
20世紀日本の長期療養型疾患の歴
史－ハンセン病・精神疾患・結核
の比較総合的検討

研究分担者

基盤研究（A）教　授・皆　川　　　昇 100 30
ビクトリア湖島嶼マラリア撲滅：
プリマキン使用による集団治療と
ヒト・原虫多様性

研究分担者

基盤研究（A）教　授・金　子　　　修 400 120
ビクトリア湖島嶼マラリア撲滅：
プリマキン使用による集団治療と
ヒト・原虫多様性

研究分担者

基盤研究（A）教　授・平　山　謙　二 100 30
ビクトリア湖島嶼マラリア撲滅：
プリマキン使用による集団治療と
ヒト・原虫多様性

研究分担者

基盤研究（B）教　授・平　山　謙　二 800 240 in silico と in vitro の融合による
トリパノソーマ原虫治療薬探索 研究分担者

基盤研究（B）助　教・市　川　智　生 100 30
日米医学協力計画（1965～90年）と
JICAによるフィリピンへの医療
援助

研究分担者

基盤研究（B）教　授・濱　野　真二郎 200 60
リーシュマニア症ワクチン開発に
向けた宿主免疫記憶機構の包括的
解明

研究分担者
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研究種目 職名・研究者名 研究経費
（千円）

間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

基盤研究（B）教　授・濱　野　真二郎 200 60
省力的空間分布把握システムによ
る糸状虫症根絶の確認と再燃の早
期発見

研究分担者

基盤研究（B）助　教・砂　原　俊　彦 100 30
ハマダラカ唾液抗体価を指標とし
た「マラリア感染危険度」評価法の
開発

研究分担者

基盤研究（B）助　教・竹　村　太地郎 400 120 コレラ菌から地球規模での水の衛生微生物学的安全性を保障する 研究分担者

基盤研究（B）助　教・市　川　智　生 800 240
ドイツ日本関係史料による新しい
明治日本理解の構築：外交と国家
形成

研究分担者

基盤研究（B）教　授・濱　野　真二郎 1,400 420
バングラデシュにおけるポスト・
カラ・アザール皮膚リーシュマニ
ア症新規診断法の検証

研究分担者

基盤研究（B）講　師・上　村　春　樹 1,500 450 マラリア予防薬でマラリアは予防できるのか？ 研究分担者

基盤研究（B）教　授・濱　野　真二郎 500 150
潜在性結核の検出と，結核の発症
予知技術の確立を目指した，ケニ
ア国における調査研究

研究分担者

基盤研究（B）教　授・金　子　　　聰 30 9
デング熱の実態把握と環境負荷の
ない地域対策の無作為化比較試験
による評価

研究分担者

基盤研究（B）准教授・藤　井　仁　人 30 9
デング熱の実態把握と環境負荷の
ない地域対策の無作為化比較試験
による評価

研究分担者

基盤研究（C）准教授・和　田　崇　之 100 30 高まん延多剤耐性結核菌株のゲノム解析による高病原因子の探索 研究分担者

基盤研究（C）准教授・川　田　　　均 400 120 疾病媒介蚊の殺虫剤抵抗性獲得メカニズム解明 研究分担者

挑戦的萌芽
研 究 准教授・森　本　浩之輔 100 30

ips細胞を用いた家族性間質性肺
炎由来肺胞上皮細胞の解析による
肺線維化機構の解明

研究分担者

合　計 64件 142,360 42,378
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₇．₂　受託研究費等（平成２9年度）
₇．₂．₁　受託研究
相 手 先 職名・氏名 課　　題　　名 直接経費

（千円）　
間接経費（千円）
大学全体 備　考

国 立 研 究
開 発 法 人
日 本 医 療
研 究 開 発
機 構

教　授・皆　川　　　昇
南部アフリカにおける気候予測モ
デルをもとにした感染症流行の早
期警戒システムの構築

13,464 4,039

教　授・安　田　二　朗
公衆衛生上問題となっているウイ
ルス感染症の把握と実験室診断法
の確立プロジェクト

25,440 7,632

教　授・平　山　謙　二
マラリアワクチン候補分子トランス
アミダーゼ様分子のヒトマラリアで
の抗原性および遺伝子多様性の解析

8,060 2,418

准教授・モイ　メンリン
ミャンマーで流行している乳幼児
～大人及び重症デングにおけるウ
イルス遺伝子の多様性解析

9,040 2,712

准教授・モイ　メンリン
国内侵入・流行が危惧される昆虫
媒介性ウイルス感染症に対する総
合的対策に資する開発研究

2,307 692

教　授・森　田　公　一
国内侵入・流行が危惧される昆虫
媒介性ウイルス感染症に対する総
合的対策に資する開発研究

1,538 461

教　授・森　田　公　一
重症熱性血小板減少症候群（SFTS）に対
する診断・治療・予防法の開発及びヒト
への感染リスクの解明等に関する研究

2,770 831

教　授・安　田　二　朗
国内侵入・流行が危惧される昆虫
媒介性ウイルス感染症に対する総
合的対策に資する開発研究

2,307 692

教　授・安　田　二　朗
我が国における高病原性病原体取
扱い者の安全を確保するための研
究

1,400 420

准教授・森　本　浩之輔
ワクチンによって予防可能な疾患
のサーベイランス強化と新規ワク
チンの創出等に関する研究

769 230

助　教・比　嘉　由紀子 新興・再興感染症を媒介する節足
動物の対策に関する研究 1,000 300

教　授・金　子　　　修
Establishment of a novel in vitro system to assess 
Plasmodium vivax hypnozoites and its application 
for the metabolomic and pharmacological analysis

1,230 369

教　授・平　山　謙　二
アカデミア創薬プラットフォーム
を活用した抗マラリア薬の探索研
究

11,250 0

教　授・安　田　二　朗
ウイルス性出血熱に対する治療・
診断・予防法等の開発に向けた研
究

9,903 2,956
研究代表機関は
学校法人聖路加
国際大学

准教授・森　本　浩之輔
自己免疫性肺胞蛋白症に対する酵
母由来組換えGM-CSF吸入の多施
設共同医師主導治験

4,519 1,355
研究代表機関は
国立大学法人新
潟大学

准教授・森　本　浩之輔
肺胞蛋白症診療に直結するエビデ
ンス創出研究：重症難治例の診断
治療管理

153 46
研究代表機関は国立
病院機構近畿中央胸
部疾患センター

助　教・和　田　崇　之
結核の診断及び治療の強化等に関
する革新的な手法の開発に関する
研究

1,385 415
研究代表機関は公
益財団法人結核予
防会結核研究所
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相 手 先 職名・氏名 課　　題　　名 直接経費
（千円）　

間接経費（千円）
大学全体 備　考

国 立 研 究
開 発 法 人
日 本 医 療
研 究 開 発
機 構

教　授・濱　野　真二郎
赤痢アメーバ“含硫脂質代謝”を標
的とする阻害剤探索－全容解明と
治療薬開発にむけて－

4,000 1,200
研究代表機関は
国立大学法人佐
賀大学

教　授・平　山　謙　二 ベトナムにおける感染症制御研
究・開発プロジェクト 142,707 42,812

その他再委託分：
NCGM
（直：37,153千円，間11,146千円）
結核研
（直：16,323千円，間4,896千円）
鳥取大
（直：3,761千円，間1,128千円）
京産大
（直：4,276千円，間1,283千円）
北里大
（直：3,846千円，間1,153千円）

教　授・金　子　　　聰
アフリカのNTD対策に資する大陸的監視網
に向けたイノベーティブ・ネットワークの構
築：一括・同時診断技術を基軸とした展開

53,010 15,903

独 立 行 政
法 人 国 際
協 力 機 構

教　授・皆　川　　　昇
南部アフリカにおける気候予測モ
デルをもとにした感染症流行の早
期警戒システムの構築

18,264 0

教　授・安　田　二　朗
公衆衛生上問題となっているウイ
ルス感染症の把握と実験室診断法
の確立プロジェクト

151,731 0

独 立 行 政
法 人 日 本
学術振興会

助　教・市　川　智　生
医学史の現代的意義-感染症対策
の歴史化と医学史研究の社会との
対話の構築

3,700 0
平成28年度より
協力機関として
参画

旭 化 成
フ ァ ー マ
株 式 会 社

准教授・森　本　浩之輔 マイコプラズマ抗原迅速検出キッ
トの検出能評価試験 216 64

B I L L  & 
M E L I N D A 
G A T E S 
FOUNDATION

教授・吉 田 レイミント Evaluation of PCV schedules in a 
naive population in Vietnam 307,285 59,009

間接経費：
直接経費の15％
として換算
直接経費より分
担 ₃機関への送
金額：
USD776,191

教　授・濱　野　真二郎
Research on soil-transmitted helminth prevalence 
in Japan （DeWorm3 Project）（Field studies on 
feasibility of elimination of STH ）（日本における
土壌伝播蠕虫（STH）有病割合に関する研究）

4,585 687
代表機関は
The Trustees of  The 
Natural History Museum

G l o b a l 
H e a l t h 
Innovative 
Technology 
F u n d

教　授・金　子　　　修 三日熱マラリア原虫によるマラリ
ア休眠期感染の早期診断に向けて 43,900 6,146

長崎大学が研究
代表機関
直接経費より分
担₂機関へ送金：
18,688千円

教　授・濱　野　真二郎
Live attenuated prophylactic vaccine 
for leishmaniasis（リーシュマニア
症の予防のための弱毒性ワクチン）

14,917 2,088
研究代表機関は
The Ohio State 
University

教　授・皆　川　　　昇
Development of a fully automated malaria diagnostic 
system and field evaluation for practical use（全自動
マラリア診断システムの開発と蔓延地域での評価）

10,000 0
研究代表機関は
パナソニック株
式会社

教　授・森　田　公　一
Development of novel dengue virus-like particle ［VLP］ 
vaccines against all four serotypes（ウイルス様粒子
（VLP）を用いた新規 ₄価デングワクチンの開発）

4,615 692
研究代表機関は
VLP 
Therapeutics,LLC

レキオ・パワー・
テクノロジー
株 式 会 社

教　授・金　子　　　聰
途上国をクロスボーダーで結ぶ超音波画
像の読影支援プラットフォームの中南米
地域向け適合化および活用実証調査

1,600 0

合　計 31件 857,073 154,175
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₇．₂．₂　受託事業費
相 手 先 職名・氏名 課題名 直接経費

（千円）
間接経費（千円）
大学全体 備考

独 立 行 政 法 人
日本学術振興会

教　授・森　田　公　一 論博事業（森田）
ID No.R11520 1,200 0

教　授・平　山　謙　二 論博事業（平山）
ID No.R11521 1,200 0

教　授・金　子　　　聰
₅歳未満児の養育者に対する栄養
カウンセリングの効果の検討：ア
フリカモデルの構築

2,208 0

講　師・上　村　春　樹
熱帯熱マラリアに対するACTの有
効性と薬剤耐性関連遺伝子多型の
解析

2,397 0

グローバル・リンク・
マネージメント
株 式 会 社

教　授・金　子　　　聰 スリランカ国　非感染症疾患対策
強化プロジェクト 1,027 359

独 立 行 政 法 人
国 際 協 力 機 構
九州国際センター

教　授・神　谷　保　彦
草の根技術協力事業　健康な地域
社会をつくる学童支援プロジェク
ト

25,694 0

合　計 ₆件 33,726 359

₇．₂．₃　その他の補助金
補助金名 職名・氏名 プログラム名 直接経費

（千円）
一般管理費
（千円） 備　考

医療研究開発推進
事 業 費 補 助 金 教　授・金　子　　　修

病原真核微生物の収集，保存，提供
体制の整備（病原原虫の収集，保
存，提供）

4,834 483

国立大学改革強化
推 進 補 助 金 助　教・麻　田　正　仁 特定支援型：優れた若手研究者の

採用拡大支援 6,000 0

外国人研究者招へ
い事業（外特人研
究員（欧米短期））

准教授・
Culleton Richard

外国人研究者招へい事業（外特人
研究員（欧米短期）） 350 0

外国人研究者招へい事
業（外国人研究員（サ
マー・プログラム））

教　授・山　本　太　郎 外国人研究者招へい事業（外国人
研究員（サマー・プログラム）） 158 0

合　計 ₄件 11,342 483
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₇．₂．₄　民間等の共同研究
民間等機関名 職名・氏名 研　究　題　目 民 間 等

（千円）
大　　学
（千円） 備　考

独立行政法人　
海 洋 研 究
開 発 機 構

教　授・皆　川　　　昇
南部アフリカにおける気候予測モ
デルをもとにした感染症流行の早
期警戒システムの構築

0

山 形 県
衛 生 研 究 所 教　授・山　本　太　郎 結核菌遺伝型別による分子疫学解

析 0

キヤノンメディ
カルシステムズ
株 式 会 社_ ₂

教　授・安　田　二　朗
国内侵入・流行が危惧される昆虫
媒介性ウイルス感染症に対する
総合的対策に関する研究

0

株 式 会 社
ニ コ ン
インステック

教　授・金　子　　　修 イメージングによる感染症成立メ
カニズムの理解 525

住 友 化 学
株 式 会 社 教　授・皆　川　　　昇 殺虫剤デリバリー技術の性能評価

及び評価系の構築 13,000

キヤノンメディ
カルシステムズ
株 式 会 社_ ₁

教　授・安　田　二　朗 遺伝子迅速検査における自動抽出
システムの研究 1,200

一般財団法人
カケンテスト
セ ン タ ー

准教授・川　田　　　均 吸血昆虫の人工飼育方法の研究 594

マイキャン・テクノ
ロジーズ株式会社
京 都 大 学

教　授・金　子　　　修
マラリア原虫等培養及び抗マラリ
ア原虫等薬としてのhESC/iPS細
胞由来幼若赤血球様細胞の開発

1,000

シスメックス
株 式 会 社 教　授・有　吉　紅　也

フィリピン・サンラザロ病院に入院
する市中感染菌血症の起因菌と抗菌
薬感受性を検討する臨床疫学研究

0

公益財団法人
東 京 都 医 学
総 合 研 究 所

教　授・森　田　公　一 デングウイルス対策研究 10,000

ア ー ス 製 薬
株 式 会 社_ ₁ 准教授・川　田　　　均 蚊取り剤の開発研究 2,838

積水メディカル
株 式 会 社 教　授・有　吉　紅　也

フィリピン・サンラザロ病院に入院
する市中感染菌血症患者における
プロカルシトニンの有用性の検討

0

ア ー ス 製 薬
株 式 会 社_ ₂ 准教授・川　田　　　均 殺虫剤抵抗性研究 1,738

国立研究開発法人
宇宙航空研究開発機構
第一宇宙技術部門　事業推進部

教　授・皆　川　　　昇
アフリカにおけるマラリア流行予
測のための衛星データの活用：警
戒システム構築へ向けて

0

国立研究開発法人
宇宙航空研究開発機構
第一宇宙技術部門　事業推進部

助　教・
Chris Fook Sheng Ng

Assessing the heal th impacts  of 
particulate air pollution in the Southeast 
Asian countries using remote sensing

1,650

キヤノンメディ
カルシステムズ
株 式 会 社_ ₃

教　授・安　田　二　朗 新興・再興感染症に対する迅速検
査法の研究 0

株 式 会 社
シンスター・
ジ ャ パ ン

教　授・平　山　謙　二 化合物の抗マラリア効果検討 0

田辺三菱製薬
株 式 会 社 教　授・安　田　二　朗 抗Filovirus感染評価系の構築 1,000

ワールドビジョンジャパン
ワールドビジョンケニア 教　授・一　瀬　休　生

Ilaramatak Area Development 
Program Mother  to  Mother 
Project

10,333

合　計 19件 43,878 0
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８　海 外 活 動
渡　　航　　者

渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分
職　名 氏　　名

特　任
研究員 牛　島　由　理 SATREPSにおける研究遂行 ガ ボ ン

H₂₉. ₄. ₅
～

H₂₉. ₄.₂₃

受託研究等
収 入

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Ethics 事前打ち合わせ タ イ

H₂₉. ₄. ₆
～

H₂₉. ₄. ₉

運 営 費
交 付 金

教　授 平　山　謙　二 研究拠点をベトナムに移す学生に同行
するため ベ ト ナ ム

H₂₉. ₄. ₇
～

H₂₉. ₄.₁₁
自 己 収 入

助　教 樋　泉　道　子 小児肺炎球菌に関する研究・情報収集 ベ ト ナ ム
H₂₉. ₄.₁₁
～

H₂₉. ₄.₁₅

受託研究等
収 入

教　授 吉田  レイミント デング熱研究についての研究打ち合わ
せおよび情報収集 ベ ト ナ ム

H₂₉. ₄.₁₄
～

H₂₉. ₄.₂₀

受託研究等
収 入

教　授 平　山　謙　二 ICAGDE参加，シャーガス病に関する情
報交換 ボ リ ビ ア

H₂₉. ₄.₁₇
～

H₂₉. ₄.₂₇

科学研究費
補 助 金

助　教 阿　部　　　遥
1.JCC打ち合わせ 
2.JCC参加 
3.SATREPSプロジェクトによる研究

ガ ボ ン
H₂₉. ₄.₁₇
～

H₂₉. ₇.₂₃

受託研究等
収 入

教　授 安　田　二　朗 SATREPSに関わる研究打ち合わせ及び
JCCへの参加 ガ ボ ン

H₂₉. ₄.₁₈
～

H₂₉. ₄.₂₃

受託研究等
収 入

教　授 金　子　　　聰 WHO及びNTD community主催のNTD
サミットへの参加のため ス イ ス

H₂₉. ₄.₁₈
～

H₂₉. ₄.₂₃

運 営 費
交 付 金

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Ethics事前打ち合わせ タ イ

H₂₉. ₄.₂₁
～

H₂₉. ₅. ₂

運 営 費
交 付 金

教　授 有　吉　紅　也 ベトナム拠点における学生指導のため ベ ト ナ ム
H₂₉. ₄.₂₅
～

H₂₉. ₄.₂₉
自 己 収 入

教　授 奥　村　順　子
20th WADEM Congress on Disaster and 
Emergency Medicine 2017に参加し情報
を収集する

カ ナ ダ
H₂₉. ₄.₂₅
～

H₂₉. ₄.₂₉
寄 附 金

教　授 吉田  レイミント 小児肺炎球菌についての研究打ち合わ
せおよび情報収集 ベ ト ナ ム

H₂₉. ₄.₂₆
～

H₂₉. ₅.₁₀

受託研究等
収 入

准教授 川　田　　　均 長期残効型殺虫剤含浸蚊帳と空間忌避
剤を併用したマラリア防除トライアル マ ラ ウ イ

H₂₉. ₄.₂₈
～

H₂₉. ₅.₁₅

受託研究等
収 入

助　教 水　上　修　作 KEYSTONE SYMPOSIA参加 ア メ リ カ
H₂₉. ₅. ₁
～

H₂₉. ₅. ₆
自 己 収 入
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Ethical Study参加 ア メ リ カ

H₂₉. ₅. ₂
～

H₂₉. ₅. ₆

運 営 費
交 付 金

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Ethics事前打ち合わせ タ イ

H₂₉. ₅. ₇
～

H₂₉. ₅.₁₀

運 営 費
交 付 金

教　授 濱　野　真二郎
①GHITの研究打合せ
②World Leish 2017の会議
③共同研究の打合せ

ス ペ イ ン
H₂₉. ₅.₁₃
～

H₂₉. ₅.₂₃

受託研究等
収 入

教　授 吉田  レイミント 小児肺炎球菌についての研究打ち合わ
せおよび情報収集を行う ベ ト ナ ム

H₂₉. ₅.₁₄
～

H₂₉. ₅.₂₉

受託研究等
収 入

教　授 橋　爪　真　弘
Impact of Environmental Changes on 
Infectious Diseassの学会発表と研究打
ち合わせ

イ タ リ ア
H₂₉. ₅.₁₅
～

H₂₉. ₅.₂₁

運 営 費
交 付 金

教　授 皆　川　　　昇 IECID2017参加 イ タ リ ア
H₂₉. ₅.₁₇
～

H₂₉. ₅.₂₀

受託研究等
収 入

教　授 安　田　二　朗
ウイルス性出血熱に対する治療・診断・
予防法等の開発における研究打ち合わ
せ

ナイジェリア
H₂₉. ₅.₁₉
～

H₂₉. ₅.₂₆

受託研究等
収 入

特　任
研究員 末　吉　真　季

ウイルス性出血熱に対する治療・診断・
予防法等の開発に関する研究打ち合わ
せ

ナイジェリア
H₂₉. ₅.₁₉
～

H₂₉. ₆.₁₉

受託研究等
収 入

教　授 皆　川　　　昇 南ア研究代表者との打合せ 南アフリカ
H₂₉. ₅.₂₁
～

H₂₉. ₅.₂₃

受託研究等
収 入

准教授 井　上　真　吾 ケニア拠点への防衛省訪問の対応，研究
打ち合わせ ケ ニ ア

H₂₉. ₅.₂₃
～

H₂₉. ₆.₁₃

運 営 費
交 付 金

助　教 樋　泉　道　子
「ベトナムにおける百日咳発生パターン
と乳児への感染リスク」研究のための情
報収集および打ち合わせ

ベ ト ナ ム
H₂₉. ₅.₂₈
～

H₂₉. ₆. ₃

科学研究費
補 助 金

助　教 和　田　崇　之 台湾動物由来大腸菌の分離状況 マレーシア
H₂₉. ₅.₃₁
～

H₂₉. ₆.₁₂

受託研究等
収 入

准教授 藤　井　仁　人 マルチプレックスアッセイの実験室で
の研究指導 ケ ニ ア

H₂₉. ₅.₃₁
～

H₂₉. ₇. ₃

受託研究等
収 入

教　授 皆　川　　　昇 マラリア対策会議に関する研究打ち合
わせのため 南アフリカ

H₂₉. ₆. ₁
～

H₂₉. ₆. ₆

受託研究等
収 入

教　授 橋　爪　真　弘 マラリア対策会議およびプロジェクト
会議参加，研究打ち合わせのため 南アフリカ

H₂₉. ₆. ₃
～

H₂₉. ₆. ₇

受託研究等
収 入
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Cholangiocarcinoma打ち合わせ タ イ

H₂₉. ₆. ₃
～

H₂₉. ₆. ₈

運 営 費
交 付 金

助　教 キ ム 　 ユ ン ヒ マラリア対策会議およびプロジェクト
会議参加，研究打ち合わせのため 南アフリカ

H₂₉. ₆. ₃
～

H₂₉. ₆. ₉

受託研究等
収 入

准教授 早　坂　大　輔 ケニアにおけるマダニ媒介感染症研究
の打ち合わせ ケ ニ ア

H₂₉. ₆. ₄
～

H₂₉. ₆. ₈

科学研究費
補 助 金

准教授 モイ　メンリン
重症デング熱の病態解明に資するデン
グウイルス遺伝子の多様性に関する研
究打ち合わせ・実験をおこなう。

ミャンマー
H₂₉. ₆. ₄
～

H₂₉. ₆. ₉

受託研究等
収 入

教　授 吉田  レイミント 小児肺炎球菌についての研究打ち合わ
せおよび情報収集を行う ベ ト ナ ム

H₂₉. ₆. ₅
～

H₂₉. ₆.₂₀

受託研究等
収 入

教　授 有　吉　紅　也 ロンドン大学外国人教員採用面接のた
め イ ギ リ ス

H₂₉. ₆. ₆
～

H₂₉. ₆.₁₀

運 営 費
交 付 金

講　師 菊　池　三穂子
フィリピンの住血吸虫性肝線維化症ハイ
リスク集団における早期診断及び予防法
の確立に関する研究打ち合わせ，実験指導

フィリピン
H₂₉. ₆. ₆
～

H₂₉. ₆. ₉

科学研究費
補 助 金

教　授 安　田　二　朗 日米バイオディフェンスシンポジウム
への参加 ア メ リ カ

H₂₉. ₆. ₆
～

H₂₉. ₆.₁₀

受託研究等
収 入

教　授 橋　爪　真　弘 ロンドン大学外国人教員採用面接のた
め イ ギ リ ス

H₂₉. ₆. ₇
～

H₂₉. ₆.₁₁

運 営 費
交 付 金

特　任
研究員 牛　島　由　理

①SATREPSに 関 わ る 研 究 遂 行 ②
SATREPSに関わる研究打合せ，在ガボン
日本大使館及びJICAガボン支所への訪問

ガ ボ ン
H₂₉. ₆. ₇
～

H₂₉. ₉.₃₀

受託研究等
収 入

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Cholangiocarcinoma 打ち合わせ タ イ

H₂₉. ₆.₁₃
～

H₂₉. ₆.₁₆

運 営 費
交 付 金

教　授 金　子　　　聰 カンボジアでのNTD会議へ参加 カンボジア
H₂₉. ₆.₁₃
～

H₂₉. ₆.₁₇

受託研究等
収 入

外国人
研究員

チ ョ ン　
ヨ ン セ ン

I n t e r n a t i o n a l  C o n f e r e n c e  o n 
Econometrics and Statisticsに参加し，発
表及び情報収集を行う

中 国
H₂₉. ₆.₁₄
～

H₂₉. ₆.₁₆
先 方 負 担

助　教 レ 　 ニ ャ ッ ト　
ミ ン

小児呼吸器感染症研究に関する情報収
集，肺炎球菌検体のデータ収集・分析 ベ ト ナ ム

H₂₉. ₆.₁₇
～

H₂₉. ₇. ₁

受託研究等
収 入

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Cholangiocarcinoma打ち合わせ タ イ

H₂₉. ₆.₁₇
～

H₂₉. ₇. ₂

運 営 費
交 付 金
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

教　授 平　山　謙　二 WHOのTDR-JCB会議出席のため ス イ ス
H₂₉. ₆.₁₈
～

H₂₉. ₆.₂₃

運 営 費
交 付 金

助　教 矢　幡　一　英 赤血球侵入型マラリア原虫に関する研
究実施 イ ギ リ ス

H₂₉. ₆.₁₉
～

H₂₉.₁₂.₁₈

科学研究費
補 助 金

外国人
研究員

チ ョ ン　
ヨ ン セ ン

Third Korean-American Kavli Frontiers 
of Science Symposiumに参加し情報収
集を行う

ア メ リ カ
H₂₉. ₆.₂₄
～

H₂₉. ₆.₃₀
先 方 負 担

准教授 グ エ ン 　 フ イ　
テ ィ エ ン

デングプロジェクトに関する研究打ち
合わせ ベ ト ナ ム

H₂₉. ₆.₂₅
～

H₂₉. ₇. ₁

科学研究費
補 助 金

教　授 吉田  レイミント 小児肺炎球菌研究についての研究打ち
合わせ及び情報収集を行う。 オーストラリア

H₂₉. ₆.₂₇
～

H₂₉. ₆.₃₀

受託研究等
収 入

助　教 樋　泉　道　子 PCV研究の肺炎球菌保菌調査の準備と
実施 ベ ト ナ ム

H₂₉. ₆.₂₈
～

H₂₉. ₇. ₁

受託研究等
収 入

教　授 濱　野　真二郎
「南アジアにおけるアメーバ赤痢の免疫
学的コホート研究」の打合せ・実施のた
め

バングラデシュ
H₂₉. ₆.₃₀
～

H₂₉. ₇. ₇

科学研究費
補 助 金

教　授 神　谷　保　彦 草の根技術協力事業　事業終了報告会
への参加 ケ ニ ア

H₂₉. ₇. ₂
～

H₂₉. ₇. ₈

受託研究等
収 入

教　授 吉田  レイミント 小児肺炎球菌についての研究打ち合わ
せおよび情報収集を行う ベ ト ナ ム

H₂₉. ₇. ₃
～

H₂₉. ₇.₁₂

受託研究等
収 入

外国人
研究員

チ ョ ン　
ヨ ン セ ン 帰国のため 韓 国

H₂₉. ₇. ₅
～

H₂₉. ₇. ₅
自 己 収 入

助　教 市　川　智　生 ネパールの寒冷高地における生活習慣
病に関するフィールド調査 ネ パ ー ル

H₂₉. ₇. ₆
～

H₂₉. ₇.₂₂
寄 附 金

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Ethics Training カザフスタン

H₂₉. ₇. ₉
～

H₂₉. ₇.₁₂
先 方 負 担

助　教 樋　泉　道　子 科研費研究課題に関する情報収集，打ち
合わせ ベ ト ナ ム

H₂₉. ₇.₁₀
～

H₂₉. ₇.₁₄

科学研究費
補 助 金

特　任
研究員 竹　田　美　香 ヤギ及びスイギュウマラリア調査実施 タ イ

H₂₉. ₇.₁₀
～

H₂₉. ₇.₂₃

科学研究費
補 助 金

助　教 麻　田　正　仁 ヤギ及びスイギュウマラリア調査実施 タ イ
H₂₉. ₇.₁₀
～

H₂₉. ₇.₂₃

科学研究費
補 助 金
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

助　教 ク リ ス 　 ウ ン　
フ ッ ク シ ェ ン

JAXA研究課題に関する打ち合わせおよ
び情報収集 インドネシア

H₂₉. ₇.₁₂
～

H₂₉. ₇.₁₅

受入研究等
収 入

教　授 橋　爪　真　弘 JAXA研究課題に関する打ち合わせおよ
び情報収集 インドネシア

H₂₉. ₇.₁₂
～

H₂₉. ₇.₁₅

受託研究等
収 入

教　授 吉田  レイミント 小児肺炎球菌についての研究打ち合わ
せおよび情報収集を行う ベ ト ナ ム

H₂₉. ₇.₁₃
～

H₂₉. ₇.₂₂

受託研究等
収 入

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Evaluation of Ethics タ イ

H₂₉. ₇.₁₃
～

H₂₉. ₇.₂₃
先 方 負 担

教　授 奥　村　順　子 乳幼児死亡の少数民族間における格差
に関する現地調査 ラ オ ス

H₂₉. ₇.₁₅
～

H₂₉. ₇.₂₂

科学研究費
補 助 金

助　教 キ ム 　 ユ ン ヒ 研究課題に関する打ち合わせおよび情
報収集 イ ギ リ ス

H₂₉. ₇.₁₆
～

H₂₉. ₇.₂₀

科学研究費
補 助 金

教　授 橋　爪　真　弘 課題研究に関する新知見を収集する。モ
デルに関する打ち合わせを行う イ ギ リ ス

H₂₉. ₇.₁₆
～

H₂₉. ₇.₂₀
先 方 負 担

教　授 金　子　　　聰
HDSSに関しての情報収集及び保健省
での母子手帳登録の打合せ，研究打ち合
わせ

ケ ニ ア
H₂₉. ₇.₁₇
～

H₂₉. ₇.₂₁

運 営 費
交 付 金

助　教 和　田　崇　之 抗酸菌症調査 ネ パ ー ル
H₂₉. ₇.₁₈
～

H₂₉. ₇.₂₂

科学研究費
補 助 金

助　教 中　野　政　之
ネパールの寒冷高地における生活習慣
病に関するフィールド調査及びDNA抽
出作業

ネ パ ー ル
H₂₉. ₇.₁₈
～

H₂₉. ₇.₂₅

科学研究費
補 助 金

講　師 菊　池　三穂子
フィリピンの住血吸虫性肝線維化症ハ
イリスク集団における早期診断及び予
防法の確立に関する現地調査

フィリピン
H₂₉. ₇.₂₂
～

H₂₉. ₇.₂₉

科学研究費
補 助 金

助　教 和　田　崇　之 動物由来抗酸菌症に関する研究打ち合
わせ等 タ イ

H₂₉. ₇.₂₃
～

H₂₉. ₇.₂₃
寄 附 金

助　教 和　田　崇　之 野生動物由来大腸菌群の分離に関する
研究打ち合わせ等 ミャンマー

H₂₉. ₇.₂₄
～

H₂₉. ₇.₂₈
寄 附 金

講　師 上　村　春　樹 熱帯熱マラリア原虫に関する研究実施 インドネシア
H₂₉. ₇.₂₄
～

H₂₉. ₈. ₁

科学研究費
補 助 金

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ 研究打合せ及びFERCAPへの参加 タ イ

H₂₉. ₇.₂₅
～

H₂₉. ₈.₁₈
先 方 負 担
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

特　任
研究員

ダニエル　トシオ　
ハ ー レ ル

ケニアとラオスの母子保健に関する国
際疫学研究展開の為の調査システム共
有化に関する打合せ

ラ オ ス
H₂₉. ₇.₂₉
～

H₂₉. ₈.₁₂

科学研究費
補 助 金

教　授 山　本　太　郎 ネパール寒冷高地における生活習慣病
に関するフィールド調査 ネ パ ー ル

H₂₉. ₇.₇
～

H₂₉. ₇.₁₈

科学研究費
補 助 金

教　授 平　山　謙　二 PacELF data library 開設式出席および
NDTsに関する打ち合わせ オーストラリア

H₂₉. ₈. ₉
～

H₂₉. ₈.₁₃

運 営 費
交 付 金

教　授 皆　川　　　昇 iDEWS研究打ち合わせおよび保健省訪
問とマラリア発生地域の情報収集 南アフリカ

H₂₉. ₈.₁₂
～

H₂₉. ₈.₂₀

受託研究等
収 入

助　教 和　田　崇　之 動物由来大腸菌の①遺伝子抽出打ち合
わせ及びフィールド調査②情報収集 台 湾

H₂₉. ₈.₁₄
～

H₂₉. ₈.₂₇
先 方 負 担

教　授 森　田　公　一 WHO西太平洋地域事務局における会議
に出席 フィリピン

H₂₉. ₈.₁₆
～

H₂₉. ₈.₁₉
先 方 負 担

准教授 川　田　　　均 ネパール南部地域におけるシマカ
（Aedes）の成虫および幼虫の採集調査 ネ パ ー ル

H₂₉. ₈.₁₇
～

H₂₉. ₈.₂₆

科学研究費
補 助 金

教　授 吉田  レイミント 小児肺炎球菌の研究打ち合わせ及び情
報収集 ベ ト ナ ム

H₂₉. ₈.₁₇
～

H₂₉. ₉. ₆

受託研究等
収 入

准教授 藤　井　仁　人 マルチプレックス法開発のための共同
研究 スリランカ

H₂₉. ₈.₁₈
～

H₂₉. ₉.₁₀
先 方 負 担

准教授 グ エ ン 　 フ イ　
テ ィ エ ン

デングプロジェクトに関する研究打ち
合わせ ベ ト ナ ム

H₂₉. ₈.₂₇
～

H₂₉. ₉. ₂

科学研究費
補 助 金

特　任
研究員 竹　田　美　香 ヤギ及びスイギュウマラリア調査実施 タ イ

H₂₉. ₉. ₁
～

H₂₉. ₉. ₉

科学研究費
補 助 金

助　教 麻　田　正　仁 ヤギ及びスイギュウマラリア調査実施 タ イ
H₂₉. ₉. ₁
～

H₂₉. ₉. ₉

科学研究費
補 助 金

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ

Nation Buliding institute 主催のSenior
－Executive Program参加 スウェーデン

H₂₉. ₉. ₂
～

H₂₉.₁₀. ₅

運 営 費
交 付 金

教　授 一　瀬　休　生 国際熱帯医学会に参加， ケニア拠点に
関する報告，打ち合わせ イ ギ リ ス

H₂₉. ₉. ₄
～

H₂₉. ₉.₂₃
寄 附 金

助　教 阿　部　　　遥 SATREPSに係る研究遂行及び研究打合
せ ガ ボ ン

H₂₉. ₉. ₆
～

H₂₉.₁₁. ₁

受託研究等
収 入

― 92 ―



渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

助　教 矢　幡　一　英 The 28th MPM出席 ア メ リ カ
H₂₉. ₉. ₈
～

H₂₉. ₉.₁₇

科学研究費
補 助 金

助　教 キ ム 　 ユ ン ヒ iDEWSプロジェクトに関するJCC参加
と事前打合せ 南アフリカ

H₂₉. ₉.₁₀
～

H₂₉. ₉.₁₅

受託研究等
収 入

教　授 橋　爪　真　弘 iDEWSプロジェクトに関するJCC参加
と事前打合せ 南アフリカ

H₂₉. ₉.₁₀
～

H₂₉. ₉.₁₅

受託研究等
収 入

助　教 浦　田　秀　造 9 th  In terna t iona l  Sympos ium on 
Filovirusesへの参加 ド イ ツ

H₂₉. ₉.₁₂
～

H₂₉. ₉.₁₈

科学研究費
補 助 金

助　教 黒　崎　陽　平 9 th  In terna t iona l  Sympos ium on 
Filovirusesへの参加 ド イ ツ

H₂₉. ₉.₁₂
～

H₂₉. ₉.₁₈
寄 附 金

教　授 有　吉　紅　也 ベトナム研修中の修了予定者と終了に
係る諸手続きの為 ベ ト ナ ム

H₂₉. ₉.₁₃
～

H₂₉.₉.₁₇

運 営 費
交 付 金

教　授 吉田  レイミント デング熱研究についての研究打ち合わ
せおよび情報収集 ベ ト ナ ム

H₂₉. ₉.₁₃
～

H₂₉. ₉.₂₃

受託研究等
収 入

教　授 皆　川　　　昇 モザンビーク保健省訪問 モザンビーク
H₂₉. ₉.₁₄
～

H₂₉. ₉.₁₅

受託研究等
収 入

教　授 皆　川　　　昇 iDEWSプロジェクトに関するJCC参加
と事前打合せ 南アフリカ

H₂₉. ₉.₁₅
～

H₂₉. ₉.₁₆

受託研究等
収 入

教　授 金　子　　　聰 ロンドンウィーク出席のため イ ギ リ ス
H₂₉. ₉.₁₆
～

H₂₉. ₉.₂₁

運 営 費
交 付 金

教　授 平　山　謙　二 ロンドンウィーク出席のため イ ギ リ ス
H₂₉. ₉.₁₆
～

H₂₉. ₉.₂₁

運 営 費
交 付 金

教　授 皆　川　　　昇 ロンドンウィーク出席のため イ ギ リ ス
H₂₉. ₉.₁₆
～

H₂₉. ₉.₂₂

運 営 費
交 付 金

教　授 安　田　二　朗
①SATREPSに関わる研究実施及び研究
打合せ
②在ガボン大使館への訪問及び打合せ

ガ ボ ン
H₂₉. ₉.₁₆
～

H₂₉. ₉.₂₆

受託研究等
収 入

教　授 橋　爪　真　弘
Faculty of Public Health Universitas 
Indonesia Science Festival 2017にて
発表および情報収集を行う

インドネシア
H₂₉. ₉.₁₇
～

H₂₉. ₉.₁₉
自 己 収 入

准教授 モイ　メンリン
重症デング熱の病態解明に資するデン
グウイルス遺伝子の多様性に関する研
究打ち合わせ・実験のため

ベ ト ナ ム
H₂₉. ₉.₁₇
～

H₂₉. ₉.₂₁

受託研究等
収 入
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

教　授 濱　野　真二郎 ロンドンウィークに出席するため イ ギ リ ス
H₂₉. ₉.₁₈
～

H₂₉. ₉.₂₀

運 営 費
交 付 金

教　授 橋　爪　真　弘 ロンドンウィーク出席のため イ ギ リ ス
H₂₉. ₉.₁₉
～

H₂₉. ₉.₂₂

運 営 費
交 付 金

講　師 菊　池　三穂子
「ヴィクトリア湖湖畔における住血吸虫
伝搬ダイナミクスと環境モニタリング」
遂行のため

ケ ニ ア 
H₂₉. ₉.₂₁
～

H₂₉. ₉.₃₀

科学研究費
補 助 金

教　授 二　見　恭　子
「ヴィクトリア湖湖畔における住血吸虫
伝搬ダイナミクスと環境モニタリング」
遂行のため

ケ ニ ア
H₂₉. ₉.₂₁
～

H₂₉.₁₀. ₅

科学研究費
補 助 金

助　教 ク リ ス 　 ウ ン　
フ ッ ク シ ェ ン

ISEE2017に参加し発表および情報収集
を行う オーストラリア

H₂₉. ₉.₂₂
～

H₂₉. ₉.₂₉
自 己 収 入

助　教 キ ム 　 ユ ン ヒ ISEE2017に参加し発表および情報収集
を行う オーストラリア

H₂₉. ₉.₂₂
～

H₂₉. ₉.₂₉

科学研究費
補 助 金

特　任
研究員

ヨンボ　カレンダ　
ダン　ジャスティン

マルチプレックスプロジェクトの研究
実施と業務調整 コ ン ゴ

H₂₉. ₉.₂₂
～

H₂₉.₁₀. ₂

受託研究等
収 入

教　授 橋　爪　真　弘 ISEE2017に参加し情報収集を行う オーストラリア
H₂₉. ₉.₂₃
～

H₂₉. ₉.₂₇

科学研究費
補 助 金

教　授 有　吉　紅　也 LSHTM Week出席 イ ギ リ ス
H₂₉. ₉.₂₄
～

H₂₉.₉.₂₅

運 営 費
交 付 金

教　授 有　吉　紅　也 DTM＆H研修打ち合せ タンザニア
H₂₉. ₉.₂₅
～

H₂₉.₁₀.₂

運 営 費
交 付 金

教　授 濱　野　真二郎
研究拠点形成事業（B.アジア・アフリカ
学術基盤形成型）「アフリカ諸国におけ
るピロリ菌を中心とした

ケ ニ ア 
H₂₉. ₉.₂₅
～

H₂₉. ₉.₂₉
先 方 負 担

教　授 金　子　　　聰 医学知見に基づくシステムローカライ
ズ業務及び研究打ち合わせ キ ュ ー バ

H₂₉. ₉.₂₅
～

H₂₉.₁₀. ₃
自 己 収 入

講　師 上　村　春　樹 熱帯熱マラリア原虫に関する研究実施 インドネシア
H₂₉. ₉.₂₇
～

H₂₉.₁₀. ₄

受託研究等
収 入

教　授 吉田  レイミント 小児肺炎球菌の研究打ち合わせおよび
情報収集，ASPR2017にて発表を行う ベ ト ナ ム

H₂₉. ₉.₂₇
～

H₂₉.₁₀.₁₃

受託研究等
収 入

准教授 井　上　真　吾
P3ワークショップ参加・JICA研修プロ
グラム準備委員会出席・KEMRI共同研
究についての協議

ケ ニ ア
H₂₉.₁₀. ₁
～

H₂₉.₁₀.₁₂

運 営 費
交 付 金
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

特　任
研究員 牛　島　由　理 SATREPSにおける研究遂行 ガ ボ ン

H₂₉.₁₀. ₁
～

H₂₉.₁₂.₂₃

受託研究等
収 入

准教授 森　本　浩之輔 ID Week2017へ出席 ア メ リ カ
H₂₉.₁₀. ₄
～

H₂₉.₁₀. ₉

受託研究等
収 入

助　教 鈴　木　　　基 ID Week2017へ出席 ア メ リ カ
H₂₉.₁₀. ₄
～

H₂₉.₁₀. ₉
寄 附 金

助　教 樋　泉　道　子
The 13th Congress of Asian Society for 
Pediatric Researchにおける発表及び情
報収集

中 国
H₂₉.₁₀. ₅
～

H₂₉.₁₀. ₉

学 術 研 究
助 成 基 金

教　授 平　山　謙　二 Steering Committee Meetingへの出席 ベ ト ナ ム
H₂₉.₁₀.₁₀
～

H₂₉.₁₀.₁₄

受託研究等
収 入

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Research meeting イ ギ リ ス

H₂₉.₁₀.₁₂
～

H₂₉.₁₀.₂₄

運 営 費
交 付 金

教　授 金　子　　　聰 ベルリンでのRPRG会議 ド イ ツ
H₂₉.₁₀.₁₅
～

H₂₉.₁₀.₁₇

受託研究等
収 入

教　授 皆　川　　　昇 研究打合せ，シンポジウム参加 南アフリカ
H₂₉.₁₀.₁₆
～

H₂₉.₁₀.₂₁

科学研究費
補 助 金

教　授 吉田  レイミント 小児肺炎球菌の研究についての打ち合
わせ，情報収集，PCVシンポジウム ベ ト ナ ム

H₂₉.₁₀.₁₆
～

H₂₉.₁₀.₂₉

受託研究等
収 入

特　任
研究員

ヨンボ　カレンダ　
ダン　ジャスティン ルサカでの国際会議へ参加 ザ ン ビ ア

H₂₉.₁₀.₁₇
～

H₂₉.₁₀.₂₂

受託研究等
収 入

教　授 金　子　　　聰 国際会議へ参加 ザ ン ビ ア
H₂₉.₁₀.₁₈
～

H₂₉.₁₀.₂₀

受託研究等
収 入

助　教 和　田　崇　之 2017ASCM出席のため マレーシア
H₂₉.₁₀.₂₀
～

H₂₉.₁₀.₂₃

科学研究費
補 助 金

准教授 カレトン　リチャード　
レ イ ト ン 共同研究に係る打ち合わせ サウジアラビア

H₂₉.₁₀.₂₃
～

H₂₉.₁₀.₂₇
先 方 負 担

講　師 菊　池　三穂子 1.ワークショップ（RNAS+）参加　
2.研究打合せ ラ オ ス

H₂₉.₁₀.₂₃
～

H₂₉.₁₀.₂₈

科学研究費
補 助 金

教　授 金　子　　　聰 スリランカ国非感染症疾患対策強化プ
ロジェクトに関する研究実施 スリランカ

H₂₉.₁₀.₂₅
～

H₂₉.₁₁. ₃

受託研究等
収 入
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

講　師 上　村　春　樹 1） マラリア遺伝子解析実施，
2） マラリアフィールド調査打ち合わせ インドネシア

H₂₉.₁₀.₂₉
～

H₂₉.₁₁. ₈

受託研究等
収 入

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Cholangiocarcinoma打ち合わせ タ イ

H₂₉.₁₀.₂₉
～

H₂₉.₁₁.₅

運 営 費
交 付 金

教　授 平　山　謙　二 ASTMH 65th Annual Meetingに 出 席， 
COR-NTDmeeting に出席 ア メ リ カ

H₂₉.₁₁. ₂
～

H₂₉.₁₁. ₉
先 方 負 担

助　教 樋　泉　道　子 小児肺炎球菌研究のキャリッジスタ
ディ参加，データ収集 ベ ト ナ ム

H₂₉.₁₁. ₂
～

H₂₉.₁₁.₁₃

受託研究等
収 入

助　教 矢　幡　一　英 研究打合せ ポルトガル
H₂₉.₁₁. ₃
～

H₂₉.₁₁. ₅

科学研究費
補 助 金

教　授 金　子　　　聰 NTD研 究 に 関 す る 会 議（COR-NTD 
Meeting 2017）へ参加 ア メ リ カ

H₂₉.₁₁. ₃
～

H₂₉.₁₁. ₆

受託研究等
収 入

特　任
研究員 溜　　　　宣子 ASTMH 66th Annual Meeting 2017 にて

学会発表及び情報収集 ア メ リ カ
H₂₉.₁₁. ₃
～

H₂₉.₁₁.₁₁

学 術 研 究
助 成 基 金

教　授 皆　川　　　昇 ASTMH学会参加 ア メ リ カ
H₂₉.₁₁. ₅
～

H₂₉.₁₁.₁₁

受託研究等
収 入

准教授 モイ　メンリン デングウイルス遺伝子の多様性に関す
る打ち合わせ ミャンマー

H₂₉.₁₁. ₆
～

H₂₉.₁₁.₁₀

受託研究等
収 入

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ FERCAP出席 イ ン ド

H₂₉.₁₁.₁₁
～

H₂₉.₁₂.₁₀
自 己 収 入

教　授 金　子　　　聰
野口英世ガーナ来訪90周年シンポジウ
ム参加のため，学生面談・研究打合せの
ため

ガ ー ナ
H₂₉.₁₁.₁₃
～

H₂₉.₁₁.₁₉

受託研究等
収 入

講　師 菊　池　三穂子
フィリピンの住血吸虫性肝線維化症ハ
イリスク集団における早期診断及び予
防法確立に関する現地調査

フィリピン
H₂₉.₁₁.₁₃
～

H₂₉.₁₁.₁₈

科学研究費
補 助 金

准教授 カレトン　リチャード　
レ イ ト ン マラリアに関する研究打ち合わせ 中 国

H₂₉.₁₁.₁₄
～

H₂₉.₁₁.₁₇
自 己 収 入

教　授 ト ー マ ス　
テ ン プ ル ト ン マラリアに関する研究打ち合わせ 中 国

H₂₉.₁₁.₁₄
～

H₂₉.₁₁.₁₇
自 己 収 入

助　教 樋　泉　道　子 小児肺炎球菌の研究に関する打ち合わ
せおよび情報収集，検診補助 ベ ト ナ ム

H₂₉.₁₁.₁₇
～

H₂₉.₁₁.₂₀

受託研究等
収 入
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

教　授 平　山　謙　二 1.NTDsに関するFERCUP会議出席のた
め イ ン ド

H₂₉.₁₁.₁₈
～

H₂₉.₁₁.₂₆

運 営 費
交 付 金

助　教 阿　部　　　遥 SATREPS及び科研費に係る研究遂行 ガ ボ ン
H₂₉.₁₁.₁₈
～

H₂₉.₁₂.₂₃

科学研究費
補 助 金

教　授 吉田  レイミント 小児肺炎球菌の研究に関する打ち合わ
せ，情報収集 ベ ト ナ ム

H₂₉.₁₁.₁₉
～

H₂₉.₁₁.₂₉

受託研究等
収 入

教　授 安　田　二　朗 SATREPSにおける研究遂行 ガ ボ ン
H₂₉.₁₁.₂₁
～

H₂₉.₁₁.₂₉

受託研究等
収 入

准教授 川　田　　　均
長期残効型殺虫剤含浸蚊帳と空間忌避
剤を併用したマラリア防除トライアル
実施

マ ラ ウ イ
H₂₉.₁₁.₂₄
～

H₂₉.₁₁.₂₄

受託研究等
収 入

教　授 有　吉　紅　也 MRCG 70th Anniversary Symposium出
席 ガ ン ビ ア

H₂₉.₁₁.₂₅
～

H₂₉.₁₂. ₁

運 営 費
交 付 金

准教授 グ エ ン 　 フ イ　
テ ィ エ ン

ベトナムプロジェクトシンポジウム出
席及びNIHE-NUステアリングコミッ
ティ参加

ベ ト ナ ム
H₂₉.₁₁.₂₆
～

H₂₉.₁₁.₃₀

受託研究等
収 入

教　授 皆　川　　　昇 ベトナムPJシンポジウム参加 ベ ト ナ ム
H₂₉.₁₁.₂₇
～

H₂₉.₁₁.₃₀

受託研究等
収 入

教　授 平　山　謙　二
ベトナムプロジェクトシンポジウム出
席及びNIHE-NUステアリングコミッ
ティ参加

ベ ト ナ ム
H₂₉.₁₁.₂₇
～

H₂₉.₁₁.₃₀

受託研究等
収 入

教　授 森　田　公　一 ①シンポジウムおよびステコミ出席
②ベトナムPJ共同研究打合せ ベ ト ナ ム

H₂₉.₁₁.₂₇
～

H₂₉.₁₂. ₁

受託研究等
収 入

教　授 有　吉　紅　也 ロンドン大学調印式出席 イ ギ リ ス
H₂₉.₁₂. ₂
～

H₂₉.₁₂.₁₁

運 営 費
交 付 金

助　教 麻　田　正　仁 バベシア原虫に関する研究打ち合わせ イ ギ リ ス
H₂₉.₁₂. ₃
～

H₂₉.₁₂. ₇

科学研究費
補 助 金

教　授 奥　村　順　子 乳幼児死亡の少数民族間における格差
に関する現地調査 ラ オ ス

H₂₉.₁₂. ₃
～

H₂₉.₁₂. ₉

科学研究費
補 助 金

特　任
研究員 多　賀　　　優

コンゴにおけるNTDに対する一括診断
技術開発とそのサーベイランス整備に
関する研究調整のため，外

コ ン ゴ
H₂₉.₁₂. ₃
～

H₂₉.₁₂.₁₆

受託研究等
収 入

特　任
研究員

ヨンボ　カレンダ　
ダン　ジャスティン

コンゴ民主共和国におけるNTDに対す
る一括診断技術開発とそのサーベイラ
ンス整備に関する研究調整のため

コ ン ゴ
H₂₉.₁₂. ₃
～

H₂₉.₁₂.₂₃

受託研究等
収 入
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

准教授 モイ　メンリン
WHO「地球規模感染症に対する警戒と
対応ネットワーク（GOARN）」パート
ナー総会に出席

ス イ ス 
H₂₉.₁₂. ₄
～

H₂₉.₁₂. ₉
先 方 負 担

教　授 森　田　公　一 GLOBAL MEETING OF PARTNERS 
2017出席 ス イ ス

H₂₉.₁₂. ₄
～

H₂₉.₁₂. ₉
自 己 収 入

助　教 竹　内　理　恵 JITMMへの参加，研究打ち合わせ タ イ
H₂₉.₁₂. ₄
～

H₂₉.₁₂.₁₂

運 営 費
交 付 金

教　授 吉田  レイミント 小児肺炎球菌の研究に関する打ち合わ
せ，情報収集 ベ ト ナ ム

H₂₉.₁₂. ₅
～

H₂₉.₁₂.₁₅

受託研究等
収 入

教　授 皆　川　　　昇 マラリア感染簡易検査装置の実地評価 ケ ニ ア
H₂₉.₁₂. ₆
～

H₂₉.₁₂.₂₄

受託研究等
収 入

特　任
研究員 溜　　　宣　子 マラリア感染簡易検査装置の実地評価 ケ ニ ア

H₂₉.₁₂. ₆
～

H₂₉.₁₂.₂₄

受託研究等
収 入

教　授 平　山　謙　二 ロンドン大学調印式の出席のため イ ギ リ ス
H₂₉.₁₂.₁₀
～

H₂₉.₁₂.₁₃

運 営 費
交 付 金

教　授 橋　爪　真　弘 ロンドン大学調印式の出席のため イ ギ リ ス
H₂₉.₁₂.₁₀
～

H₂₉.₁₂.₁₄

運 営 費
交 付 金

助　教 キ ム 　 ユ ン ヒ 研究打ち合わせおよび情報収集 韓 国
H₂₉.₁₂.₁₂
～

H₂₉.₁₂.₁₇
自 己 収 入

准教授 井　上　真　吾 ダニ媒介性ウイルスの分離・同定・解
析についての協議及びダニ採集等 ケ ニ ア

H₂₉.₁₂.₁₂
～

H₂₉.₁₂.₂₁

科学研究費
補 助 金

講　師 上　村　春　樹 マラリアおよびトリパノソーマ症につ
いての研究打合せ ケ ニ ア

H₂₉.₁₂.₁₂
～

H₂₉.₁₂.₂₂

運 営 費
交 付 金

助　教 比　嘉　由紀子 DNAバーコーディングによる標本整理 タ イ
H₂₉.₁₂.₁₄
～

H₂₉.₁₂.₂₇

受託研究等
収 入

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ

Clinical traial　（デング研究に関する臨
床試験） タ イ

H₂₉.₁₂.₁₇
～

H₂₉.₁₂.₂₂

科学研究費
補 助 金

助　教 市　川　智　生 科研「ドイツ日本関係史料による新しい
明治日本理解」にかかる文献調査 ド イ ツ

H₂₉.₁₂.₁₇
～

H₂₉.₁₂.₂₄

科学研究費
補 助 金

教　授 皆　川　　　昇 研究調査打合せ（収集済みデータの解析
について） ベ ト ナ ム

H₂₉.₁₂.₂₇
～

H₂₉.₁₂.₃₁

受託研究等
収 入
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

教　授 有　吉　紅　也 ロンドン大学との事務打ち合わせのた
め イ ギ リ ス

H₃₀. ₁. ₄
～

H₃₀. ₁.₁₃

運 営 費
交 付 金

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ デングプロジェクト2.Clinical Traial タ イ

H₃₀. ₁. ₄
～

H₃₀. ₁.₁₀

科学研究費
補 助 金

助　教 浦　田　秀　造
20 th International  Conference on 
Emerging Infectious Diseases in the 
Pacific Rim

中 国
H₃₀. ₁. ₇
～

H₃₀. ₁.₁₂
先 方 負 担

教　授 森　田　公　一
第20回汎太平洋新興感染症国際会議・
日米医学協力計画ウイルス性疾患専門
部会に出席

中 国
H₃₀. ₁. ₇
～

H₃₀. ₁.₁₂
先 方 負 担

助　教 砂　原　俊　彦 マラリア対策（排除）モデル構築プロ
ジェクト運営指導 ミャンマー

H₃₀. ₁. ₉
～

H₃₀. ₁.₂₉
先 方 負 担

教　授 平　山　謙　二 慢性シャーガス病の合併症早期予測因
子の探索に関する研究打合せ ボ リ ビ ア

H₃₀. ₁.₁₃
～

H₃₀. ₁.₁₉

科学研究費
補 助 金

助　教 阿　部　　　遥 SATREPSに係る研究打合せ ガ ボ ン
H₃₀. ₁.₁₄
～

H₃₀. ₁.₃₁

受託研究等
収 入

特　任
研究員 牛　島　由　理 SATREPSに係る研究打合せ ガ ボ ン

H₃₀. ₁.₁₄
～

H₃₀. ₁.₃₁

受託研究等
収 入

教　授 山　本　太　郎
1.ロヒンギャ難民支援活動許可申請　
2.ロヒンギャ難民支援活動に向けた
ニーズ調査実施

バングラデシュ
H₃₀. ₁.₁₆
～

H₃₀. ₁.₂₄
自 己 収 入

教　授 皆　川　　　昇
iDEWSプロジェクトに関するワーク
ショップへの参加および研究打ち合わ
せ

南アフリカ
H₃₀. ₁.₂₄
～

H₃₀. ₁.₃₁

受託研究等
収 入

特　任
研究員 溜　　　宣　子 iDEWSプロジェクトに関するワーク

ショップ参加及び研究打合せ 南アフリカ
H₃₀. ₁.₂₅
～

H₃₀. ₂. ₃

受託研究等
収 入

講　師 上　村　春　樹 マラリアに関する実験実施 インドネシア
H₃₀. ₁.₂₅
～

H₃₀. ₂. ₄

科学研究費
補 助 金

教　授 平　山　謙　二 TMGH海外研修についての打ち合せ ヨ ル ダ ン
H₃₀. ₁.₂₇
～

H₃₀. ₂. ₁

運 営 費
交 付 金

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ

MFESGF Fellows Training Programme 
Meeting出席 ベ ル ギ ー

H₃₀. ₁.₂₈
～

H₃₀. ₂. ₁

運 営 費
交 付 金

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Responsible Researchのため タ イ

H₃₀. ₂. ₂
～

H₃₀. ₂. ₇

運 営 費
交 付 金
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

特　任
研究員 溜　　　宣　子 マラリア感染簡易検査装置の実地評価 ケ ニ ア

H₃₀. ₂. ₃
～

H₃₀. ₂.₂₄

受託研究等
収 入

助　教 ク リ ス 　 ウ ン　
フ ッ ク シ ェ ン

The 4th International Symposium on 
Environmental Healthにおける打ち合わ
せ・発表・情報収集

韓 国
H₃₀. ₂. ₄
～

H₃₀. ₂. ₇

受入研究等
収 入

助　教 キ ム 　 ユ ン ヒ
The 4th International Symposium on 
Environmental Healthにて発表および情
報収集を行う

韓 国
H₃₀. ₂. ₄
～

H₃₀. ₂. ₇
先 方 負 担

客　員
研究員 岩　下　華　子

1.下痢起因微生物の検出を行う為の水
サンプリングの実施　2．フィールド見
学及び調査，研究打合せ

ベ ト ナ ム
H₃₀. ₂. ₄
～

H₃₀. ₂.₁₁
寄 附 金

教　授 橋　爪　真　弘
The 4th International Symposium on 
E n v i r o n m e n t a l  H e a l t h  R e g i o n a l 
networksに参加，情報収集

韓 国
H₃₀. ₂. ₅
～

H₃₀. ₂. ₆

運 営 費
交 付 金

教　授 吉田  レイミント 小児肺炎球菌の研究に関する打ち合わ
せおよび情報収集 ベ ト ナ ム

H₃₀. ₂. ₇
～

H₃₀. ₂.₂₃

受託研究等
収 入

教　授 皆　川　　　昇 ケニアにおけるマラリア媒介蚊調査研
究のため ケ ニ ア

H₃₀. ₂. ₉
～

H₃₀. ₂.₁₈
自 己 収 入

教　授 森　田　公　一 媒介蚊対策に関する国際協同会議
［RAS5082 Projectに出席 タ イ

H₃₀. ₂.₁₁
～

H₃₀. ₂.₁₇
先 方 負 担

特　任
研究員 末　吉　真　季 SATREPSに係る研究打合せ及び研究遂

行 ガ ボ ン
H₃₀. ₂.₁₂
～

H₃₀. ₂.₂₈

受託研究等
収 入

助　教 阿　部　　　遥 SATREPSプロジェクトに係る研究打合
せ及び研究遂行 ガ ボ ン

H₃₀. ₂.₁₂
～

H₃₀. ₃.₂₁

受託研究等
収 入

教　授 安　田　二　朗 共同研究者との打ち合わせ イ ギ リ ス
H₃₀. ₂.₁₅
～

H₃₀. ₂.₁₇

受託研究等
収 入

助　教 竹　内　理　恵
科研費「途上国における健康教育の一般
教科への統合内容分析－衛生教育への
宗教の影響」による調査

フィリピン
H₃₀. ₂.₁₆
～

H₃₀. ₂.₂₀

科学研究費
補 助 金

准教授 川　田　　　均 長期残効型殺虫剤含浸蚊帳と空間忌避
剤を併用したマラリア防除トライアル マ ラ ウ イ

H₃₀. ₂.₁₆
～

H₃₀. ₃.₂₅

受託研究等
収 入

教　授 安　田　二　朗 ラッサウイルスの診断法の確立に関す
る研究打合せ ナイジェリア

H₃₀. ₂.₁₇
～

H₃₀. ₂.₂₂

受託研究等
収 入

准教授 井　上　真　吾 ケニアにおけるマダニ媒介感染症に関
する共同研究打ち合わせ ケ ニ ア

H₃₀. ₂.₁₇
～

H₃₀. ₂.₂₇

科学研究費
補 助 金
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ

Cholangiocarcinomaについてディス
カッション タ イ

H₃₀. ₂.₁₈
～

H₃₀. ₃. ₂
自 己 収 入

講　師 菊　池　三穂子
①④⑤住血吸虫症浸淫地フィールド調
査，②実験打合せ及び結果検討，③研究
打合せ

フィリピン
H₃₀. ₂.₁₈
～

H₃₀. ₃. ₃

科学研究費
補 助 金

教　授 有　吉　紅　也 ロンドン大学との事務打合せのため イ ギ リ ス
H₃₀. ₂.₁₉
～

H₃₀. ₂.₂₃

運 営 費
交 付 金

助　教 シャー　モハマド　
モ ニ ル

JSPS論博事業研究者マーティンムウェ
ビアの指導 ケ ニ ア

H₃₀. ₂.₁₉
～

H₃₀. ₂.₂₄

受託研究等
収 入

教　授 平　山　謙　二 ケニア・ロタ会議出席のため ケ ニ ア
H₃₀. ₂.₁₉
～

H₃₀. ₂.₂₄

運 営 費
交 付 金

教　授 金　子　　　聰 NTD Advocacy planning meeting出席の
ため ド イ ツ

H₃₀. ₂.₂₀
～

H₃₀. ₂.₂₃

運 営 費
交 付 金

特　任
研究員 多　賀　　　優 NTD会議への出席 ド イ ツ

H₃₀. ₂.₂₀
～

H₃₀. ₂.₂₃

受託研究等
収 入

准教授 藤　井　仁　人
デング熱に対するマルチプレックス法
を用いた血清学検査法開発のための共
同研究

スリランカ
H₃₀. ₂.₂₃
～

H₃₀. ₃. ₃

受託研究等
収 入

助　教 比　嘉　由紀子 デング熱の地域横断的研究として南ア
の媒介蚊に関する調査研究 南アフリカ

H₃₀. ₂.₂₃
～

H₃₀. ₃. ₆

受託研究等
収 入

准教授 早　坂　大　輔 マダニ媒介感染症研究に関する打ち合
わせ ケ ニ ア

H₃₀. ₂.₂₄
～

H₃₀. ₂.₂₈

科学研究費
補 助 金

教　授 有　吉　紅　也 ₄大学合同シンポジウム大会出席 タ イ
H₃₀. ₂.₂₄
～

H₃₀. ₂.₂₈
自 己 収 入

教　授 二　見　恭　子 デング熱の地域横断的研究として南ア
の媒介蚊調査 南アフリカ

H₃₀. ₂.₂₄
～

H₃₀. ₃. ₄

受託研究等
収 入

教　授 金　子　　　聰 NTDについての打ち合わせ コ ン ゴ
H₃₀. ₂.₂₆
～

H₃₀. ₃. ₁

受託研究等
収 入

助　教 ク リ ス 　 ウ ン　
フ ッ ク シ ェ ン

研究課題における打ち合わせおよび
データ収集・解析 マレーシア

H₃₀. ₂.₂₅
～

H₃₀. ₃. ₄

受託研究等
収 入

教　授 平　山　謙　二 慢性シャーガス病の合併症早期予測因
子の探索に関する研究打合せ ボ リ ビ ア

H₃₀. ₂.₂₆
～

H₃₀. ₂.₂₆
自 己 収 入
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

教　授 長谷部　　　太 ₄大学合同シンポジウム大会出席 タ イ
H₃₀. ₂.₂₆
～

H₃₀. ₂.₂₈
自 己 収 入

特　任
研究員 多　賀　　　優 NTDの共同研究打ち合わせ コ ン ゴ

H₃₀. ₂.₂₆
～

H₃₀. ₃. ₁

受託研究等
収 入

准教授 グ エ ン 　 フ イ　
テ ィ エ ン

デングプロジェクトに関する研究打合
せ ベ ト ナ ム

H₃₀. ₂.₂₈
～

H₃₀. ₃. ₃

科学研究費
補 助 金

教　授 皆　川　　　昇 iDEWSプロジェクト打合せ 南アフリカ
H₃₀. ₂.₂₈
～

H₃₀. ₃. ₆
自 己 収 入

教　授 吉田  レイミント
小児肺炎球菌の研究に関する打ち合わ
せおよび情報収集，IMRP2018にて情報
収集

ベ ト ナ ム
H₃₀. ₃. ₁
～

H₃₀. ₃. ₂

受託研究等
収 入

教　授 金　子　　　聰 マルチ事業での次期調査に関する地域
との調整 ケ ニ ア

H₃₀. ₃. ₁
～

H₃₀. ₃. ₈

受託研究等
収 入

教　授 二　見　恭　子 ケニアの害虫類捕獲と研究機関視察③
疾病媒介蚊調査 ケ ニ ア

H₃₀. ₃. ₄
～

H₃₀. ₃.₁₄

受託研究等
収 入

助　教 ク リ ス 　 ウ ン　
フ ッ ク シ ェ ン

環境疫学に関するデータについてディ
スカッション インドネシア

H₃₀. ₃. ₅
～

H₃₀. ₃. ₉

受託研究等
収 入

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Ethics　Review　Committee　Meeting ミャンマー

H₃₀. ₃. ₅
～

H₃₀. ₃.₁₀
先 方 負 担

教　授 皆　川　　　昇 蚊媒介性感染症の地域横断的研究に関
する打ち合わせ 台 湾

H₃₀. ₃. ₆
～

H₃₀. ₃. ₈

受託研究等
収 入

教　授 吉田  レイミント
小児肺炎球菌の研究に関する打ち合わ
せおよび情報収集，IMRP2018にて情報
収集

シンガポール
H₃₀. ₃. ₆
～

H₃₀. ₃. ₉

受託研究等
収 入

助　教 吉　原　圭　亮
2 n d  I n t e r n a t i o n a l  M e e t i n g  o n 
Respiratory Pathogens 2018出席におけ
る発表及び情報収集

シンガポール
H₃₀. ₃. ₆
～

H₃₀. ₃.₁₀

学 術 研 究
助 成 基 金

客　員
研究員 岩　下　華　子 研究打合せ ベ ト ナ ム

H₃₀. ₃. ₆
～

H₃₀. ₃.₁₄
寄 附 金

教　授 奥　村　順　子 10th Asia Pacific Global Summit on 
Healthcare における基調講演のため シンガポール

H₃₀. ₃.₁₀
～

H₃₀. ₃.₁₅

科学研究費
補 助 金

教　授 安　田　二　朗 SATREPSにかかる研究遂行及び打合せ ガ ボ ン
H₃₀. ₃.₁₀
～

H₃₀. ₃.₁₉

受託研究等
収 入
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　名

特　任
研究員 末　吉　真　季 SATREPSに係る研究打合せ及び研究遂

行 ガ ボ ン
H₃₀. ₃.₁₀
～

H₃₀. ₃.₂₁

受託研究等
収 入

特　任
研究員 牛　島　由　理 SATREPSにかかる研究の遂行及び打合

せ ガ ボ ン
H₃₀. ₃.₁₀
～

H₃₀. ₃.₃₀

受託研究等
収 入

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ Ethical　Review　Meeting タ イ

H₃₀. ₃.₁₁
～

H₃₀. ₃.₁₃
先 方 負 担

特　任
研究員 多　賀　　　優 電子システムサーバプログラムの調整

他 エ ジ プ ト
H₃₀. ₃.₁₇
～

H₃₀. ₃.₂₂

受託研究等
収 入

教　授 金　子　　　聰 電子システムサーバプログラムの調整
他 エ ジ プ ト

H₃₀. ₃.₁₈
～

H₃₀. ₃.₂₂

受託研究等
収 入

准教授 グ エ ン 　 フ イ　
テ ィ エ ン

デングプロジェクトに関する研究打合
せ ベ ト ナ ム

H₃₀. ₃.₁₈
～

H₃₀. ₃.₂₄

科学研究費
補 助 金

教　授 ロ ー サ ボ ー ン　
チ ャ ン ト ラ

Cholangiocarcinomaについて
ディスカッション タ イ

H₃₀. ₃.₂₅
～

H₃₀. ₃.₃₀
自 己 収 入

教　授 皆　川　　　昇 「BOBA Network First Open Network 
Meeting」参加による情報収集 イ ギ リ ス

H₃₀. ₃.₂₇
～

H₃₀. ₃.₂₉
先 方 負 担
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９　外国人研究者の受け入れ

₉．₁　平成２9年度に受け入れた外国人研究者
分　野　等 氏　　　　　　　名 国　　籍 受入期間 経　　費 備　　考

ウ イ ル ス 学 Aung Min Soe
アウン　ミン　ソエ ミャンマー Ｈ29.7.10

 ～Ｈ29.7.14
科 学 技 術
振 興 機 構

Maarten Smits
マーティン スミッツ オ ラ ン ダ Ｈ29.9.21

 ～Ｈ30.4.30 自 費

Nor Azila Muhammad Azami
ノー アジラ　モハマッド　アザミ マレーシア Ｈ30.1.29

 ～Ｈ30.2.24
国 立 大 学
法 人 等

新 興 感 染 症 学 Peter Owusu Afriyie
ピーター　オウス　アフリィ ガ ー ナ Ｈ29.8.21

 ～Ｈ29.9.1 自 費

原 虫 学 Gitaka Jesse Njihia
ギタカ　ジェッセ　ジヒア ケ ニ ア Ｈ29.5.17

 ～Ｈ29.5.31 運営交付金

David Joseph Conway
デイビッド ジョーゼフ コンウェイ イ ギ リ ス Ｈ29.9.3

 ～Ｈ29.9.5 他機関経費

Bruce Malcolm Russell
ブルース マルコルム ラッセル オーストラリア Ｈ29.9.11

 ～Ｈ29.9.17 自 費

Jie Ying Ong
ジエ イン オン シンガポール Ｈ29.9.11

 ～Ｈ29.9.16 自 費

Han Eun-Taek
ハン ウンテク 韓 国 Ｈ29.9.12

 ～Ｈ29.9.14 自 費

Pandey Kishor
パンディ キショル ネ パ ー ル Ｈ29.10.11

 ～Ｈ30.3.13 自 費

Skmawati Basuki
スクマワティ バスキ インドネシア Ｈ29.11.26

 ～Ｈ29.11.30
受託研究費
（二国間交流事業）

寄 生 虫 学 Eman Abdelazeem Abuelwafa Mousa
イーマン　アブデラジーム　アブエルワファ　モウサ エ ジ プ ト Ｈ29.6.28

 ～Ｈ30.6.27
エジプト政府
による奨学金

免 疫 遺 伝 学 Levanya Martina Marbun
レバニャ　マルティナ　マルブン インドネシア Ｈ29.6.5

 ～Ｈ29.8.30 自 費

Hardiani Alexandra
ハーディアニ　アレッサンドラ インドネシア Ｈ29.6.5

 ～Ｈ29.8.30 自 費

Mohammed Nasir Shuaibu
モハメド　ナシル　シュアイブ ナイジェリア Ｈ29.9.26

 ～Ｈ29.9.29 自 費

Tran Quang Thach
トラン　ウェン　タッ ベ ト ナ ム Ｈ29.11.29

 ～Ｈ30.3.31 自 費

Malla Rao
メラ　ラオ 米 国 Ｈ30.2.14

 ～Ｈ30.2.18 自 費

Sanjai Kumar
サンジャイ　クマール 米 国 Ｈ30.2.14

 ～Ｈ30.2.18 自 費

Liwang Cui
リウォン　キ 米 国 Ｈ30.2.15

 ～Ｈ30.2.18 自 費

Abhay Satoskar
アボイ　サトスカー 米 国 Ｈ30.2.15

 ～Ｈ30.2.18 自 費

Patrapuvich Rapatbhorn
パタプウィシュ ラパポーン タ イ Ｈ30.2.15

 ～Ｈ30.2.17
国立国際医療
研究センター

病 理 学 TANG JIANXIA
タン　ジアンシア 中 国 Ｈ29.4.28

 ～Ｈ29.5.12 自 費
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分　野　等 氏　　　　　　　名 国　　籍 受入期間 経　　費 備　　考

病 理 学 Claudia Sofia PARADELA GOMES
クラウディア　ソフィア　パラデラ　ゴメス ポルトガル H30.2.8

 ～H30.7.7
科学研究費
補 助 金

生 態 疫 学 Job Isaccs Wasonga
ジョブ　アイザック　ワソンガ ケ ニ ア Ｈ29.10.4

 ～Ｈ29.10.25
受託研究等
収 入

Job Isaccs Wasonga
ジョブ　アイザック　ワソンガ ケ ニ ア Ｈ30.1.20

 ～Ｈ30.2.1
受託研究等
収 入

Samson Muuo Nzou
サムソン　ムウオ　ンゾウ ケ ニ ア Ｈ30.1.29

 ～Ｈ30.2.16
受託研究等
収 入

Anne Wanjiru Mwangi
アン　ワンジル　ムワンジ ケ ニ ア Ｈ30.1.29

 ～Ｈ30.2.16
受託研究等
収 入

国 際 保 健 学 Giulia Gaudenzi
ジュリア　ガウデンツィ スウェーデン Ｈ29.6.20

 ～Ｈ29.8.21
運 営 費
交 付 金

病 害 動 物 学 RAJENDRA MAHARAJ
ラジェンドラ　マハラ 南アフリカ Ｈ29.4.25

 ～Ｈ29.4.26
受託研究等
収 入

NATASHIA MORRIS
ナターシャ モリス 南アフリカ Ｈ29.4.25

 ～Ｈ29.4.26
受託研究等
収 入

KAPWATA NGOZA THANDI ETHEL
カプワタ　ンゴザ　タンディ　エセル 南アフリカ Ｈ29.4.25

 ～Ｈ29.4.26
受託研究等
収 入

小 児 感 染 症 学 Le Thi Thu Thao
レ　チ　ツ　タオ ベ ト ナ ム Ｈ29.8.21

 ～Ｈ29.9.2
受託研究費
等 収 入

Dang Duc Anh
ダン　ドゥク　アン ベ ト ナ ム Ｈ29.10.23

 ～Ｈ29.10.27
受託研究費
等 収 入

Nguyen Thi Hien Anh
グエン　ティ　ヒエン　アン ベ ト ナ ム Ｈ29.10.23

 ～Ｈ29.10.27
受託研究費
等 収 入

Vien Quang Mai
ビエン　クアン　マイ ベ ト ナ ム Ｈ29.10.23

 ～Ｈ29.10.27
受託研究費
等 収 入

Tran Minh The
トラン　ミン　テ ベ ト ナ ム Ｈ29.10.23

 ～Ｈ29.10.27
受託研究費
等 収 入

Le Thuy Lien
レ　トゥイ　リエン ベ ト ナ ム Ｈ29.10.23

 ～Ｈ29.10.27
受託研究費
等 収 入

Hoang Thi Ngoc Anh
ホアン　ティ　ゴク　アン ベ ト ナ ム Ｈ29.10.23

 ～Ｈ29.10.27
受託研究費
等 収 入

Lam Quang Chung
ラム　クアン　チュン ベ ト ナ ム Ｈ29.10.23

 ～Ｈ29.10.27
受託研究費
等 収 入

Phu Quoc Viet
フ　クオック　ビエト ベ ト ナ ム Ｈ29.10.23

 ～Ｈ29.10.27
受託研究費
等 収 入

Le Hong Quan
レ　ホン　クアン ベ ト ナ ム Ｈ29.10.23

 ～Ｈ29.10.27
受託研究費
等 収 入

Luu Trung Hieu
ル　トラン　ヒエウ ベ ト ナ ム Ｈ29.10.23

 ～Ｈ29.10.27
受託研究費
等 収 入

Do Thai Hung
ド　タイ　ホム ベ ト ナ ム Ｈ30.1.21

 ～Ｈ30.1.25
受託研究費
等 収 入

臨 床 開 発 学 Kesara Na-Bangchang
ケセラ　ナーバチャン タ イ Ｈ29.7.7

 ～Ｈ29.7.7
先 方 負 担
（タマサート大学）

Tullayakorn Plengsuriyakarn
トゥンラヤゴーン　ペンスリヤガーン タ イ Ｈ29.7.7

 ～Ｈ29.7.14
先 方 負 担
（タマサート大学）

ケ ニ ア 拠 点 Martin Bundi Mwebia
マーティン　バンディ　ムウェビア ケ ニ ア Ｈ29.6.27

 ～Ｈ29.7.28 運営費交付金

Martin Bundi Mwebia
マーティン　バンディ　ムウェビア ケ ニ ア Ｈ30.1.22

 ～Ｈ30.1.25 運営費交付金

― 105 ―



１0．₁　研究業績

ウイルス学分野
₁） Kayesh MEH, Kitab B, Sanada T, Hayasaka D, Morita K, Kohara M, Tsukiyama-

Kohara K：Susceptibility and initial immune response of Tupaia belangeri cells to dengue 

virus infection. Infect Genet Evol 51: 203-210, 2017
₂） Sha M, Odoyo E, Wandera E, Kathiiko C, Bundi M, Miringu G, Guyo S, Komoto S, 

Nyangao J, Karama M, Tsuji T, Taniguchi K, Morita K, Ichinose Y：Burden of 
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₃） Toda M, Njeru I, Zurovac D, Kareko D, O-Tipo S, Mwau M, Morita K：
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₇） Raekiansyah M, Mori M, Nonaka K, Agoh M, Shiomi K, Matsumoto A, Morita K：

Identification of novel antiviral of fungus-derived brefeldin A against dengue viruses. Trop 

Med Health 45: 32, 2017 
₈） Pandey K, Pandey BD, Chaurasiya RR, Thakur M, Neupane B, Shah Y, Ngwe Tun 

MM, Morita K：Evidence of Chikungunya virus circulation in the Terai region of Nepal in 

2014 and 2015. Trans R Soc Trop Med Hyg 111(7): 294-299, 2017 
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Environ Saf 138: 122-129, 2017 
11） Moi ML, Ami Y, Muhammad Azami NA, Shirai K, Yoksan S, Suzaki Y, Kitaura K, 

10　研究成果の発表状況
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Lim CK, Saijo M, Suzuki R, Takasaki T, Kurane I：Marmosets (Callithrix jacchus) as 

a non-human primate model for evalution of candidate dengue vaccines: induction and 

maintenance of specific protective immunity against challenges with clinical isolates. J Gen 
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１１．₁　熱帯医学研究所における所外講師による講演

₁ ） Adaptation and multiplication rate variateion of Plasmodium falciparum

 David Conway

 医歯薬学総合研究科　大学院セミナー　グローバルヘルス総合研究棟1F大セミナー室
 2017年 ₉ 月 ₄ 日

11　講演会
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１１．₂　熱帯医学研究所教員による講演

₁） 「A voyage into the discovery of the genetic mechanisms for malaria parasite resistance to 

hosts」
 Richard Culleton

 セミナー　大阪府吹田市大阪大学免疫学フロンティアセンター：iFReC

 2017年 ₁ 月13日
₂） 「Climate Change and Infectious Diseases」
 山本太郎
 外務省主催 The Roundtable Seminar on “Climate Change and Fragility Implications on 

International Security”?　外務省
 2017年 ₁ 月19日
₃） 「Working opportunities in Japan」
 Richard Culleton

 講演　東京都千代田区ホテルモントレー半蔵門
 2017年 ₁ 月23日
₄） 「ケニアで感染症封じ込めシステム開発　女性研究者の挑戦」
 戸田みつる
 講演　富士見ケ丘中学校，同高等学校
 2017年 ₁ 月23日
₅） 「長崎大学病院でのHIV診療の現状と課題について」
 田中健之
 長崎県医師会・HIV医療講習会　長崎県医師会館
 2017年 ₁ 月28日
₆） 「HIV感染症の基礎知識と最近の話題」
 有吉紅也
 長崎県医師会・HIV医療講習会　長崎県医師会館
 2017年 ₁ 月28日
₇） 「地球温暖化と熱帯感染症」
 橋爪真弘
 特別講演　第14回東京小児感染免疫懇話会　東京都文京区，東京ドームホテル
 2017年 ₂ 月 ₉ 日
₈） 「熱帯感染症に効く薬用植物の探索」
 平山謙二
 北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター市民公開講座　北海道大学学術交流会館
 2017年 ₂ 月12日
₉） 「Working opportunities in Japan」
 Richard Culleton

 講演　東京都千代田区ホテルモントレー半蔵門
 2017年 ₂ 月27日
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10） 「Contribution to countermeasures against Ebola virus disease in West Africa by Japan-

France partnership, The 4th Nikkei Asian Conference on Communicable Diseases 2017」
 Yasuda J

 The 4th Nikkei Asian Conference on Communicable Diseases 2017　Naha, Okinawa

 2017年 ₃ 月 ₃ 日
11） 「感染症研究のためのBSL-4施設の必要性」
 安田二朗
 内閣官房主催公開シンポジウム「新興感染症と向き合う最新の研究と市民の対策」後援：
文部科学省，厚生労働省　TOKYO FMホール

 2017年 ₃ 月10日
12） 「環境疫学： 気温と死亡者数の時系列回帰分析」
 橋爪真弘，Chris Fook Sheng Ng

 2017年度 日本計量生物学会年会 特別セッション　「疫学と生物統計学との協働」　東京
都文京区，中央大学後楽園キャンパス

 2017年 ₃ 月16日
13） 「グローバル化時代の大学に必要な新興感染症の知識」
 安田二朗
 フィジカルヘルス委員会　第19回 フィジカルヘルスフォーラム　長崎大学良順会館
 2017年 ₃ 月16日
14） 「バイオテロからエボラ出血熱 これまでの産官学連携による研究成果」
 安田二朗
 東芝メディカルシステムズ株式会社・慶應義塾大学グローバルセキュリティ研究所 

(G-SEC)ジョイントシンポジウム「近未来のわが国における科学政策の基本」～パブリッ
ク・プライベート・パートナーシップ (PPP)の新たな展開～

 2017年 ₃ 月18日
15） 「ウイルス感染症検査システムの開発と長崎大学のBSL-4施設設置計画」
 安田二朗
 BIKENセミナー　阪大微研観音寺研究所瀬戸センター
 2017年 ₄ 月24日
16） 「疾病媒介蚊と殺虫剤抵抗性」
 川田　均
 招待講演　公益財団法人大下財団公開シンポジウム，広島市
 2017年 ₅ 月23日
17） 「疾病媒介蚊と殺虫剤抵抗性」
 川田　均
 招待講演　第31回繊維学会所長会議，広島市
 2017年 ₅ 月26日
18） 「エボラウイルスの謎」
 安田二朗
 第58回日本臨床ウイルス学会シンポジウム「種を超えるウイルス」　長崎大学医学部記
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念講堂
 2017年 ₅ 月28日
19） 「Update on Efforts with the Construction of a State-of-Art BSL-4 Research laboratory 

Facility in Japan」
 Yasuda J

 10th US-Japan Annual Medical Biodefense Research Symposium “Research on Infectious 

Diseases with High Public Health Coonsequences”　NIAID, NIH, Rockville, MD, USA

 2017年 ₆ 月 ₈ 日
20） 「成人肺炎球菌性肺炎の疫学とワクチン」
 森本浩之輔
 呼吸器感染症ワクチン研究会2017　東京ミッドタウン・ホール
 2017年 ₆ 月24日
21） 「熱帯医学・グローバルヘルスと地域医療」
 有吉紅也
 長崎大学関連病院長会　ベストウェスタンプレミアホテル長崎
 2017年 ₇ 月14日
22） 「リーシュマニア症のコントロールを目指して～ラボ・フィールド双方向からのアプ
ローチ　　Towards the control of leishmaniasis: From the laboratory to the field」

 濱野真二郎
 招待講演　大阪大学　融合棟 ₁階・谷口記念講堂
 2017年 ₇ 月21日
23） 「アニサキスを探せ！」
 奥村順子
 子供科学体験型イベント　長崎大学ポンぺ会館
 2017年 ₈ 月 ₂ 日
24） 「エボラウイルスを安全に取り扱える施設のお話」
 安田二朗
 京大学医科学研究所公開セミナー　ラブラボ2017　東京大学医科学研究所
 2017年 ₈ 月 ₂ 日
25） 「「昼の蚊と夜の蚊」の一環で「蚊，マラリア，フィラリア」について」
 奥村順子
 子供科学体験型イベント　熱帯医学ミュージアム
 2017年 ₈ 月 ₄ 日
26） 「エボラ出血熱，ラッサ熱の流行発生地を経てシュバイツアー博士ゆかりの地へ」
 安田二朗
 日本学術会議第二部会公開学術講演会「アフリカ研究50年－日本の国際貢献」　長崎大
学良順会館

 2017年 ₈ 月 ₅ 日
27） 「Working opportunities in Japan」
 Richard Culleton
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 講演　東京都千代田区ホテルモントレー半蔵門
 2017年 ₉ 月 ₅ 日
28） 「発展途上国における新興ウイルス感染症の診断」
 安田二朗
 2017電気化学会秋季大会　特別企画シンポジウム「生物機能を利用した医療技術の最先
端」　長崎大学

 2017年 ₉ 月10日
29） 「高齢化社会における肺炎の疫学とワクチン」
 森本浩之輔
 成人用肺炎球菌ワクチンセミナー　KIT　STUDIO　東京第二スタジオ
 2017年 ₉ 月14日
30） 「アフリカにおけるマラリア流行予測のための衛生データの活用：警戒システム構築へ
向」

 皆川　昇
 第一回公衆衛生分野での地球観測衛星利用検討会　リモート・センシング技術センター
本社 ₂階　コンファレンスルーム（東京都）

 2017年10月12日
31） 「2014年－2015年の西アフリカにおけるエボラは何故拡がり，簡単に収束できなかったの
か？」

 奥村順子
 国立大学法人大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎生徒のための科学講座　長崎大学グ
ローバルヘルス研究棟大セミナー室

 2017年10月18日
32） 「UHC時代の結核検査マネージメント強化ー世界的脅威の疾患対策への応用ー Quality 

Laboratory Management for Tuberculosis in UHC － Appried for Global Threatening 

Disease Control－」
 山本太郎
 JICA国際集団研修コース　東京都　結核研究所
 2017年10月20日
33） 「危険なウイルスから身を守る」
 安田二朗
 第65回日本ウイルス学会学術集会市民公開講座「ウイルスと生きる」　梅田グランフロ
ントナレッジキャピタル，大阪

 2017年10月22日
34） 「熱研の研究者って何する人？」
 奥村順子
 長崎県立長崎東中学校生徒のための科学講座　長崎大学グローバルヘルス研究棟大セミ
ナー室

 2017年10月26日
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35） 「医学が社会に及ぼす影響」
 奥村順子
 洗足学園中学校生徒のための科学講座　長崎大学グローバルヘルス研究棟 ₄階講義室
 2017年10月31日
36） 「東アフリカの高地マラリアとインド洋ダイポールモード現象」
 橋爪真弘
 日本気象学会2017年度秋季大会　専門分科会　気象や気候の変化は人の健康にどのよう
な影響を及ぼすか　－生気象学の知見を共有する－　北海道札幌市

 2017年11月 ₂ 日
37） 「ヒトは一人では生きていけない」
 山本太郎
 共同通信社【きさらぎ会】　東京都　新阪急ホテル
 2017年11月14日
38） 「Working opportunities in Japan」
 Richard Culleton

 講演　東京都千代田区ホテルモントレー半蔵門
 2017年11月15日
39） 「長崎大学熱帯医学研究所附属熱帯医学ミュージアム所蔵フィラリア関係資料の歴史資
料としての活用」

 市川智生
 グローバルヘルス合同大会2017　シンポジウム「感染症アーカイブス」の構築に向けて：
熱帯感染症をめぐる研究情報の整理と歴史化の試み　東京大学本郷キャンパス内

 2017年11月26日
40） 「ベトナムで発生した先天性風疹症候群の臨床的特徴」
 樋泉道子
 第21回日本ワクチン学会学術集会　教育セミナー ₂　福岡県福岡市
 2017年12月 ₂ 日
41） 「新興ウイルス感染症に対する創薬」
 安田二朗
 富山大学和漢医薬学総合研究所・長崎大学熱帯医学研究所第 ₇回交流セミナー ”熱帯医
学と和漢薬研究の新展開―新しい医療体系の構築を目指して―“　長崎大学グローバル
ヘルス総合研究棟

 2017年12月 ₄ 日
42） 「BSL-4 facility construction plan of Nagasaki University」
 Yasuda J

 WHO CONSULTATIVE MEETING ON HIGH/MAXIMUM CONTAINMENT 

(BIOSAFETY LEVEL 4) LABORATORIES NETWORKING　International Agency for 

Research on Cancer (IARC), Lyon, France

 2017年12月13日

― 149 ―



43） 「Seasonal changes in suicide and environmental factors.」
 Kim Y

 Seoul National University The 36th Colloquium．Seoul, South Korea

 2017年12月14日
44） 「Heat-related mortality in Japan after the 2011 Fukushima disaster.」
 Kim Y

 2017 筑波大学ヒューマン・ケア科学専攻学位プログラム国際交流セミナー　茨城県つく
ば市

 2017年12月20日
45） 「アーカイブと展示の関わり」
 奥村順子
 長崎大学多文化社会学部選択必修科目　熱帯医学ミュージアム
 2017年12月27日
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１１．₃　熱帯医学研究所主催・共催の市民公開講座（平成２9年度）

　

3 ．2017年 7 月28日㈮ 開催
『親子蚊学入門　昼の蚊と夜の蚊
の話　蚊の運ぶ病気』
講演者：
　砂原 俊彦（熱帯医学研究所），
　嶋田　 聡（長崎大学 医歯薬学総合研究科）
会場：
　長崎大学坂本キャンパス
　良順会館

4 ．2017年 8 月4 日㈮ 開催
『子ども蚊学教室』
講演者：
　「世界モスキートデイ」
　イベント運営委員会
会場：
　長崎大学坂本キャンパス
　ポンぺ会館

1 ．2017年 4 月16日㈰ 開催
『身近な衛生動物との上手なつき
あい方』
講演者：
　角田　 隆（長崎大学），
　杉浦 正昭（フマキラー株式会社），
　砂原 俊彦（長崎大学），
　谷川　 力（イカリ消毒株式会社）
会場：
　長崎大学医学部 
　良順会館2Fボードインホール

日本衛生動物学会・長崎大学 共同開催

ダニ、ゴキブリ、蚊など、さまざまな衛生上の問題や健康被害をもたら
す迷惑な虫や動物たちを衛生動物と呼びます。私たちに身近な衛生動物に
はどんな対策が有効でしょうか？ 名の専門家からお話しいただきます。
講演内容は中学生以上を想定していますが、小学生の入場も可能です。事
前申込み不要です。お気軽にご参加ください。

ダニのはなし 角田隆（長崎大学）

ゴキブリのはなし 杉浦正昭（フマキラー株式会社）

身近な蚊の減らし方 砂原俊彦（長崎大学）

上手な殺虫剤の使い方 谷川力（イカリ消毒株式会社）

月 日 日
～

長崎大学医学部（長崎市坂本 ）

良順会館 ボードインホール
（医学部正門入って右手）

入場無料 （対象：中学生～一般）

お問い合わせ：長崎大学熱帯医学研究所 病害動物学分野（担当：酒本、砂原）
電話

衛生動物
身近な

との
上手な
つきあい方

市民公開講座

2 ．2017年 6 月10日㈯ 開催
『大人の蚊学講座
　私の“蚊のはなし”』
講演者：
　嘉糠 洋陸（東京慈恵会医科大学），
　沢辺 京子（国立感染症研究所），
　椎名　 誠（作家）
会場：
　長崎大学坂本キャンパス
　医学部記念講堂

5 ．2018年 3 月25日㈰ 開催
『様々な病原体とのお付き合い』
講演者：
　金子　 修（長崎大学教授），
　飯田 哲也（大阪大学教授），
　川口　 寧（東京大学教授），
　喜田　 宏
　（ 北海道大学ユニバーシティー 

プロフェッサー・特別招聘教授）
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₁ 　反射型蛍光顕微鏡 21　液体クロマトグラフ質量分析計

₂　ウルトラミクロトーム 22　自動焦点維持装置付長時間観察システム

₃　落射蛍光位相差顕微鏡 23　高感度ノンラベル・ゲノム定量解析システム

₄　万能倒立顕微鏡 24　デジタルセルソーターシステム

₅　走査電子顕微鏡装置 25　透過及び操作電子顕微鏡用デジタル画像出力装置

₆　病理組織標本作製システム 26　多機能超遠心機

₇　原虫遺伝子DNA解析システム 27　マイクロ流路を応用した遺伝子発現解析装置

₈　宿主・寄生体相互作用解析システム 28　遺伝子解析システム

₉　感染症病原性解析システム 29　共焦点レーザー顕微鏡システム

10　熱帯性病原体成分機能解析システム 30　超解像顕微鏡システム

11　多機能ぜん虫行動解析システム 31　高圧凍結装置

12　熱帯性ウイルス感染症診断試薬作成システム 32　自動細胞解析装置

13　超遠心機 33　DNAアナライザ

14　核酸オリゴマー感染症治療薬開発システム 34　生物用ハイグレード正立顕微鏡

15　生物顕微鏡 35　遺伝子解析システムー式

16　細菌毒素活性測定解析システム 36　病原性ウィルス遺伝子及び蛋白質機能解析システム

17　DNAシークエンサー 37　バイオハザード対策用ラボシステム

18　デジタル画像電子顕微鏡システム 38　次世代シーケンサーシステム

19　耐腐食構造棚式真空凍結乾燥装置

20　リアルタイム定量PCRシステム

12　主要な研究設備
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１ ）Tropical�Medicine�

　当研究所が発行した機関誌で，熱帯医学の原著論文のほかに短報や総説などが掲載される。

本誌は長崎大学風土病紀要として昭和34年に創刊されたものであるが，昭和42年に研究所名

が改められたときにTropical Medicine（熱帯医学）と変更され，さらに平成元年からは英文

のみの雑誌となった。毎年 ₄号分を ₁巻として平成12年度には第42巻が発行されたが，平成

13年度から休刊中である。

２ ）長崎大学熱帯医学研究所年次要覧

　昭和39年 ₃ 月，当研究所の沿革および研究活動をまとめた最初の「長崎大学風土病研究所

年次要覧，昭和38年度」が刊行された。その後，昭和42年の研究所名改称に伴う標記表題へ

の変更はあったが，昭和45年度まで毎年刊行された。昭和46年度から54年度までの分はまと

めて昭和56年 ₃ 月に発行された。昭和55年度から再び毎年発行されることになり現在に至っ

ている。平成28年度年次要覧は平成29年12月に発行された。

3 ）長崎大学熱帯医学研究所概要�Institute�of�Tropical�Medicine,�Nagasaki�University�

　国内及び外国からの来訪者に対する当研究所の紹介パンフレットとして，長崎大学熱帯医

学研究所案内（A Guide to the Institute of Tropical Medicine, Nagasaki University）が昭和55

年12月に最初に発行された。その後一部改訂されたものが随時発行されてきた。平成元年10

月には，当研究所が共同利用研究所に改組されたのを機会に，標記のように表題を改めカラー

印刷として発行され，その後は毎年発行されることになった。平成 ₆年度に研究所の機構が

大部門制に改組されたのを機に，このパンフレットはB5判からA4判に改められ，また和文

版と英語版を別々に作成することになった。

4 ）長崎大学熱帯医学研究所共同研究報告集

　この報告集は，当研究所が平成元年に全国共同利用研究所に改組されたのに伴い，毎年実

施される共同研究と研究集会の概要をまとめたものである。平成29年度の報告集は，平成30

年 ₇ 月に発行された。

13　刊行物
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